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序章





　少女に悪意など微み塵じんも無かった。

　そう。いつだって彼女は誰だれもが呆あきれる程に善良だった。それは両親の教育の賜たまものでもあろうし、彼女が本来持っていた気質でもあるのだろう。自分から誰かを傷つけたりは――それが心であれ体であれ――出来ない性格だったし、物心ついて以来、意識して誰かの不幸を望んだ事など、彼女は一度も無かった。

　だからその時も彼女はただ……全くの善意から、残り物の花火を持って出掛けたのだ。

　両親と。妹と。四人で夏の浜辺でした花火は、彼女にとってとても楽しい想おもい出となった。その事をあの少年に話して聞かせると――あろう事か彼は『花火ってなに？』と不思議そうに聞いてきたのだ。

　少女はびっくりして――そして少年の事をとても可哀かわい想そうに思った。

　あんなに綺き麗れいなのに。

　あんなに楽しいのに。

　この子は――花火を知らない。

　見せてあげたい、と少女は思った。

　そう。本当に、だからそれは、善意でしかなくて。

　まさかそれが……こんな災いを引き起こすなど、微み塵じんも、想像すらしていなくて。

「……ぐれん……」

　轟ごう々ごうと燃え盛る炎の前に、少女はただ一人立ち尽つくしていた。

　それが……目の前に起こっているこの状況が、どれだけ恐ろしく酷ひどいものであるのかは、幼い少女にも理解出来た。同時に――それが誰だれの行こう為いを原因として生じたのかという事も。

　少女の足下には小さな布の袋が落ちていた。

　夏の海辺に持っていった――トートバッグ。

　そしてその側そばには未まだ使っていない花火と、そして、安物のライターが転がっている。

　他た愛あいない火遊び――そう呼ぶには結果があまりにも凄せい惨さんに過ぎた。

　少女の眼めの前で激しく炎上するのは一軒の木造家屋である。

　今時珍めずらしい平屋作りだ。所々に文化財指定されそうな古こ色しよく蒼そう然ぜんたる造りと、近現代的な造りとが混在している。時代を超えて永く続く旧家といった印象であった。敷地内には土蔵の類たぐいも幾つか眼にする事が出来る。そしてそれらの全すべてに、火は触手を伸ばし、触れるものは例外なく灰かい燼じんに帰せしめんと膨れあがっていく。

　火は――恐らく、全てを燃やし尽くすまで消える事は無いだろう。

　屋敷の中に居たであろう人間がどうなったか……幼い子供にも想像はつく。

　轟ごう――と威い嚇かくするかの如く、一際大きく炎が吼ほえた。

　同時に自みずからを支えきれなくなった家屋の一部がぐしゃりと崩落し、大量の粉ふん塵じんと煤ばい煙えんとそして火の粉を舞い上げる。あまりにも生々しい崩ほう壊かいの様子は、少女の中に在あったある種の均きん衡こうを一気に崩した様だった。

「…………!!」

　声にならない悲鳴を上げながら、少女は火災の現場に背を向けて逃げ出した。

　泣きながら父の名を呼び母の名を呼び――自分の眼の前に在る悪夢の様な状況を『無かった』事にしてくれる大人を捜さがして少女は走り出す。

「……だれか……だれか……！」

　宵よい闇やみの中――轟々と炎上する建物を背に、少女は泣きながら走っていった。



    

  
    
      第一章　日常の残像





　薄うす闇やみの中に緩やかな旋律がこぼれ落ちた。

　少し前の流行歌だ。誰だれもが知っているけれど――ただそれだけの歌謡曲。大量消費されていく現代音楽の中の一曲でしかない。だが、だからこそ、誰もが知りながらもう口ずさむものも殆ほとんど居ないその恋の歌は、か細い音量で、ひどく物悲しく響いていた。

「…………んっ……」

　笹ささ原はら琴こと音ねはベッドの中で身じろぎした。

　携帯電話に設定した目覚ましの音楽。たまたま携帯を機種変更した時に入っていた音楽を、適当にアラームに設定しただけだ。琴音も別にその曲にこだわりがある訳ではなく、変更する理由も無いからと、そのままになっている。

　むくりとベッドの上で上半身を起こす琴音。

　文字通りに条件反射――この時点で琴音はまだきちんと眼めが醒さめていない。何度も何度も繰り返してきたからこそ、耳元で携帯の音楽が鳴れば、とりあえず起きる、という定型ルーテインが出来上がっているだけの事である。

「…………」

　緩んだ表情のまま枕まくらの脇わきに手を伸ばして携帯を掴つかむ。

　これも半ば無意識の動作で二つ折りの携帯を開いてアラームを停止。

　そこでようやく琴音の双そう眸ぼうに意識の光が宿った。

「…………んんっ」

　まるで濡ぬれた子犬の様に身を振るわせて――絡み付く眠気を払う。

　瞬まばたきを二度程してから、彼女は改めて手の中の携帯に視線を落とした。

　やはりデフォルトのままの待ち受け画面。

「そっか……」

　そこには土曜日である事を示す『Ｓａｔ』の文字と、『06：‥30』の数字が描き出されている。いつもの時間だ。月曜日から金曜日まで――学校に行く場合は制服に着替えて紅ぐ蓮れんの住むマンションに彼を迎むかえに行く。土日は土日でどちらか一方の日に私服で紅蓮のマンションに行って、彼の部屋の掃除や溜たまっていた洗濯物を片付ける。

　そんな日々がずっと続いていた。

　ずっと続くと――思っていた。

「別に寝てても……いいんだよね」

　自分自身に言い聞かせる様に呟つぶやいて、指先で携帯を操作する。

　携帯メールの受信ボックス内――『紅ぐ蓮れん』フォルダ。

　その一番上にあるメールは、およそ一ヶか月げつ前の日付になっている。

　内容はごく単純に『今後、土日は出掛けるので掃除や洗濯に来てくれる必要は無い』という旨を告げるものだった。素っ気ない文面は、いかにもぶっきらぼうな彼らしい。

　紅蓮としては、琴こと音ねに無駄足を踏ませない為のメールだったのだろう。

「…………」

　琴音は――ぼんやりとそのメールの文面を眺ながめる。

　あれから何度も内容は確認した。金曜の夜になる度、土曜の朝になる度に読み返した。

　五秒とかからず読める文面を――何度も何度も。

「良い事……だよね」

　まるで言い訳するかの様な口調で琴音は呟く。

　一ヶ月前と言えば、あの紅蓮の婚約者を自称する御み杖つえ代しろ梨り緒おが転校してきた頃だ。

　彼女は今――紅蓮と一緒に住んでいる。恐らく掃除や洗濯も琴音の代わりに彼女がしているのだろう。土日に出掛けるというのも多分……彼女と一緒だ。

　何ど処こに出掛けているのかは知らないが、紅蓮が梨緒と仲良くするのは良い事だろう。少なくとも仲良くしないよりは何倍も。だからこれは琴音にとっても喜んでやるべき事である筈はずだ。琴こと音ねの人生における目的は紅ぐ蓮れんを幸せにする事なのだから。



    

  
    
      



    

  
    
      　視線をベッド脇わきの窓の外に転じる。

　手を伸ばしてカーテンを引くと窓まど硝子がらすには幾つもの水滴が付いていて――その向こう側には曇天らしき灰色が見えた。どうやら朝から雨が降っているらしい。

　重く頭上にのしかかる様な灰色の空。

　ひたすら鬱うつ陶とうしい天気だった。

「…………？」

　琴音は眼めを瞬まばたかせた。

　カーテンの隙すき間まの硝子窓に映る自分の顔が、何ど処こか途方に暮れている様にも見える。

　だがきっと気のせいだ。紅蓮が婚約者と仲が良いのは良い事で――紅蓮が幸せであるならば、自分は、嬉うれしそうに笑っている筈なのだから。

　そんな事を思って、琴音はぎこちなく、虚像の自分自身に笑い掛けて見せた。







　硝子を透とおして滲にじみ入る光が曖あい昧まいな陰いん影えいを描き出している。

　天井近くに並んだ窓から外光が入ってくるのだが――雨雲の向こうから届く陽ひの光は冷たく弱く、更には、小さな窓から入ってくる量は本当にささやかなものだった。この巨大な空間のそこかしこに凝る闇の断片を追い払う事が出来ない程に。

　決して入り組んでいる訳ではない。

　空間としてはかなりの広さが在ある筈なのに――何処か迷宮の中に居るかの様な閉へい塞そく感かんがつきまとう。恐らくは幾つもの物陰があるからだろう。視線が通る様でいて通らない。全すべてを見渡せる様でいて見渡せない。床に描き出される陰影は輪りん郭かくが緩み、なだらかに変遷する光と影の濃淡が、意味不明の斑まだら模様を成して更に不安を煽あおる。

　目の前に在るのは大型の機械である。

　ベルトコンベアや各種作業装置が組み合わさって巨大な獣の骨格の様な、内臓の様な、奇妙な物体を造り上げている。他にも放置されたドラム缶だのポリタンクだのが幾つも転がっていて、壁際には木箱の類たぐいも積み上げられていた。中に何が入っているのかは分からないが、崩れてくればかなり危険だろう。

　見ての通り――此こ処こは廃工場である。

　機械装置は一つも動いていない。既に放棄されて久しいのか、機械類はあちこちに錆さびが浮いている。かつては轟ごう音おんを上げて稼働していたそれらは、最も早はやぴくりとも動かず、まるで骸むくろの様な見苦しい様を晒さらして、静かに、ただそこに在った。

　人間の姿も見渡す限りに見えない。

　そんな中を――

「…………」

　神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんは独り進んでいた。

　手にはグロック21自動拳けん銃じゆうが一挺ちよう。

　以前に渡されたグロック36の大型版――というよりグロック36の方がこのグロック21の切り詰め型だ。型番は違うが、口径は同じである為、弾倉も含め中の部品の何割かは共用が効く。操作感も殆ほとんど同じなので使いやすかろう、と手渡された武器である。

　装弾数は十三。予備の弾倉は二本。本体に装そう填てんしてあるのも含めて総計三十九発の45口径弾が今の紅蓮の武器だった。

「……くそ」

　何をした訳でもない。先程から紅蓮は、ただ拳銃を持って廃工場の中を歩いている――それだけだ。なのに既に彼は疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態に在あった。

　グロック21は全弾装填状態でも一キロ強だが……たったそれだけの重量がひどく重く感じる。呼吸は乱れ、視線は彷徨さまよい、物陰から物陰へと数メートル移動するだけで一苦労だった。

　緊張の余り、普段使わない筋肉を使い、余計な部分をあちこち緊張させながら歩いているせいで、ただ歩いているだけだというのに、疲労が加速度的に蓄積されていくのだ。

　この工場の中には『敵』が居る。

　その事実が紅蓮の上に多大な重圧感となってのしかかってくるのだ。

　紅蓮は叫び出したい気持ちを懸命に堪たえて、可能な限りに足音を殺し、敵の姿を探して歩いているのだった。



　――かつん。



　不意に、何か硬いものが床を打つ音がする。

「――！」

　反射的にそちらを振り返った紅蓮は、慌てて右手の銃もそちらに向け直した。

　振り返る時は銃口と共に。銃口は常に視線と同じ方向を向いていなければならない。そう教えられても咄とつ嗟さの場合には、なかなかそんな真ま似ねは出来ない。

「…………」

　紅蓮の視線の先で小さな銀色の物体が回っていた。

　ネジだ。何ど処こにでもある平凡な――ただのネジ。

（落ち着け……）

　ただネジが落ちただけだ。

（――いや、待て）

　紅ぐ蓮れんはふと眉まゆを顰ひそめる。

　何かの拍子に緩んだネジが機械から抜け落ちる事は在あるだろう。

　だがそれが、今この瞬間である可能性はどれ位あるのか。

　実はそれが人為的な何かの行動の結果である可能性とどちらが大きい？

　紅蓮の想像を裏打ちするかの様に――



　かんっ…………



　もう一度何ど処こかで硬い音が響く。

　そして――



　かんかんかんかんかんかんかんかん！



　素早く続く、小さくも硬い打音。丁度――硬い靴底が床を立て続けに叩たたくかの様な、何者かが走っているかの様な音が連続する。

「――！」

　視界の端はしを何かが過よぎった。

　速い。ただ過ぎったとしか分からない。

　人間の視界そのものはかなり広く、単純に光学情報を捉とらえるだけなら百八十度近い角度を持っているという。だが実際にその眼めが捉えた情報を詳細に分析して意識する事が出来る角度はそれに比して随ずい分ぶんと小さい。

　何かが見える事はあっても、それが何か分かる角度は限られているのだ。

「くっそ……！」

　グロック21を握り直す紅蓮。

　強く握るとレーザー照準器のスイッチが入る。壁際にぽつんと灯ともった赤い照準点は、しかし紅蓮の疲労と動揺を如によ実じつに示して小刻みに揺れていた。

「落ち着け――」

　声に出して自分にそう言い聞かせる。

　拳けん銃じゆうという武器は元々、小銃の弾たまが尽つきた時に使ったり、小銃を堂々と持ち歩く事が出来ない際に携行する武器であって、命中精度や威力はそう高くない。よく狙ねらって――そして相手をよく引きつけて撃たねば、まず当たらない武器だ。

「落ち着け。相手がどんなに化け物じみてようと、銃弾より速く動ける筈はずが無いんだ」

　相手は銃を持っていない。

　ならば攻撃するには必ず紅ぐ蓮れんに接近しなければならない。つまり――相手の間合いに入る前に、狙ねらいを付けて引き金を引く事が出来れば良いのだ。

「……！」

　再び視界の隅を何かが過よぎる。

　今度は先と反対側だ。

「くそっ……嬲なぶってるのか」

　相手は恐らく、既に紅蓮を視界内に捉とらえている。

　その上で敢あえて何度か姿を見せて――それも視界の端はしをかすめる様に――紅蓮を翻ほん弄ろうし、彼の精神を消しよう耗もうさせているのである。相手が銃を持っていれば、紅蓮はとっくに射殺されている事だろう。

「出てこい……！」

　呻うめく様に呟つぶやいて紅蓮は銃口を右に左にと振り向ける。レーザー照準器の赤い点が壁を、機械の上を飛び回るが――それが敵を捉える事は無かった。

　それどころか……次に、かつん、と音がしたのは。

「――！」

　紅蓮の背後。

　愕がく然ぜんとして振り返る紅蓮は――しかしそこに、機械から抜いてきたらしい部品が一つ転がっているのを見ただけだった。

　まずい。そう理解した瞬間に紅蓮は再度振り返る。

「ちっ……！」

　そこには――既に敵の姿が在あった。

　逆光気味で黒々としたその輪りん郭かくがはっきりと紅蓮の網膜に刻み込まれる。詳細は分からないが、牙きばの様に鋭い一線が、紅蓮目掛けて振り下ろされようとしていた、まさにその瞬間であった。

　紅蓮は咄とつ嗟さに引き金に指を掛けて――



　――「好きなの。付き合って、ください」



　それは……本当に何の脈絡も無い記憶の噴出に過ぎなかった。

　しかし紅蓮の意識の奥底に刻まれた『傷』が瞬間的に疼うずく。

「――！」

　引き金に掛けた指が動かない。

　躊ちゆう躇ちよは一瞬。だがそれが致命的だった。次の瞬間――振り下ろされた凶器は、紅蓮の頭を捉え、額から胸元まで、容赦なく深しん紅くの一線を刻んでいたからだ。

「ぐあっ――」

　痛みよりも衝撃で転倒し呻うめく紅ぐ蓮れん。

　そして――

『そこまで』

　頭上から電気的に増幅された声が降ってきた。

　廃工場内に設置されていた照明器具が全すべて点灯し、薄暗い空間は一気に陽ひの下の様な明るさになった。漂ただよっていた黄昏たそがれじみた空気も一瞬にして払ふつ拭しよくされ、紅蓮は自分の周りに日常の空気が戻ってきた事を感じる。

「……大丈夫ですか」

　差し伸べられる手。

　それは、今、紅蓮に向けて攻撃をしかけてきた『敵』――その本人のものだ。

　黒い、身体の線がそのまま浮き出る様な戦闘防護服に身を包み、手には大振りのナイフを握っている。もっともこのナイフは訓練用のもので硬質ゴムで作られた代物だ。勿もち論ろん、刃は無く、代わりに細い溝が付けられていて、そこにチョークを擦りつけてやると、相手を『斬きった』時にその斬撃通りの徴しるしが描き混こまれる事になる。

　紅蓮の額から鼻はな筋すじを横切って胸に届く一線は、つまり、『不合格』の烙印である。彼は拳けん銃じゆうで武装していながら、ただ一本の刃物を持っただけの相手に『殺された』事になる。



    

  
    
      



    

  
    
      「大丈夫だ」

　差し出された手を掴つかまず、自分で起き上がりながら紅ぐ蓮れんは言った。

　彼の前に立っているその『敵』役は――少女だった。

　綺き麗れいな顔立ちをしている。未まだ十代の筈はずだが『可愛かわいい』というより『綺麗』と評する者の方が多かろう。切れ長の双そう眸ぼう、尖とがった顎あごの細面、後頭部で束ねた長い黒髪……全体的に鋭く刃物の様な印象を漂ただよわせている少女であった。

　御み杖つえ代しろ梨り緒お――それが彼女の名前である。

「――紅蓮」

　にこりともせず梨緒はそう声を掛けてきた。

　目め許もとを保護する強化樹じゆ脂し製せいの透明なゴーグルを額に上げながら、彼女は続けた。

「一瞬、引き金を引くのを躊躇ためらいましたね」

「それは…………」

　紅蓮は言葉に詰まった。

　梨緒の武器がゴム製であるのと同じく、グロック21の中に入っているのも当然に実弾ではない。弾頭はやはりゴム製、火薬量もぎりぎりまで減らした訓練用の弾薬である。

「お……驚いたからな」

「躊ちゆう躇ちよしたのではないですか？」

　梨緒はわずかに眼めを細めて言った。

「人の形をしたものに、銃を向けて撃つ、という行こう為いを」

　図星だった。

　人間の形をした相手に銃を向けて引き金を引く。

　簡単な様でいて――実はひどく難しい。特に銃の破壊力や人間の死というものを実感として知っている人間は、ほんのわずかな指先の動きが何をもたらすのかをよく理解している。元々それは銃器を扱う上での心得としては――安全管理としては望ましい事だが、いざ、戦闘となると、それが致命的な躊躇を生む事が在ある。

　まして……紅蓮の初めての実戦は同級生が相手だった。

　最後は人間ではなくなっていたとはいえ、自分に好意を告げてくれた女の子だった。

　杉すぎ崎さき由ゆ奈な。

　彼女を――紅蓮は殺した。

　覚悟をした上での行為だった筈だ。しかし彼女を殺したという事実は紅蓮の中に消えぬ傷となって残り、戦闘行動中、発作の様に浮かび上がって彼の足を引っ張る。

「切り替えてください」

　至極簡単な助言をするかの様に淡々と梨緒は言ってきた。

「そうしなければ死にます」

「……そう……なんだろうけどな」

　唸うなる様な低い声で紅ぐ蓮れんは言った。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよが命取り――本当にその通りだろう。ゴムとはいえ梨り緒おの振るったナイフが額を打った痛みは、はっきりと残っている。紅蓮の顔にも傷口の様に紅あかいチョークの跡がくっきりと描き込まれている。これらが梨緒の言葉の正しさを裏打ちしていた。

　強くなろうと決めた。そうならなければいけないと思った。

　だからこそ、わざわざ自分から頼み込んで、土日はミカヅチの施設で戦闘訓練を受けるようにしていた。平日でも筋トレは欠かさず、同居する梨緒から格闘技や銃器の扱いの手ほどきを毎日の様に受けている。

　だがそれでも……それだけでは心の強さを得る事が出来ない。

「……難しいな」

「いつかは慣れます」

　慚ざん愧きの念を押し殺して呟つぶやく紅蓮を見下ろしながら――梨緒は静かにそう告げてきた。







　ミカヅチ――〈御み火か槌づち〉。

　現日本政府よりも遙はるかな以前、千年の昔から存在を続けるこの組織の名を知る者は決して多くない。その性質上、この武力集団は存在を厳重に秘ひ匿とくされ続け、通常の権力構造とは完全独立した形で運営され続けて来たからだ。

　軍隊でも警察でもない第三の戦闘組織。

　いや――あくまで戦闘という行こう為いが対等な人間を相手に行うものであるとすれば、ミカヅチは戦闘組織ではない。かれらの戦いには政治も宗教も経済も関係が無い。むしろ彼等が相手にするのはそうした背景からは遠く離れた存在――言うなれば台風や洪水の如き自然災害にも近く、故ゆえにこそ、ミカヅチは『争う』のではなくただ『鎮める』為の組織と言う事も出来た。

　ミカヅチは平たく言えば『鬼おに猟かり人びと』集団の末まつ裔えいである。

　人間に取とり憑つき怪物に変化させてしまう精神寄生体『宿鬼』――ヤドリギの殲せん滅めつを至上のものとして活動している。ヤドリギの憑ひよう依いに法則性は特に無く、いつ、誰だれが、ヤドリギに憑依されて怪物化するか分からない。ただヤドリギは人口の集中する都市部、それも首都に集中して現れるとされており、それ故に、ミカヅチもまた関東圏と関西圏の二箇所を中心に展開し、活動し続けている。

　古来より連綿と受け継がれてきた呪じゆ術じゆつに加え、最新の軍事・警察用装備を用いて闇に潜む怪物を狩るこの組織は、その性質故に、内部には独特の空気が在ある。新旧入り混じるその雰囲気は、普通の現代社会に暮らした者にとって、馴な染じむのに時間が掛かるものだった。

　例えば――

「――お前さんは、とりあえずマインドセットのレベルから叩たたき直しだな」

　訓練の終了後……一人の男が紅ぐ蓮れんにそう告げてきた。

　年齢不詳。若者という年齢ではないのだろうが、年とし老おいた雰囲気も無い。中年男性といえば一番間違いがないのだろうが――全身に漲みなぎる獣じみた精気は、この男を年齢不詳に見せていた。細身で、しかも黒髪を長めに伸ばしているのだが、女性めいた雰囲気は無く、むしろ婆ば娑さ羅らというか、骨太で野放図な印象が強い。

　迫さこ水みず純じゆん一いち……ミカズチの物理戦闘部隊〈破は組ぐみ〉の長だ。

　元々は自衛官、そして民間軍事会社の職員――つまりは傭よう兵へいという経歴の持ち主で、最新の軍隊戦闘術を取り入れる為に、ミカヅチの外部からスカウトされてきた人物である。つまりは最前線指揮官であると同時に、教導隊の隊長、つまりは〈破組〉兵士の教育係という側面も彼は備えている。

「マインドセット？」

「一瞬、撃つのを躊躇ためらっただろう？」

　鸚おう鵡む返しに問う紅蓮に、眼めを細めて迫水は言った。

　どうやら現場に居た梨り緒おだけでなく、訓練場の奥で、モニター越しに見ていたこの男にも、紅蓮の動揺は気取られていたらしい。

　現在……紅蓮、迫水、そして梨緒は、訓練場に隣接する食堂にて簡単な打ち合わせブリーフイングをしている。専用の会議室も在あるには在るが、訓練時間が限られる紅蓮は、どうしてもこうした場所で水分補給だの栄養補給だのをしつつ、迫水と打ち合わせをせざるを得ないのだ。

　普通、こういう現場では、もっと無む味み乾かん燥そうとした食事風景になるのではないかと――軍用レーションの様なものが出てきて、これをかっ込むだけなのかと思っていた紅蓮だが、意外にも、食事はまともなものが出てくる。

　何しろ膳ぜんには白飯や味み噌そ汁しるまで付いてくるのだ。主菜は焼き魚で、大根おろし付き。

　この辺りが何だか妙に時代錯誤な印象が強い。

　もっとも迫水や梨緒に言わせると、食事も実は訓練の内であるとか。呪じゆ術じゆつ的には一定の要素を一定のペースで摂取するのが重要という理由で、食事の内容も意味のあるものであるらしい。イモリの黒焼きでも入っているのかとおっかなびっくり食べていた紅蓮だが、とりあえず出されたものは和風に偏っているが、奇妙な内容では無かった。

　ちなみに――この食堂には他にも十数名の隊員達たちの姿が見える。

　隣接する訓練施設は先程の工場だけでなく、他にも数種類存在し、それぞれの場所で、兵士達が同時に訓練を続けている。全体として食堂の中では雑然とした空気が漂ただよっており、学校の類たぐいとは異なる、いかにも仕事の『現場』らしい生々しさがそこには在った。

「別に珍めずらしいこっちゃねえ」

　迫さこ水みずは自分も片手で味み噌そ汁しるを啜すすりながら言った。

　この食堂に居る人間は全員、黒い戦闘服を着たまま、拳けん銃じゆうやナイフといった装備も腰に提げたまなので、風景として見れば、かなりちぐはぐな組み合わせに見える。忍者が黒装束のまま、茶ちや碗わんと箸はしを持って普通に飯を食っている様な――そんな雰囲気である。

「人間の形に向けて引き金を引くのを躊躇ためらう奴やつは多い。素人しろうとは先まず、最初に徹底して、暴発の危険性を叩たたき込まれるからな。引き金に指を掛ける事そのものに気後れしちまう訳だ。特に実際に撃たれた傷口だの何だのを見ていると、尚なお更さらだ。しかし、躊ちゆう躇ちよしてたら闘たたかってられん。だから、切り替えなきゃなんねえ」

　この辺りは梨り緒おも言っていた理屈だ。

　だが――

「それは、分かる――分かります、けど」

　一応は教わっている立場、しかも明らかに歳とし上うえ、という事もあって紅ぐ蓮れんは敬語に切り替える。単なる形だけの礼儀だけではなく、そうせざるを得ない様な――敬意を払わざるを得ない様な何かが、この男の全身には漂ただよっていた。

　少なくとも机上の空論や本の中の知識を得意げに語っているだけでないのは、何となく分かる。この男が口にしているのは、もっと身も蓋ふたも無い単なる事実――彼自身が死の危険を払い続けて得てきた極めて貴重な経験なのだ。

「今回の訓練は、その為のもんだ」

「――え？」

　てっきり、紅蓮は室内戦闘の訓練、というだけかと思っていたのだが。

「確認する意味合いが強かった。お前さんが人間の、しかも、少女の形をしたものに向けて引き金を引けるかどうかってのをな」

　どうやら最初から全すべてお見通しだったという事か。

「だからこそ、梨緒には銃を持たせず、一対一で戦わせた」

「あ…………」

　一対一、なおかつ相手は刃物のみ、というのは単に対ヤドリギ戦を想定したものだ、位は紅蓮にも想像がついた。だが相手が梨緒だったという事にも理由が在あったらしい。

「人間としちゃ、別に恥はずべきこっちゃないがな。兵隊としちゃ、ちと問題だ」

　迫水は言った。

「警察の射撃訓練は、ある意味、もっと過酷だぜ。相手が武器を持ってるかどうか、瞬間的に判断して切り替えにゃならん」

　敵か味方か。脅きよう威いか脅威でないか。

　その判断を一瞬でこなさねば致命的な反撃を喰くらう。

「神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん」

「――え？　はい」

　改めてフルネームを呼ばれて紅蓮は姿勢を正す。

「今、俺おれはお前の敵だ。理解しろ」

「え？　あ、はい」

「ほれ」

　そう言って迫さこ水みずは白飯の入った茶ちや碗わんをひょいと紅蓮の方に放ほうった。

「――!?」

　投げ付ける様な激しさではない。

　本当にひょいと投げて寄よ越こす様な――速度と軌道。

　だから紅蓮は反射的にこれを受け止めていた。水の入ったコップがこぼれかけているのを見れば、誰だれだって手を伸ばそうとする。それと同じ心理で。

　しかし――

「お前は今、死んだ」

　両手で茶碗を受け止めた紅蓮の鼻先に、迫水の持った箸はしの先が突き付けられていた。

　迫水が先に『敵宣言』していた以上、何らかの攻撃が来るというのは分かっていた。更に言えば茶碗を受け止めたその瞬間ですら、紅蓮は、決して油断していた訳ではない。

　しかし対応が遅れた。ほんの一瞬。茶碗を受け止めてしまった事で。あるいはそれを投げ出すかどうか逡しゆん巡じゆんした事で――

「ちょ……今のは」

「卑怯だってか？」

　口くちの端はに笑みを浮かべて迫水は言った。

　この男――ただ笑うだけなのに、まるで猛獣が歯を剥むいている様な凄すご味みが在ある。

「食い物は大事にしろって、普通の家じゃ教わるわな」

　と迫水は箸を引っ込めながら言った。

「いや。誰だって、普通の教育受けりゃ、反射的に中身がこぼれかかっている食器には手を出してささえようとする。当たり前だ。そういう風に訓練されてきた」

「訓練……」

「赤ん坊はしねえよ、そんな事」

　あっさり迫水は言った。

「俺達たちはそんな風にマインドセットされちまってるんだよ。日常生活の中で繰り返し、な。だから、いざ敵と向き合った時にすら、そういうのがつい顔を出して足を引っ張る」

「それは――でも」

「これが未まだ、白飯入った茶碗だから何とかなりそうに思えるけどな」

　迫さこ水みずは眼めを細めて言った。

「赤ん坊だったらどうなる？」

「――え？」

「以前、実際に在あった話さ。重要人物を警護しているセキュリティ・サービスの連中に、暗殺者が近付いてな。胸に抱いていた赤ん坊をひょいと放ほうり投げてきた」

「……！」

　現場を想像して紅ぐ蓮れんは眉まゆを顰ひそめた。

　自分なら――どうする？

「誰だれだって反射的に受け止める。実際、受け止められる速度と重さだ。だがその瞬間、そいつの両手は封じられる。それどころか横や後ろに跳ぶ事も出来なくなる。つまり、同どう僚りようとの連携も途切れる」

　それは、その通りかもしれない。

「その間にセキュリティ・サービスの連中は全員、射殺された。要するにそういうこった。マインドセットっつーよりは、先に施ほどこされたマインドセットを、どれだけ自由に解除出来るかってのが、重要なんだよ」

「投げられた赤ん坊を見て見ぬふりをしろってのか？」

「違う。自分の行動を常に判断出来るだけの中立的な感覚を身に付けろと言ってるんだ。反射的な行動は敵につけ込まれる。俺おれ達たちは社会生活の中で『他人を傷つけない』事をくどい位に擦り込まれて育つ訳だが、その一方で、俺達の様な立場の人間は、他人を傷つける事で飯を食い、そして生き延びる。切り替えが出来なきゃならんのだが、反射行動の場合はこれが難しい。だから、既に擦り込まれたのと同じ位に、『他人を傷つける』行動を身体に擦り込む。そうやって、『どっちも常に選択可能』にしておけって話だ」

　迫水は言った。

「例えば――先の話だと、赤ん坊は、そのまま手を出さなくても多分、死なない。怪け我がはするかもしれんけどな。だが、暗殺者を倒さなければ間違い無く自分も赤ん坊も死ぬ。当たり前だ。暗殺者が至近距離で赤ん坊だけ避さけて銃を撃ってくれる筈はずねえもんな？」

　これも道理――その通りだ。

「よくよく考えれば誰だって分かる理屈だ。だが、赤ん坊を投げられれば反射的に受け止めようとする。誰だってな。ここにつけ込まれる。それだけの話だ」

　紅蓮から茶ちや碗わんを取り返すと、迫水は何事も無かったかの様にその白飯を食べ始めた。

「はっきり言うがな、神かん薙なぎ紅蓮。いざ修しゆ羅ら奇き兵へい態になったお前は、普通の人間の何倍もの力を発揮出来る。それこそ、一対一じゃ俺だって勝てねぇ。戦闘技術は俺の方が上だが戦闘能力がそもそも桁けた違ちがいだからな。だからこそ、射撃の命中精度だ、何だってのは後回しでいい。お前はまず、自分を御する事から覚えにゃならん」

　必要な時に引き金を引けるように。

　撃つべき時に撃てるように。

　殺すべき時に殺せるように。

　殺意を――制御する。

　必要な時にいつでも抜き放てる様に殺意を常に懐ふところに備える。だがそれに振り回されないように普段は仕し舞まっておく。それが『切り替え』なのだと迫さこ水みずは言った。

「…………」

　紅ぐ蓮れんは無言で食事を続けた。

　迫水の言う事は分かる。

　だが――それを素直に受け入れ難いと紅蓮は感じていた。

　迫水達たちの言う事が真実であるのは分かるが、それはあくまで『殺す』側の論理だ。

　紅蓮はただ守りたいだけだ。琴こと音ねを。あるいは自分の周りの日常を。その為にありとあらゆる暴虐をはね除のけられる力が欲しいだけなのだ。何かを消し去る為の力ではない。

　そんな事を紅蓮が考えていると……

「――？」

　ふと空気が変わった。

　ざわめきが食堂を覆い尽つくす。いや――正しくはざわめきはすぐに消えて、その後は凍こおり付いたかの様な静寂が満たしていく。だがそれは『虚きよ無む』がもたらす静けさではなく、緊張がもたらす『停止』の静けさだった。

　誰だれもが息を潜め――そしてある一点を見つめている。

「――おや」

　硬い静寂に亀き裂れつを入れたのは迫水だった。

　彼は茶ちや碗わんと箸はしを置いて薄い笑みを浮かべる。

「珍めずらしいですな、貴女あなたがこんなむさ苦しい場所に来るとは」

「そうですか？」

　首を傾かしげて応じるのは、食堂の入り口に立っている一人の女だった。

　若い。恐らくは二十代、それも半ばだろう。あるいは和服を着ている為に若干、年齢が上がって見えているだけで……実際には二十歳過ぎ位なのかもしれない。

　綺き麗れいな女性だ。

　髪は女性としてはやや短めに整えられている。全体的にしっとりと落ち着いた雰囲気で、浮ついた所が欠片かけらも無い。その一方で地味には見えないのは――むしろ艶あでやかにさえ見えるのは、何ど処こか潤んだ様な大きい双そう眸ぼうと――髪に付けた花の様な、蝶ちようの様な、飾りの為かもしれない。

　例えば梨り緒おも美人という意味では美人だが、彼女には、梨緒の様な、他を拒む様な鋭さや冷たさが無いのだ。むしろ見る者を引き込む様な、蠱こ惑わく的てきな何かがこの女性には在あった。

「ああ、皆さん、そのままで。気にせず食事を続けてください」

　食事をする手を止めて立ち上がろうとした――恐らくはそれだけ敬意を払うべき重要人物という事だろう――他の兵士達たちにそう告げると、女は鷹おう揚ように微笑ほほえんで見せた。

「……誰だれだ？」

　紅ぐ蓮れんは眉まゆを顰ひそめて梨り緒おに尋たずねる。

「…………」

　梨緒は――答えない。

　それどころか何か様子がおかしい。常つね日ひ頃ごろから表情に乏とぼしく態度が硬い彼女だが、今はむしろ、普段が可愛かわいらしく見える位に尖とがった空気を身に纏まとっていた。

（なんだ……？）

「御み杖つえ代しろ雪ゆき緒おさんだ」

　黙り込む梨緒の代わりに迫さこ水みずが言った。

「御杖代家の代表、うちの組織の中じゃトップクラスのお偉いさんだな」

「…………御杖代の」

　ミカヅチを支配する六つの家柄の一つ――呪じゆ術じゆつに秀ひいでた家系の名だ。

　改めてその女性――雪緒の方を振り返ると、微笑する彼女と眼めが合った。



    

  
    
      



    

  
    
      「こんにちは。御み杖つえ代しろ雪ゆき緒おです」

「あ――こ、こんにちは」

　と紅ぐ蓮れんはとりあえずそう応じる。

「父が現在、病やまいに臥ふせっておりますので、私が御杖代の家長代理を務めております」

　静かな口調で彼女はそう説明する。

「本日窺うかがったのは、神かん薙なぎ紅蓮、貴方あなたと直接お会いしたかったからです」

「俺おれと……？」

「午後からは修しゆ羅ら奇き兵へい態での戦闘訓練も行われるとか。資料は提供していただけると聞いていますが、現場で実際に自分の眼めで見たかったものですから」

「…………」

　紅蓮は表情が引ひき攣つるのを感じた。

　つまり……『会う』という言葉を使ってはいるが、雪緒が望んだのは紅蓮という一個人との『会見』ではなく、修羅奇兵という実験体への『観察』の方という事だ。

「十六夜いざよいの人達たちの様な、無む茶ちやをする積もりはありませんよ」

　と――紅蓮の内心を見透かす様に雪緒は言った。

「それならもっと大勢で来ます。私としては実際に貴方が修羅奇兵になる過程や、修羅奇兵状態における身体機能を数字ではなくこの目で、実感として、把握したかっただけです。その程度は許して貰もらえませんか？」

「それは……」

　確かに修羅奇兵研究への協力を交換条件として、紅蓮は幾つかの便宜をミカヅチ側にはからせている。単に不愉快だからという理由で、ただ様子を見に来た程度のこの女性を拒むのは筋すじが通らないだろう。

「それと――もう一つ」

　雪緒はふと視線を紅蓮からその隣となりへと滑すべらせながら言った。

「妹の顔を見に」

　雪緒が微笑ほほえみながらそう言った――瞬間。

「…………」

　がたん、と椅い子すをならして梨り緒おが立ち上がると、自分の食事の盆ぼんを持って立ち去った。

　紅蓮が止める間も無くだ。振り返りもせずに彼女は盆を返却口に返すと、そのまま食堂から立ち去っていった。

　あまりにも躊ちゆう躇ちよ無く素早い。雪緒の言葉が癇かんに障ったと言うより……恐らく彼女がこの食堂に姿を現した時点で、逃げ出す機を窺っていたのだろう。

「なんだ……あいつ？」

　紅蓮としてはただ驚いてそう呟つぶやくしかない。

　だが迫さこ水みずも雪ゆき緒おもこれは予想出来た事であるらしく、共に驚いた様子は無い。ただ雪緒は立ち去る梨り緒おの背中を数秒、眼めで追ってから――微苦笑を浮かべて言った。

「あの子は私が……苦手なんですよ」

「苦手って――」

「あるいは憎んでいるのかも」

　さらりとした口調でそんな事を言う雪緒。

「実の姉妹……なんですよね」

　雰囲気はまるで似ていないが……顔立ちという意味では梨緒と雪緒の間には共通点が幾つかある様に思える。怜れい悧りな整い方は御み杖つえ代しろの『血』なのかもしれない。

「ええ。実の姉妹です。実の姉妹だから――でしょうね」

　首を傾かしげて雪緒は言った。

　血の繋つながり。

　それを『絆きずな』と見るか『呪のろい』ととるかは人それぞれだろう。切っても切れぬそのしがらみは、時に人を救い、時に人を縛る。無論――まともな家族関係等ついぞ知らない紅ぐ蓮れんにとっては、『絆』としての血の繋がりなど、ただ想像する事しか出来ないのだが。

　ただ――彼が最もよく知る姉妹、琴こと音ねとその妹・鈴すず音ねの関係を思えば、あまりに梨緒と雪緒の間に横たわる空気はぎこちなく、何ど処こか冷え冷えとしていた。

（――あるいはミカヅチ関係者ってのは皆、どっかおかしいのか）

　神かん薙なぎ家けがそうだったように。

「ではまた後で」

　雪緒はそう挨あい拶さつすると、そのまま梨緒の後を追う様にして食堂を出て行った。

　ゆっくりと――緊張に凍こおっていた空気が溶けて、緩やかな食事時のざわめきが戻ってくる。そんな中で、紅蓮は、ただただ去っていく雪緒の後ろ姿を見つめていた。







　朝から変わらず雨は降り続いていた。

　特に行くあても無いままに家を出たのは、家にいれば両親か妹に『今日は紅蓮の所に行かないのか？』と尋たずねられるのではないか、と思ったからだ。

　実を言えばこの一ヶか月げつ……琴音は以前と変わらず土曜の朝に家を出ている。恐らく家族は、琴音が相変わらず紅蓮の所に通っているのだと思っている事だろう。辞職を家族に言い出せず、毎日スーツを来たまま公園に『出勤』するサラリーマンの心境はこんなものなのかもしれない――そんな風に琴音は思った。

「…………」

　思わず溜ため息が出る。

　彼女の目の前に在あるのは紅ぐ蓮れんの住むマンションであった。下から見上げても彼の部屋に電気が点ついていないのが分かる。やはり留守なのだろう。ついつい来てしまったが、やはり無駄足だった様だ。

　琴こと音ねは雨の中を再び歩き出した。

　さてこれからどうしたものか。

　家に帰るという選択肢は先まず最初に消した。

「……図書館かな」

　琴音が思いつくのはその程度だった。

　正確には区民センターの図書室である。ここから近いし、時間も潰つぶせる、更に去年、区民センターは改装工事をして空調やら何やらを新しくした為、かなり快適である筈はずだ。適当に眼めについた本を読むだけでも、このじめじめした空気の中を、行くあてもなくうろつくよりは何倍も有意義だろう。

　しかし……

「…………」

　何なのだろうか。この気持ちは。

　あの日の罪つみ滅ほろぼしの為ならば何でもすると決めた。

　紅蓮に一度『抱かせろと言われれば身体を許すのか』と問われて驚いた事も在るが――その時、『紅蓮がそれで幸せになれるなら』と答えたのは、本心だった。

　自分は紅蓮から両親を奪った。故意ではないにしても、自分が原因なのは間違い無いのだ。だからこそ自分は紅蓮の為ならば、何でもしなければならない。

　そう思った。そう決めたのだ。

　だから……紅蓮が梨り緒おと仲良くして幸せであるならば、本当に、それは琴音の目的にも近付いたという事で喜ばしい筈なのだが。

　どうにも憂ゆう鬱うつというか……妙に物悲しくて、他に何もする気が起きない。

　区民センターに向かって歩いて行くのも、殆ほとんど無意識の惰性任せだった。

　そして――

「――笹ささ原はらさん？」

　ふと声が掛かったのは区民センターの前に琴音が辿たどり着いた、その時である。

　顔を上げるとそこには――区民センターの入り口には一人の少年が立っていた。

　繊細な印象の容よう姿しだ。

　女性的というか中性的というか……骨太さや汗臭さが無い。ある意味でテレビの向こう側の芸能人を見ているかの様で、容姿が整いすぎていて、むしろ現実味に乏とぼしい様にすら見える。何か『美少年』という概念をそのまま実体化させてそこに置いただけの様な――余計な部分を全すべて削そぎ落おとしてしまった理想像の様な、そんな印象だった。

　太た刀ち花ばな明あか月つき……名前もまた浮世離れしている。

　琴こと音ねと紅ぐ蓮れんの通う学校の、生徒会書記だ。

「太刀花先輩……」

「よく会うね。というか――単に、お互いよく使う道が同じなのかな？」

　朗ほがらかに笑いながら、そんな事を明月は言ってきた。

　確かに以前も紅蓮の家に出向いて留守だった際、帰る道で琴音は明月と出会っている。

「今日も僕は趣味の時間なのだけどね」

　と明月は片手に提げたビニール袋を示してみせる。

　スコップに、軍手と、何やら園芸用品が入っている様だが――

「えっと……あ。盆ぼん栽さいの」

「うん。カルチャースクール」

　と楽しげに言う明月。つくづく年寄り臭いというか、若者っぽくない少年である。

　区民センター開催のカルチャースクールなど、それこそ、普通の中高生は見向きもすまい。明月に一般的な若者の価値観を当てはめるのには無理が在あるのかもしれないが。

「笹ささ原はらさんは何か此こ処こに用が？」

「あ……いえ。特には……何となく寄ってみただけで」

「そうなの？」

　と首を傾かしげる明月。

　だがそれ以上は彼も琴音の事情を追求しては来なかった。

　代わりに――

「ふむ。これも偶然とはいえ、何かの縁だね」

　何やら勝手に納得した様子で頷うなずいている明月。

「もし時間が在るなら、御茶でもしないか？」

　と彼が示すのは、区民センター一階奥に設けられた喫茶店である。殊更ことさらに店舗というものが在る訳ではなく、広めのホールに飲み物や簡単なデザート、食事を販売する一郭が設けられているだけの事である。席もホールの片隅に数基、テーブルと椅い子すが置かれている程度のものだ。

「あ……えと」

　断る理由は無い。

　だが――何か妙に引っかかる気持ちが在るのも確かだった。

　一つには元々、明月は琴音に対して男女交際を申し込んできた、という経けい緯いがある。

　これは『紅蓮が幸せになるまでは、自分の男女交際を考える余裕は無い』と琴音が断った訳だが……明月は特にめげた様子も無く、『では神かん薙なぎ紅蓮が幸せになるのを手伝う』と宣言する始末で。ある種の厚顔無恥とも言えるその態度からすれば、このまま、なし崩し的に既成事実を積み重ねる事を狙ねらっているのかもしれない。だとしたら琴こと音ねとしてもあまり彼とデートじみた、二人だけの時間というのを持つべきではないだろう。

　そして――もう一つ。

　こちらの方が実は理由としては大きい。

　前回……植うえ木き市いちからの帰りの事。一緒に入った甘味屋での記憶が少し曖あい昧まいなのだ。何か余計な事を喋しやべった様な気がするのだが、細かい事を覚えていない。

「時間が無いなら無む理り強じいはしないけれど」

「あ……いえ」

　勿もち論ろん――時間なら在ある。持て余している位だ。

「大丈夫、です」

　普通の喫茶店ならともかく、区民センターの一階ホールの喫茶店で、デートという雰囲気でもなかろう。

「そうか。ありがとう」

　にっこり笑って明あか月つきは喫茶店に向けて歩き出す。

　琴音も何となくその少し後ろをついて歩く事になった。

　紅ぐ蓮れんと一緒に歩いている時と似た位置関係だ。琴音は毎朝、二人だけで登校していた頃の事を想おもい出す。つい先日の事である筈はずなのに、何な故ぜか妙に旧ふるい記憶の様な気がした。

「そういえば前回は神かん薙なぎ君の家に行って、彼が居なかったって話だったけど。ひょっとして今回も同じかな？」

「…………はい」

　琴音の気持ちに追い打ちをかけるかの様に、明月がそんな事を尋たずねてくる。

　彼にしてみれば別に悪意など無いのだろうが――

「例の婚約者の子とお出かけかな？」

「多分そうだと思います」

「神薙君はじゃあ、上う手まく行ってるのかな、婚約者と」

「ええ……多分」

「じゃあどうして」

　明月はふと立ち止まって琴音を振り返ってくる。

「君はそんなに暗い顔をしてるのかな」

「――え？」

　思わず琴音は立ち止まるのが遅れた。

　すぐ側そばで――五十センチと離れていない距離から、明月の双そう眸ぼうが琴音を見下ろしている。

　静かで透明な視線である。まるで空気の様に、水の様に、自然と隙すき間まから入り込んでくるかの様な。

「く、暗い顔、してます？」

「僕にはそう見えたけど」

「…………」

　琴こと音ねは言葉に詰まる。あるいは明あか月つきがわざわざ御茶に誘ってきたのは……自分が暗い顔をしていたせいもあるのだろうか。

「神かん薙なぎ君が幸せなのは良い事なんだろう？」

　再び前を向いて歩き出しながら明月は言う。

「……それは、はい」

　琴音は頷うなずいた。頷くしかなかった。

　ずっと――そう主張してきたからだ。

　他人にも。自分にも。

　しかし……何かこの期に及んで違和感が在ある。不安の様な。焦しよう燥そうの様な。何かが失われるかの様な――達成感とは真逆の何かが、意識の片隅に在って拭ぬぐい去れない。

　琴音と明月は一番端はしの、大きな硝子がらす窓まど――というより壁といった方が良いだろう――の側そばに置かれたテーブルについた。やってきた店員が、注文をとって、厨ちゆう房ぼうスペースの方へと戻っていくのを見送り――

「ところで」

　明月はあくまでも静かな口調で言った。

　軽くはないが決して重くもない。何気ない体験談を語るかの様な、それは話し方だった。

「笹ささ原はらさん。君は将来の目標って在るかい？」

「……え？」

「夢とか。希望とか。なりたい職業、叶かなえたい夢、達成したい偉業、趣味でも何でも良いけれども――そんなのは、何か、在るかい？」

「…………」

　胸を突かれたかの様だった。

　答えられない。咄とつ嗟さに出てきたのは、紅ぐ蓮れんの顔だけで――

「無論、神薙君を幸せにする、というもの以外でね」

　しかしすかさずそれを封じるかの様に明月はそう言ってきた。

「以外で、ですか」

「そうだよ」

　はっきりと明月は断じた。

「それは、君の人生の、目標じゃない」

「で……でも」

　自分の人生は紅ぐ蓮れんに対する罪つみの償つぐないに費やされるべきで。

　それ以外の目的や目標など――

「ふむ……気を悪くしないで欲しいんだが」

　動揺し躊ちゆう躇ちよする琴こと音ねを見て……首を傾かしげながら明あか月つきは言った。

「君は少し、神かん薙なぎ君離れをするべきじゃないかな？」







　訓練施設とマンションの間の往復には車を使う。

　勿もち論ろん――未まだ十八未満の紅蓮も梨り緒おも、四輪自動車の運転免めん許きよ証は持てない。故ゆえに余計な揉もめ事ごとを避さける為、自分達たちで運転するのではなく送ってもらう形になる。

「どんな感じや。訓練の方は？」

　そう尋たずねてくるのは――運転席でハンドルを握る一人の中年男だった。

　逆さか木き慎しん一いち郎ろう。

　中途半端な長さの髪と、無ぶ精しよう髭ひげと、そして何よりも大きめの顔を横切るサングラスがこの男の印象を決定付けている。迫さこ水みずなどは『歩く胡う乱ろん』などと呼んでいる様だが、実際、胡う散さん臭くさいことこの上無い容よう姿しをしていた。顔立ちだけでもこれなのに、衣装と言えばカンフーシャツの上に白い革のジャケットやらを着ている為、麻薬密売人じみた無国籍風の印象が強くなっている。

　これで情報収集を専門とする部署――〈索さく組ぐみ〉の人間なのだ。一般人なら逆木に声を掛けられれば警戒して口を閉ざしかねないと紅蓮は思うのだが、その辺りはむしろ何か彼等独特の技術でも在あるのかもしれなかった。

「どんな感じと言われても」

　紅蓮は仏頂面でそう応じた。

　正直言って全身が疲労感に覆われていて、喋しやべるのも億おつ劫くうなのである。午後からは修しゆ羅ら奇き兵へい態になっての戦闘訓練を行ったが、実際に修羅奇兵に変身して動き回ると、変身を解いた時に反動がやたらと来る。人間に数倍する力を行使できる様になる、その代償なのだろう。食欲も半端ではなく、訓練施設で紅蓮は他の兵士達の三倍もの分量を胃に収めていた。元々兵士達はよく食べる事を思えば、普通の人間の五倍近い。

「疲れた。それだけだ」

「単に喰くい過ぎなんとちゃうのか？」

　低く喉のどの奥で笑いながら逆木はそんな事を言う。

「まあええわ。御み杖つえ代しろの『天てん女によ』も納得して帰ったみたいやし、とりあえずは順調やね」

「御杖代の――天女？」

「ああ。会うたやろ？　御み杖つえ代しろ家けの家長代理。御杖代雪ゆき緒お。ミカヅチの歴史の中でも屈くつ指しの呪じゆ術じゆつ士しや。使い手としても研究者としても並やない」

「…………」

　助手席に座っている梨り緒おがどんな顔をしているのか、後部座席の紅ぐ蓮れんからは見えない。

　だが少なくとも笑っているのではない事だけは間違い無かった。

（御杖代……雪緒）

　紅蓮は脳裏で記憶を手た繰ぐる。

　修しゆ羅ら奇き兵へい態の状態で彼女と喋しやべった、その時の事を。







「臨のぞめる兵つわもの・闘たたかう者・皆みな陣じんをはり・列をつくりて・前に在あり」

　臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん。

『九く字じ護身法』、もしくは『退魔の早はや九く字じ』とも呼ばれるそれは、密教や修しゆ験げん道どうにおいて伝えられてきた術の一つだ。後に忍術においても精神統一の呪じゆ文もんとして使われたと言われ、指先で空を切って五行四列の格子模様を描く事をして『九字を切る』などとも言われる。

　神かん薙なぎ紅蓮にとってそれは、自みずからの在り方を変える鍵呪文キーワードだった。

「…………」

　ぞわりと全身の毛が先まず逆立った。

　同時に彼の頭髪が、恐るべき勢いで伸びてゆく。

（うっ……くっ…………）

　紅蓮は体内に生じた感覚に呻うめいた。

　苦しいのではない。痛いのでもない。

　むしろその逆だ――気持ちいい。

　まるで射精感にも似た快感が全身を貫つらぬいていく。過去に二度ばかり変身した際には、緊張感や事前に与えられていた苦痛のせいで、意識する事があまり無かったが――これはとても強い快楽だった。自分が勃ぼつ起きしているのが分かる程に。

（……くっそ……！）

　ほんの数メートル先には、雪緒の眼めが在る。

　その状況での変身は、羞しゆう恥ち心しんとも屈辱感ともつかない感覚を紅蓮の中に生み出していた。まるで自慰行こう為いの最中を赤の他人に見られているかの様な――感覚。

　だが何よりも紅蓮が恐れたのは他人の眼ではない。

　自分自身の感覚そのものだ。

　気持ちの良さは――修羅奇兵態の自分を肯定する事にも繋つながる。こんなに気持ちの良い事なのだから、自分はこうあるべきだ、こうあっても良いのだ、そんな錯覚が生まれそうでいて怖い。

　嬉き々きとして自分から……人間を止やめてしまいそうで。

「くっ…………」

　全身を紅ぐ蓮れん自身の伸びた髪の毛が包み込む。

　それらはまるで一本一本が意志在あるものの様に動いて紅蓮の四肢に幾重にも巻き付き、幾重にも筋肉を模もして膨れ上がり、更には、その肩から伸びて、左右一対の突起を造り上げていった。

　やがてその突起は伸びて、関節を生み、先端が分かれ――腕になる。

　本来の腕とは別に、髪が縒より集まって出来た副腕とも言うべきもの。

　紅蓮自身の貌かおもまるで面の様に伸びた黒髪で覆い尽つくされ、微妙に人間のそれとは異なる形へと変化している。

　何も知らぬ者がその異形を見れば即座に『鬼』と呼ぶだろう。

　だがこれは『鬼』の姿ではない。

　鬼を喰くう奇くしなる修羅――修しゆ羅ら奇き兵へいだ。

　みちりみちりと筋肉と髪の軋きしみを身体全体で聞きながら、紅蓮は短く溜ため息を吐いた。

　変身完了。時間にすればおよそ数秒の出来事だ。

　場所は先程の訓練を行った廃工場――その隅の資材置き場である。

　見た目にはただのがらんとした屋内広場だが、勿もち論ろん、物陰に幾つものカメラやマイク、その他計測器が隠されていて記録を採とれる様になっている。

「――なるほど」

　感心した様に正面に立っていた雪ゆき緒おが言う。

　彼女は恐れる様子も無く近付いてくると、紅蓮の身体に触れた。

　修羅奇兵態の紅蓮はありとあらゆる感覚が鋭敏になっているが――お陰で、雪緒の呼吸や鼓動、ホルモン分ぶん泌ぴつによる体臭の変化すら手に採る様に感じ取れる。

　だが感覚が鋭いのは優れた呪じゆ術じゆつ者たる彼女も同じなのだろう。

　何やら興味深げに、指先で紅蓮の身体を触っていたが――

「蠱こ毒どく法？　いや――違うわね」

　呟つぶやく様に言った。

「むしろ内丹術に近いのかしらね？　でも調息と意識の――」

　ぶつぶつと雪緒は呟いていたが。

「ああ。もう一人いるのね？」

　やがてそう言って頷うなずいた。

「……！」

　ぎくりと冷たいものが背せ筋すじを走るのを紅ぐ蓮れんは感じた。

　もう一人。それは紅蓮にしか見えない妹――深しん紅くの事か。

　確かに紅蓮が過去に二度変身する際には彼女の存在が関かかわっている。だが今、試しにやってみた変身には、全く深紅は出てこなかった。

「考え方は呪じゆ術じゆつというより科学ね。粒子加速器の様なものかしら」

　紅蓮には、雪ゆき緒おが何を言っているのか半分も分からない。

　だが……

「――紅蓮くん」

　ふと囁ささやく様に雪緒は言ってきた。

「梨り緒おは貴方あなたと仲良く出来ている？」

　いきなりこの場には関係の無い話題である。

　紅蓮は眉まゆを顰ひそめて問うた。

「……何の話ですか」

「梨緒はね」

　雪緒は淡い笑顔を示してさりげなく言った。

「出で来き損そこないなの」

「…………なんだって？」

　唐突な言葉に思わずタメ口でそう返す紅蓮。

　だが雪緒は特に気にした様子も無い。むしろ僅わずかに笑みを深めて続けて来た。

「真面目まじめな子よ。優しい子でもある。けれど駄目なのよ。あの子は御み杖つえ代しろの人間としては最悪の出来損ない」

　嘲あざけるでもない。怒るでもない。

　単に事実を事実として告げているだけの表情だった。

「呪術的な能力が皆かい無む。霊力がどうしようもない位に低い」

　紅蓮にはそれがどれだけ『最悪』なのか分からない。

　視力だの筋力だの人間の能力値は様々で――その中の一つが低いからといって『出来損ない』とまで言われる筋合いは無いと紅蓮は思うのだが。

「実を言えばあの子の母親もそうだった」

　雪緒はわずかに眼めを細めて言った。

「私の母でもあるのだけれど」

　呪術師の家系である御杖代家。

　その家長に就つくべき人物が呪術能力が皆無ではお話にならない――と雪緒は言った。遺伝的に特定の能力に長じた家系というものは確かにある。そしてその家系にまるで補おぎないをつけるかの様に、突発的に生まれてしまう、その能力を逆に全く持たない人間も。遺伝的には確かにその能力に長じた血を持っているが、しかし、その個人に限って言えばその能力が全く発現しないのだ。

　勿もち論ろんそれは誰だれのせいでもない。偶然の結果だ。

「そういう出で来き損そこないは、どういう形でなら家の役に立てると思う？」

　だがそれを雪ゆき緒おは『出来損ない』と言った。

「子供を産むこと。遺伝子は御み杖つえ代しろのものを継いでいるのだから。ならば霊力の大きな、才能の在ある人間の子供を孕はらんで産む事。それが唯一の、手段」

「……何言ってんだ、あんた」

　唸うなる様に紅ぐ蓮れんは言った。

「何って。だから」

　雪緒はわずかに首を傾かしげて紅蓮の――修しゆ羅ら奇き兵へいの黒い顔を覗のぞき込む。

「君の霊力は元々大きいわ。さすがは神かん薙なぎの直系。あるいは修羅奇兵としての特性が君の霊力を更に高めているのかもしれないけれど」

　そう言われても紅蓮には実感が湧わかない。

「梨り緒おは君の支援と監視の意味も在って側そばに居る事になっているけれど。若い少年と少女が同じ場所に住んでそれだけで終わると想おもう程、私達たちも馬ば鹿かではないわ」

「…………」

　紅蓮は想い出す。

　梨緒は――『そういう事も在る』と言い含められて紅蓮の所に来たという。

　それはつまり……

「梨緒を御杖代の家の役に立たせてあげて？」

　雪緒はどこまでも穏やかな口調で言った。

「君が求めればあの子は拒まない筈はずよ。そう――」

　だが……だからこそ。

「言い含めてあるから。破は組ぐみで武勲を立てるよりも遥はるかに御杖代の、ひいてはミカヅチの為になるのだと」

「……あんたは…………」

　吐き気がする程に恐ろしい。

　この女は――

「自分の妹を何だと思ってるんだ……？」

「……あら」

　雪緒は意外そうな表情を浮かべた。

「神薙の家の人間だから普通に理解出来ると思ったのだけれど」

　ミカヅチは鬼おに猟かりの組織だ。

　その為だけに存在し、その為だけの価値観で彼等は動いている。

　そこに所属する人間も鬼おに猟かりに、あるいはその為の組織の運営にどれだけ貢献するかだけでその価値を測られる。

　神かん薙なぎ家けも。御み杖つえ代しろ家けも。根元は同じだ。

「……あんたら……」

　紅ぐ蓮れんは苛いら立だちを覚える。

　この雪ゆき緒おという女も同じだ。自分の両親と。あるいは十六夜いざよいの人間も。結局は程度差でしかない。大義名分の為なら全すべてを捧ささげて当然だと考えている――個人の感情などまるで無視して。

「怒らせてしまったみたいね」

　優しく笑って雪緒は一歩引いた。

「だけど紅蓮君。一つ覚えておいて。君が依よって立っている価値観は絶対でも何でもないの。それは恐らくは君がしばらく御ご厄やつ介かいになっていた笹ささ原はら家けの価値観なのでしょうけれど、時代や場所によってそんなものいくらでも変わる」

「だから自分は正しいってのか」

「違うわ」

　雪緒は首を振った。

「私が正しくないように君も正しくないのよ。正しいなんて所しよ詮せん、幻まぼろし」

「…………」

　確信を含んだ雪緒の物言いを前に紅蓮は言葉に詰まった。

「覚えておいた方がいいわ。正しさにすがる者は、やがて自みずからの正しさを担保する為に、他人のすがる正しさを否定する様になる」

「…………」

　意味が分からない。

　だが雪緒のその予言めいた一言は、妙に紅蓮の脳裏に残った。







『君は――少し神薙君離れをするべきじゃないかな？』

　明あか月つきの台詞せりふがずっと脳裏にこびりついて離れない。

　琴こと音ねは注文したミルクティが目の前に置かれても、ぴくりとも身じろぎしないまま、ただ、揃そろえた自分の膝ひざ頭がしらを見つめていた。

「先輩……どうして」

「うん？　何が？」

　明あか月つき本人は自分の一言が琴こと音ねに与えた影響に気付いていないのか――首を傾かしげている。

「私が――紅ぐ蓮れんから離れないといけないとか、さっき……」

「ああ、その事か」

　明月は朗ほがらかな笑顔を浮かべて頷うなずいた。

「僕にはまるで、君が神かん薙なぎ君をとられて、凹へこんでいる様に見えたからね。まるで君は、恋人――いや、息子をとられた母親みたいに見えるよ」

「…………な」

　そんな事は考えた事もない――ない筈はずだった。

「さっき聞いたよね。君の夢や目標って何だろうって。君は神薙君を幸せにする、その事以外は何も出てこなかった。違うかい？」

「それは――」

　その通りだ。

「笹ささ原はら君。気を悪くしないで欲しいんだけどね」

　自分の注文したアイスコーヒーのグラスにストローを入れながら、明月は言った。

「多分、君は神薙君を幸せにするという目的を持つ事で、君自身が、神薙君の存在に依い存ぞんしているんじゃないのかな？」

「……依存……」

「誰だれだって自分の未来については大なり小なり悩むものだ。こんな事がしたい。あんな風になりたい。でも出来ないかもしれない。でもなれないかもしれない。理想と現実の狭はざ間まで揺られながら、誰もが、折り合いをつけていく。でもそれは、ひどく辛くて哀かなしい事でもある。自分の可能性を削り落としていく作業だからね」

　可能性はいつか一つの現実に結実する。

　その時、残りの現実になれなかった可能性は削り落とされていく。

　しかし――

「君は神薙君を幸せにするまでは、自分の事はいいんだ、って言って、判断を先送りにしてるんじゃないかな。きつい言い方をすれば、君は自分の甘えを神薙君のせいにして、逃げているだけとも言える」

「それはっ……！」

　違う、と言いかけて。

　しかし否定の根こん拠きよが何も無い事に琴音は気付いた。明月の言葉は何の根拠も無い想像に過ぎないが、同時に、それを否定するに足る根拠も琴音の側には無いのだった。

「そう……なんでしょうか……？」

　力無く呟つぶやく様に琴音は問う。

「いや、分からない、僕の無責任な想像に過ぎないよ。ごめんね」

　明あか月つきは肩を竦すくめる。

「でもね、君に交際を申し込んだ僕の側からしてみれば、結構、それは重要な事なのさ」

「……え？」

　琴こと音ねは視線を上げる。

　明月は柔らかな笑みを浮かべながらゆっくりと噛かんで含める様に言った。

「もし本当に、依い存ぞんしているのならば、むしろ、君は神かん薙なぎ君が幸せになる事を、望まない。それは君にとって目的の喪失を意味するからだ。むしろ君は神薙君が永遠に幸せにならずに居る事を望んでいるかもしれなくて――自分が、神薙君に、永遠に縛り付けていられる事を望んでいるかもしれない。そうなれば……僕としては何の望みもない」

「そ……それは」

　俯うつむく琴音。

　そう――明月としては琴音が目的を果たすまで、つまりは紅ぐ蓮れんが幸せになったと琴音が実感出来るまで、待つと言ってくれた。だが、そもそも、無意識的であれ何であれ、琴音の内心が明月の推測通りであったとすれば、確かに彼はいつまで待っても琴音と交際など出来る筈はずが無い。

「むしろそれで笹ささ原はら君が、神薙君と付き合う、というのならば未まだ分かるよ。でも君はそれは無いと言う」



    

  
    
      



    

  
    
      「…………」

　だって紅ぐ蓮れんは琴こと音ねを憎んでいる筈はずだから。

　琴音は――紅蓮の両親を殺した。

　元々は悪意の無い、ただの失火に過ぎなかったとしても、原因が琴音に在あったのは間違いない。琴音が持ち込んだ花火があの神かん薙なぎ邸を焼き尽つくす火災の原因であり、その火災こそが紅蓮を天てん涯がい孤こ独どくにした原因だ。

　紅蓮は優しい。

　だから気にしていないふりをしてくれる。出来るだけあの話題には触らないようにしてくれる。けれど――気にしていない筈が無いではないか。琴音の持ち込んだ花火が紅蓮の両親が死ぬ原因になったのなら、憎んでいない筈が無いではないか。

　親を殺されて喜ぶ子供など居る筈がないではないか。

「私は…………」

　しかし――もし。

　自分が紅蓮への罪つみ滅ほろぼしを言い訳にして、彼に寄りかかっているのだとすれば。

（私は……どうするべきなの？）

　答えの出ない問いだ。あるいは出してはいけない問いなのか。

　目の前のミルクティに視線を注そそぎながら琴音はただ唇くちびるを噛かんだ。



    

  
    
      第二章　盲目の老女





　日常というものは意外と堅けん固ごだ。

　ある日、何もかもが失われて戻ってこない様な――決定的な崩ほう壊かいも確かに在あり得るのだろう。だが非日常の象しよう徴ちようとも言う様な出来事が幾つも挿入されても、異物をその中に抱え込んだまま、日常は日常として淡々と続いていく。

　突然、婚約者を自称する無表情女が押しかけてきて同居しても。

　突然、仲の良かった同級生が異形の怪物になって襲ってきても。

　突然――自分がやはり真っ当な人間でないと思い知らされても。

　それはそれとして、平凡な日常は続いていく。

　あるいはそれは、自分が錯覚しているだけなのかもしれないが。

「ぐーれーんー」

　以前と同じ様に琴こと音ねが迎むかえに来るのも変わらない。

　ただし今は二人で登校するのではなく三人で――だが。

「――未まだですか。笹ささ原はらさんが待っていますけれど」

「うるせえな、お前は!?」

　寝ね癖ぐせのついた頭に櫛くしを入れながら紅ぐ蓮れんは唸うなる様に言った。

「寝癖と縁の無い頭の奴やつは黙ってろよ!?」

「…………」

　憮ぶ然ぜんとした――というかいつもこんな仏頂面だが――表情で黙っているのは、件くだんの『自称婚約者』こと御み杖つえ代しろ梨り緒おである。表向きは『婚約者の美少女との同どう棲せい生活』という、同世代の少年達たちが見たら地じ団だん駄だ踏んで悔しがりそうな状況シチユエーシヨンだが、紅蓮に言わせると、鬱うつ陶とうしい事この上無い。

　彼女の所属するミカヅチは紅蓮の体に――正確にはその体に施ほどこされ埋め込まれている呪じゆ術じゆつ機構に並ならぬ興味がある。唯一とも言うべき修しゆ羅ら奇き兵へいの成功例。既に開発者はこの世に居らず、その技術を得るには紅蓮という生きた成功例から逆算するしかない。

　だが強引な解剖の類たぐいは紅蓮の抵抗にあって失敗した。

　また別の研究者から提示された報告書によると、修羅奇兵の呪術機構はブラックボックス的な部分が大きく、相当に繊細な代物であるらしい。なので強引な解剖・解体は勿もち論ろん、薬物による洗脳や、紅蓮自身に多大な抑圧を掛ける様な調査法は、望ましくない。

　仕方なくミカヅチは紅蓮の側そばにつかず離れずの監視者を置く事にした。

　それが梨り緒おなのだ。

「ああくそ……！」

　いつもの様に適当に髪を濡ぬらして、跳はねを抑えようと試みる紅ぐ蓮れん。急せかされているのは一緒なのだが、梨緒という要素が増えたお陰で、彼女にまで急かされている感がするのだ。琴こと音ねを待たせるのはある意味でいつもの事だったが、この表情に乏とぼしい少女がじっとこっちを見ていると、やたら焦しよう燥そう感が募つのるのである。

「おはようございます。笹ささ原はらさん」

「おはよう、ございます」

　玄関口では既に扉を開いて琴音を招き入れた梨緒が、挨あい拶さつを交かわしている声が聞こえてきた。梨緒は誰だれに対しても丁てい寧ねい語なので、ついつい梨緒と喋しやべる時は琴音も引っ張られて丁寧語になっている。いつも紅蓮を呼びに来る時の癖で『おはよう』とだけ告げてから『ございます』を後付けしている様だったが。

「申し訳ありません。紅蓮はもう少し時間がかかる様です」

「平気です。いつもこれ位は待ってますから」

　髪を直そうと悪戦苦闘する紅蓮の背中に、少女二人の会話が届く。

「そういえば――二人共土日は出掛けていたんですか？」

「はい。一緒に少し――」

　梨緒は一瞬、口ごもってから言った。

「汗を流してきました」

　ぶっ――と鏡に向けて噴ふき出だす紅蓮。

（何言ってやがんだあいつは!?）

　いやまあ確かに『戦闘訓練をしてきました』とは言えないだろうが。

　恐らく梨緒なりに考えた末の誤ご魔ま化かし方なのだろうが、あの一瞬の間のせいで、何か妙に意味深に聞こえてしまう。まるで『恥はずかしい事を口にするのを躊躇ためらった』様に聞こえてしまう。そういう自覚が梨緒には無いのだろうか。それともそう聞こえると思うのは紅蓮の考え過ぎか。

「あ……そ……そうなの？」

　流石さすがに琴音も何か変な想像をしたらしく、若干、たじろぎ気味である。

「何を言ってんだお前は!?」

　放ほうっておくと失言に失言を重ねかねない。

　紅蓮は整髪を諦あきらめ、脇わきに置いていた鞄かばんをひっつかむと、そのまま玄関に出た。

「あ――紅蓮。おはよう」

「おはよう」

　とこれだけはいつもの挨拶を交わしてから、紅蓮は少女達たち二人を外に押し出し、マンションの鍵かぎを閉めた。

「梨り緒お。お前は――もうちょっと言い方を考えろ」

「言い方、ですか？」

　不思議そうに眼めを瞬まばたかせて梨緒が尋たずねる。

　どうも自覚が無いらしい。

「なんつうか、汗を流したとかなんとか――なんかその」

　疚やましい事をしていた様に聞こえてしまうではないか。

「もっと軽い言い方っつうか」

　紅ぐ蓮れんは言葉を選んでそう言った。

「軽い言い方……？」

　眉まゆを顰ひそめる梨緒。

「もっとこう、その、遊んできたとか、そういうのだよ！」

「紅蓮。貴方あなたは遊びでしていたのですか？」

　心外そうな様子で梨緒は言った。

「私はあれを遊びだと思った事は一度も在ありません」

「…………」

　紅蓮は唸うなった。



    

  
    
      



    

  
    
      　これでは何というか――傷口を広げはしないが、塩をすり込んでいる様なものだ。

「ちょっと、一緒に練習してきただけだろうが、スポーツの！」

　スポーツの、の部分に力を込めて紅ぐ蓮れんは言った。

「…………」

　ほんの少し、切れ長の梨り緒おの眼めが開かれる。

　どうやらようやく分かったらしい。

　何というか、この梨緒という少女――全体的にやることなすこと、そつがないというか隙すきが無い癖に、こういう部分だけは妙に察しが悪いというか、不器用である。

（……無理してんのかね）

　そんな事をふと思ったりする紅蓮。

　脳裏を過よぎるのは、あの、雪ゆき緒おの言葉だ。



　――『梨緒はね。出で来き損そこないなの』



　出来損ない――ただでさえそういう烙印を実の姉から押されているのだ。恐らくは、御み杖つえ代しろという家そのものからも。ならば誰だれにも隙を見せられないと思うのは当然だろう。

「そうですね」

　梨緒は言った。

「スポーツです。スポーツをしてきました。スポーツ以外の何物でもありません」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめる紅蓮。

　そう強調されると、それはそれで何だか怪しく思えるが。

　三人はエレベーターに乗って一階に降り、マンションの外に出る。

　梨緒が来た事によって、変化した些さ細さいな日常の一つとして――琴こと音ねが半歩後ろではなく紅蓮達たちと並ぶ様になった、という事が在ある。順番で言えば紅蓮の左に梨緒、その更に左に琴音という並びだ。間に梨緒を挟んでいる為、横に並ばないと、何か琴音としても喋しやべりにくくなってしまうのだろう。琴音自身がどれだけ意識しているか、自覚してそうしているかは紅蓮には分からないが。

「その……スポーツってどんなのをしてるの？」

　ふと琴音はそう尋たずねてくる。

「ええと――色々だ、色々」

　慌てて紅蓮は言った。

　これは実は本当の事である。戦闘訓練と一ひと括くくりにしているが、紅蓮の場合、全くの素人しろうとなので基礎体力増強から始まって、射撃そのもの、格闘技そのものの訓練を受けている。勿もち論ろん――既に『出来上がって』いる他の〈破は組ぐみ〉の隊員達たちに混じって訓練を受けると、明らかに彼の脚あしを引っ張ってしまう為、紅ぐ蓮れんだけは別のメニューで動いており、それに梨り緒おを付き合わせている形だ。

「会員制の、その、スポーツクラブがあってな。梨緒の勧めで、そこに入ったんだよ」

　スポーツクラブと言っておけば、とりあえず『色々な事をした』と誤ご魔ま化かしてもあまり不自然ではない。ついでに言えば万が一にも琴こと音ねが『私も一緒に』と言い出しても会員制である事を盾に、これを拒む事が出来るだろう。

「……紅蓮」

　そっと梨緒が顔を寄せて囁ささやいてきた。

「『設定』をその場の思いつきで増やすのは感心しません。後で破は綻たんしやすい」

「誰だれのせいだと思ってんだよ……！」

　唸うなる様に囁き返してから紅蓮は、きょとんとした表情で二人を見つめている琴音に向かって言い繕つくろった。

「まあ、そういう施設が在あってさ。そこに行ってるんだ」

「体動かすのは良い事だよね」

　と納得顔で頷うなずく琴音。

　どうやら誤魔化しきる事が出来た様だった。

　そうこうしている内に――三人の周囲にも同じ学生服姿の少年少女が増えてくる。

　学校そのものに近付いてきている訳だから、それは至極当然の事なのだが。

「おお、神かん薙なぎ」

　声を掛けてきたのは同級生の遠とお野の謙けん吾ごだった。

　学生服を着ている姿に違和感が生じるというか――筋きん骨こつ逞たくましい体格な上に、髪は角かく刈がり、ごつごつと厳いかつい顔立ちをしているせいで、全体的に強こわ面もてのおっさんにしか見えない。

　もっとも性格は、とにかくざっくばらんで親しみやすい為、割と交友関係は広い。紅蓮や琴音は学級内では割と浮き気味な存在なのだが、こうして姿を見かければ遠慮なく声を掛けてきてくれる。

　それは良いのだが――

「今日も両手に花か。殺意を覚える程、羨うらやましい奴やつめ」

　大声でこれまた遠慮なくそんな事を言うものだから、周囲の生徒達もつられてこちらを向いてきたりする。

「うるせぇ」

　唸る様に紅蓮は言った。

　だが確かに事情を知らないならば紅蓮は美少女二人を脇わきに侍はべらせて――並びとしては『両脇』ではない訳だがそれはさておき――登校している訳で。もうこの状態が続いて一ヶか月げつなので、ある程度は学校内でも知れ渡っているのだろうが……しかし、だからといって皆がこちらに興味をなくしてしまうかといえば、そうでもない訳で。

　じろじろと周囲から注そそがれる好奇の視線を感じながら紅ぐ蓮れんは言った。

「どっちもそんなんじゃねえんだよ」

「ほほう」

　謙けん吾ごは――まるで獲物を見つけた猫が舌なめずりするかの様に――笑って言った。

「毎朝迎むかえに来てくれる幼おさな馴な染じみのみならず、同どう棲せいしている婚約者まで居るというのに、そーゆー事言うか、お前は」

「どっ……な、なんで!?」

「なんでとは？」

「いや、だから」

　どうして梨り緒おが紅蓮と一緒に住んでいるのだという事を、謙吾が知っているのか。

「同棲とか、そういう」

　思わず紅蓮は琴こと音ねの方を振り返る。

　琴音は梨緒が紅蓮と一緒に住んでいるのを知っているが――

「…………！」

　違う違うと言わんばかりに、ぶんぶんと慌てて首を振る琴音。まあ彼女の性格上、あちこちに紅蓮と梨緒の『同棲』を言って回る様な事は無いとは思うが、では一体――

「……神かん薙なぎよ」

　謙吾は心底呆あきれた様子で言った。

「転校生の連絡先は改めて全校生徒の家に通知が行くだろう？」

「……あ」

　生徒間の連絡先を載のせた在校生名簿は年度の初めに配られる訳だが、当然、転校生が来ればその者の連絡先は名簿を補完する為にと、通知が全校生徒の家庭に郵送される。

「そこに『神薙方』と書いてあって、お前の名前を知ってりゃ、分からない筈はずが無い」

「うっ……」

「大体、美人の転校生といえば誰だれでも注目するわな。あわよくばお近づきになりたいと思う奴やつも出てくる訳で。そりゃ、住所や電話番号位は見るよ。それに最近はネットで検索して家の前まで見えちゃう時代だぞ？」

「む……それは、そうだけど」

「むしろ今まで気付かれないとでも思っていたお前の思考の貧しさに俺おれはびっくりです」

「やかましい！」

　紅蓮は喚わめいた。

　この一ヶ月、環境の変化に対して慣れる事に精一杯で、他の事に気を回している余裕が紅ぐ蓮れんには無かったのである。まさか自分がこの『婚約者』と一緒に住んでいると、あちこちに知られているとは思わなかった。

　元より周囲から浮き気味なのは自覚が在あったし、それなりに覚悟もしているが、それも内容による。婚約者と同どう棲せいしているなどと噂うわさになれば、何というか――紅蓮の覚悟とは、かなり方向性の違った好奇の視線に晒さらされ続けなければならない。

「――紅蓮」

　梨り緒おが再び紅蓮の耳に口を寄せてきて言った。

「あまり大きな声で騒いでは、無意味に周囲の注目を集めます」

「誰だれのお陰で注目されてると思ってんだお前は!?」

「……私のせいですか？」

　眉まゆを顰ひそめて言う梨緒。

　本当に――この御み杖つえ代しろの御ご令れい嬢じようは、銃器の取扱やら、格闘技やらは、そこらの大人も太刀打ち出来ないレベルなのに、変な処ところで社会性が無いというか、空気を読む能力が根本的に欠けている感じがする。

（実は呪じゆ術じゆつ能力が無いってのはそーゆー部分の不器用さが影響してんじゃないのか？）

　などと思ったりする紅蓮。

「お？　婚約者との内緒話か」

「だからそれは――」

　思わず梨緒から身を離して言う紅蓮。

「とにかく、俺おれは疚やましい事なんて何もしてない！」

　しちゃった上で噂になるのなら、諦あきらめもつくが。

「疚しい事をしてる奴やつはみんなそう言うんだよなあ」

「うるせえ！」

　腕を組んでしたり顔で頷うなずく謙けん吾ごに、紅蓮は怒鳴った。







「――では、徳とく永なが。訳してみなさい」

　三限目――教科は英語。

　代わり映えのしない授業風景の中で、琴こと音ねはふと紅蓮の方を振り返った。

　少しぶっきらぼうな幼おさな馴な染じみは、やはりいつも通りに授業を受けている。彼はあまり真面目まじめな生徒ではないので、寝ていたりする事もしばしばだが、今は普通に起きて授業を聞いている様子だった。

「…………」

　更に琴こと音ねは視線を転じて――紅ぐ蓮れんの斜め前に座っている梨り緒おの方へと視線を向ける。

　見るからに真面目まじめといった雰囲気の彼女は、当然の如くに背せ筋すじを伸ばし、まるで普通に椅い子すに座って居てさえ、正座しているかの様な雰囲気で英語の授業を受けていた。何か『正しい姿勢』の見本の様だ。

　まったくもって隙すきが無い。

　この一ヶか月げつ、梨緒は教師からも生徒からも、一目置かれる存在になっていた。

　何ど処こか世間ズレしていない様な所は在あるものの、成績に関しては、全く非の打ち所が無く、絵に描いた様な優等生ぶりだからである。しかも美人で、多少表情に乏とぼしい所が在るものの、話し掛ければ丁てい寧ねいに応こたえてくれるので、殊更ことさらに無愛想という訳でもない。

　単に成績優秀な優等生という意味では琴音も同じなのだが、転校生という話題性が殊更に梨緒を目立たせているらしい。

　また転校初日に、早々に紅蓮との婚約を自供しておきながら、教師達たちが眉まゆを顰ひそめる様な素そ行こうの乱れも無く、紅蓮に対しても、いちゃいちゃべたべたする様な素振りを見せる訳でもなく、淡々と接しており――生徒達の反感を買うどころか、むしろその毅き然ぜんとした態度に誰だれしも好感を覚えるものらしい。

　本当に出来た少女だ。

　彼女と比べると、自分がひどく見み劣おとりする様に思えてしまう。

「…………」

　婚約者が現れたのなら、自分は紅蓮と距離を置いた方が良い。

　母にはそう言われた。

　琴音がどんな気持ちで居たとしても、実際に周りに誤解されていた様に、他人は紅蓮と琴音の関係を男女のそれとして観みようとする。梨緒は殊更にそれを問とい質ただしてはこないが、本当に紅蓮との婚約に彼女自身異論がないならば、婚約者の周りをうろちょろする異性は――それも世話女房の様に何かと面倒をみたがる存在は、確かに目め障ざわりだろう。



『きつい言い方をすれば、君は自分の甘えを神かん薙なぎ君のせいにして、逃げているだけとも言える』



　明あか月つきの言葉が脳裏を過よぎる。

　今まで考えた事も無かった。

　自分が――紅蓮に依い存ぞんしているなどと。

　あの日からただ『紅蓮の為』という題目をひたすら掲かかげて琴音は行動してきた。何をするにもまず自分より紅蓮の事が先に在った。勉強を頑張ったのも、無意味な遊びに手を染めて素行を乱す様な事をしなかったのも、彼氏を作らなかったのも。何もかも『紅蓮を幸せにする』為に自由の利く立場で居る為のものだった。

　実を言えば、何度か中学生の頃は虐いじめられた事もある。

　直接的な暴力こそなかったものの、文房具を勝手に棄すてられたり、靴を隠されたり、そういった陰いん湿しつな嫌がらせは何度か在あった。

　だが琴こと音ねはさしてその事を気にしなかった。

　紅ぐ蓮れんが居たからだ。

　自分は紅蓮の為にしなければならない事が沢山あって……だから、そんな程度の低い虐めにいちいち反応している余裕は無いと琴音は思ったのだ。大抵の場合に虐めというのは、相手が毅き然ぜんとしていれば自然と収まる。あくまでもそれは、虐められた相手の右往左往振りを見て自意識を満足させる為のものであるから、そもそもそうした反応が見られない相手を虐めても、やる側の気持ちは満足しない。地面とか壁とかに罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ付けている様なものだからだ。

　だが……それすらも実は『紅蓮の為』という一語で思考停止をしていただけなのだとすれば。まるで一種の宗教にはまってしまった人間が、如い何かなる艱かん難なん辛しん苦くをも耐え、信仰を維持するかの如くに――『紅蓮の為』という、まさしく題目を唱となえる事で、琴音はありとあらゆるものを切り捨ててきただけなのだとすれば。

（私は……）

　罪つみ滅ほろぼしなどというのはただの言い訳で。自分は、ただ、楽をしたいから『紅蓮の為に尽つくす自分』を造り出してその形の中に填はまり込こんでいただけではないのか。

（やっぱり……もう朝も迎むかえに行かない方がいいのかな）

「――次。笹ささ原はら。訳しなさい」

「…………」

「笹原！　笹原琴音！」

「――え？」

　眼めを瞬まばたかせる琴音。

　教室中の――教師を含めて――視線が自分に集まっている事に、初めてその時点で琴音は気付いた。

「笹原。次を訳しなさい」

「あ……ええと」

「――四十五頁ページ、六行目から」

　隣となりの席の女生徒が囁ささやく様な声で教えてくれる。

　琴音は慌ててそこに視線を走らせて――英文を訳し始めた。







　笹ささ原はら家けの次女――鈴すず音ねは現在、中学二年生である。

　姉とはあまり似ていないと言われるが、それは容よう姿しというよりも、多分に彼女の性格による所が大きい。全体的にきついというか、気が強く男勝りな所の在ある鈴音は、髪を短くしている事もあって、口の悪い同級生からは『男女』などと言われたりする。

　その事について、鈴音は殊更ことさらに腹を立てたりはしない。

　自分が男っぽいという事を鈴音はよく自覚しているからだ。

　いわゆる『女っぽい』姉と一緒に暮らしていれば、嫌でも自覚せざるを得ない。

　穏やかで。おっとりしていて。少し気が弱くて。

　長い髪も、優しい眼めも、実に可愛かわいらしい姉――琴こと音ね。

　しかし……

「笹原ぁ」

　昼休み――購買で買ってきたパンをかじっていると、同級生の風かざ間ま由ゆ香か里りが後ろから、がばりと、鈴音の頭を抱え込む様にして、のしかかってきた。

「今日もおっとこまえだねえ」

「なによ」

　苦笑して背中にしがみつく由香里を引ひき剥はがし、鈴音はこの騒がしい友人を振り返った。

　何というか……『女の子らしくない』という意味では鈴音も相当なものだが、由香里は別方向で突出している。全体的にがさつと言うか、大おお雑ざつ把ぱで、見み栄えとか体裁とかをあまり気にしない性格なのである。

　きちんとお洒落しやれをすれば結構な美人だと誰だれもが気付くのだろうが、由香里は『めんどい』の一言でそういう諸もろ々もろを切って捨てる。長い髪を今時、どうかと思う様な古臭い髪型に――カチューシャで留めているのだ――しているのも、偏ひとえに面倒臭いから、だそうだ。

「聞いたぞー。三年の草くさ尾おの奴やつをぶん殴ったんだって？」

「殴ってないよ。殴りかかってきたからよけたら、あの馬ば鹿かが転んだだけ」

「何にしても勝った、と」

「……まあそういう見方もあるね」

　三年の草尾というのは、二年生の女子二人と同時に交際していた――つまりは二ふた股また掛けていた上級生の男子である。

　勿もち論ろんそれだけならば実の処ところ、鈴音には何の関係も無い話だ。鈴音は他人の恋愛話になど興味が無いし、それが泥沼の三角関係なら、呆あきれはするものの、尚なお更さらにどうでもいい。

　ところがその二股掛けられていた女生徒の一人が、『彼氏』の不実に気付いて別れると言い出したから話がややこしくなった。

　好きか嫌きらいかというよりも『二股を掛けている』事が自慢になっていたその上級生は、受験そっちのけで、分かれたいと言い出したその二年生女子に、復縁を求め、ストーカーの如くつきまとい始めたのである。

　当然、こうなっては『当事者間の問題』で済む筈はずもない。

　問題の上級生は『このままでは受験勉強が手につかない。お前のせいだどうしてくれる』と件くだんの二年生女子を脅おどした上、男女の区別無く、彼女に近付く相手を威い嚇かくしに掛かった。男子生徒であれば『新しい彼氏か』と疑い、女子生徒であれば『俺おれの悪口を吹き込んでいるに違いない』と疑ったのだ。

　手に負えなくなった元彼氏を、どうにかして欲しいとその二年生女子が泣きついたのが……迷惑な話だが……鈴すず音ねだったのである。

　当然、彼氏は鈴音にも疑いの眼めを向けたので、そもそもの原因である二ふた股またを指摘すると、逆上して殴りかかってきた為、鈴音はこれを避け……その際、彼女がわざと残した左足に躓つまずいて、その上級生は転倒。

　打ち所が悪かったのか、片腕を庇かばって『痛い』と泣き叫ぶその生徒を、教師達たちが保健室に連れて行ったのが先の休み時間である。男子生徒の方から殴りかかったのを何人もの生徒が見ていた為に、鈴音にはおとがめ無し、しかしどうも男子生徒は指の骨にヒビが入っている様で、そのまま病院に直行と相成った。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。つまらない事で人生投げてかかれる奴やつが羨うらやましい位だよ。好きだの嫌きらいだの裏切られただの……」

　鈴音は吐き捨てる様に言った。

「達観してるねー」

　と由ゆ香か里りはけらけら笑う。

「でもそんなんじゃいつまでも処女だじぇ」

「いいよ別に」

　誰だれかが誰かを好きになる気持ちというのが存在するのは分かる。それが男女の間であれば、家族や友人に対するものとは少し種類が違ってくる事も。

　けれども……そこから先が鈴音にはよく分からない。

　問題の男子生徒にしたところで、受験生である身では、ストーカー行こう為いなどしている場合ではなかった筈だし、もしこれで警察沙ざ汰たにでもなっていれば、後々の人生にまで響きかねない。

　そこまでして誰かを好きになったり嫌いになったり、何かにこだわったり何かを憎んだり、そういう風になる気持ちがよく分からない。

　そんなの在あり得ない。

　自分が一番最初に居て――自分を大事に出来るから他人をも思いやれる筈だ。

　なのにいつの間にかそれが逆転して、破滅的な行動までしてしまう。

　そんなの本当に馬ば鹿か馬ば鹿かしいと鈴すず音ねは想おもう。

　そういう所がさばさばしていて男っぽい、と由ゆ香か里りをはじめ同級生達たちは言う。

　お陰で――鈴音的には非常に不本意だが――恋愛相談だの何だのを持ち込まれる事も多い。物もの凄すごく醒さめて達観したものの見方が、恋に恋して冷静な判断がつかなくなった者達にとっては、丁度良い、という事らしい。

「同じ姉妹でも此こ処こまで違うかねー」

　にたにたと笑いながら由香里は言った。

「おねーさんは例の、なんだっけ、物凄い名前の幼おさな馴な染じみとべったりだったでしょ」

「神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん」

　と鈴音は言った。

「ああ、そうそう、その紅蓮の炎」

「くだらない」

　また吐き捨てる様に言う鈴音。

「あれこそ最高最悪にくだらないよ」

「そうなの？」

「そうだよ。未まだ二ふた股またかける方がマシって位に」

　神薙紅蓮と笹ささ原はら鈴音の関係については、元々同じ中学だった事もあり、割とよく知られている。いつも紅蓮の半歩後ろをついて歩いていた琴こと音ねの事を、紅蓮の彼女だと思っている者も多かった様だが、本人達はどちらもそれを否定している。

「それってさ。笹原」

　由香里は首を傾かしげて言う。

「嫉しつ妬としてんじゃないの？」

「嫉妬？　何言ってンの」

　意味不明の外国語でも聞いたかの様な表情で尋たずね返す鈴音。

　だが由香里は少し悪戯いたずらっぽく笑いながら言った。

「大好きなお姉ちゃんとられて悔しいとか――」

「…………私は幼稚園児か」

　顔をしかめてそう応じる。

　だが確かに姉の事は嫌きらいじゃない。

　だからこそ、いっそ嫌いになれたら――とも思う。だったら他人の色恋沙ざ汰たの様に、平然と無関心でいられるだろうに。端から見ていると苛いら々いらする。あの二人――琴音と紅蓮の、どっちつかずの奇妙な関係には。

「あるいは」

　眼めを細めて由香里は鈴音の胸の奥を覗のぞき込むかの様な表情で言った。

「大好きなお兄ちゃんをとられて悔しいとか」

「だっ――誰だれがよ!?」

　思わず席から立ち上がって怒鳴る鈴すず音ね。

「誰があんな奴やつ――」

　確かに鈴音も小学五年生位までは紅ぐ蓮れんの事を慕したっていた。

　同じ家に暮らす他人。家族でありながら家族でない。そんな微妙な立ち位置に居る身近な歳とし上うえの異性。幼い鈴音にとって紅蓮は『優しい親しん戚せきのお兄さん』で……

「あんな、はっきりしないいい加減な奴――」

「ご、ごめんごめん、笹ささ原はら、マジになんないでってば」

　両手を挙げて由ゆ香か里りは激げき昂こうする鈴音を宥なだめる。

　そこに――

「――笹原、笹原は居るか？」

　担任の教師が教室に入ってきて声を上げた。

「はい。笹原居ます、なんですか？」

　丁度パンを食べ終わったという事で、袋をくしゃくしゃに丸めて制服のポケットに突っ込みながら――これがまた女の子らしくないと言われる訳だが――鈴音は立ち上がった。

「家から電話が在あった。お姉さんが病院に担かつぎ込まれたそうだ」

「――は？」

　鈴音は眼めを丸くする。

「姉さんが？　え？　ど――どういう事です？」

「いや、俺おれにも詳しい事はわからんが」

　と担任教師はやや困惑の表情を浮かべて言った。

「お姉さんが階段から落ちて、病院に運ばれた、という電話が在っただけだからな。病院の名前と電話番号は聞いてるから――」

　今日は早退しても良いと担任教師は言った。

　先の話の三年生男子は、ただ廊下で転んだだけで指の骨を折った。案外、人間の身体というのは脆もろい。地面で転んだだけでも当たり所が悪ければあっさり大おお怪け我がになる。ましてあの鈍どん臭くさい姉が階段から落ちたとなると――

「分かりました、すいません、早はや引びけします」

「タクシー呼ぶか？」

「いえ、それは自分で」

　そう言って鈴音は机の中の教科書やノートを鞄かばんの中に詰め込み始めた。







　よそ見をしていて躓つまずいた。

　別に珍めずらしい話ではない。それが階段を下りている最中でなければ――だが。

　元々、笹ささ原はら琴こと音ねという少女は、成績優秀な割に、妙に脇わきが甘いというか、そそっかしい所が在あるが……今回はそれがひどく悪い方向に転がった例だった。

　しばしば、役者の間でも『階段落ち』は危険だと言われている。

　それはつまり――予あらかじめ覚悟を決めて、演技として転げ落ちるだけでも、階段という場所は大おお怪け我がをする可能性が在る、という事である。ならば事故で落ちればどうなるか。頭でも打とうものなら、頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつ骨折を起こして、脳を大きく損傷しても不思議ではない。

　その意味で――

「とりあえずは大丈夫です」

　と医者に診断された琴音は未まだ幸いだったろう。

「ただし急性硬膜外血けつ腫しゆの可能性が在りますので、一日か二日様子を見ましょう」

　急性硬膜外血腫とは頭部を打ったりした場合に生じる、脳外傷の一種だ。

「ＣＴスキャンでも特に問題は出ていませんし、とりあえずは経過を見ましょう。脳そのものに損傷が無い場合、出血量が少ない場合は、現状維持というか、保存的治療という事で、手術をする必要もありません」

　小規模でかつ成長する可能性が低い血ち溜だまりならば、いずれ体内に吸収されて消える。

　だが出血の仕方によっては急激に悪化する可能性もある為、しばらく入院して様子を見よう、という事らしい。

「良かった――と言うべきなのか」

　紅ぐ蓮れんは壁に背中を預けながら溜め息をついた。

　壁一枚隔へだてた向こう側――病室では医師の診察を受け終わった琴音が眠っている。

「少なくとも命に別状は無いという事ですから」

　紅蓮の隣となりには梨り緒おの姿も在った。

　二人が病院に居るのは、琴音が落ちたその直後に、タクシーを拾って駆け付けたからである。一緒に搬送用の救急車に乗る事はさすがに許されず――家族でも教員でもないから――仕方なくタクシーで後を追ったのである。

　二人は琴音が落ちたその現場に居合わせた。

　三限目と四限目の間の休憩時間――教室間の移動時に、階段で琴音は脚あしを滑すべらせたのだ。

「くそっ……俺おれが近くに居ながら」

　紅蓮は唸うなる様に言う。

「手を伸ばして届く距離ではありませんでした。貴方あなたの責任ではないでしょう」

「それはそうかもしんねえけど」

　梨り緒おはあくまで冷静だ。

　しかし――

（なんだか、琴こと音ねの奴やつ、変に距離をとりたがってたっていうか）

　そんな疑念が紅ぐ蓮れんの中にある。

　どうも今日は琴音が紅蓮に近付いてこないというか、妙に一定の距離を保たもとうとしている様な節が見えた。紅蓮が近付けば、その分だけ琴音が遠ざかる――他人は気付かない様な些さ細さいな事だが、そんな事が何度かあった。

　琴音が紅蓮の事を嫌きらう様になった？

　その可能性も無いではないが――今朝もいつもと変わらず迎むかえに来ていた訳だし、そんな、訳も無く急に気持ちが変わったりするものだろうか。

　それとも訳が――急に変わらざるを得ない何かがあったのか。

　紅蓮には分からない。

　だが、もしいつもと同じ様に琴音が紅蓮の側そばに居れば、手を伸ばして、落ちる前に彼女の襟首なり何なりを掴つかめていたかもしれないと思ってしまう。

「教師も親御さんも貴方あなたを責めてはいません」

「……分かってるよ」

　病室の中には、琴音の他に、担任の教師と駆け付けた琴音の両親が居る。

　彼等は紅蓮の顔を見て、一瞬、困惑の表情を浮かべたが――恐らくどう紅蓮に接するべきか彼等の中でも決めかねているのだろう――紅蓮が『琴音は中です』と促すと、そのまま病室の中に入っていった。

「紅蓮は琴音さんの御両親とは知り合いだった筈はずですね」

「……ああ。俺おれは一時期笹ささ原はら家けに引き取られてた」

「何か在あったのですか？」

「何かって何だよ？」

　睨にらみ付ける様に梨緒を振り返る。

　だがミカヅチの少女は怯ひるむ様子も無く淡々と言った。

「何かです。あのお二人は紅蓮に対して何か含むところがある様な感じでしたが」

「……どうでも良いところだけは鋭いよな、お前」

　紅蓮は琴音の両親にとって娘の『罪つみ』の象しよう徴ちようとも言うべき存在だ。

　よく何年もの間、そんな相手と我慢して暮らしたとすら――暮らしてくれたとすら紅蓮は思う。それは彼等の善良さの証だ。最終的には紅蓮は笹原家を出る事になったが、彼等が彼を一度は家に迎え入れて育ててくれた事については、本当に感謝している。もし笹原家に引き取られなければ、紅蓮は、およそ常識も何も知らない様な――どうしようもない社会不適合者として、そのまま生きていかねばならなかっただろう。

　何しろ本当の両親は、人間らしい事は何も教えてくれなかった。

　だから紅ぐ蓮れんに本当に――世間一般的な意味での『親』が居るとすれば、それは笹ささ原はら夫妻である筈はずだった。

　しかしそれは、やはり本物の家族ではなくて。

「色々あったんだ、色々」

「そうですか」

「お前とお前の姉さんみたいなもんだよ」

「…………」

　梨り緒おがわずかに身じろぎする。

　殊更ことさらに眉まゆを顰ひそめるでも、唇くちびるを歪ゆがめるでもない――けれど。

「…………そう、ですか」

　数秒の沈黙の後――梨緒は常にも増して無表情にそう言った。

　紅蓮としては少し梨緒に黙って欲しくて言っただけの事だが、それは思いの外強い効果を発揮してしまったらしい。

「……悪い」

「何を謝っているのですか」

「いや。その。とにかくすまん。つい」

「…………」

　梨緒は少し不思議そうに紅蓮の横顔を見つめていたが、やがて小さく頷うなずいて言った。

「よく分かりませんが、謝罪は受け入れます」

「――よく分かんねえけど、ありがとうよ」

　紅蓮は苦笑を浮かべて言った。

　その時――

「――神かん薙なぎ紅蓮！」

　露ろ骨こつに嫌けん悪お感を乗せた声がその名を呼んだ。

　壁から背を離してそちらを振り向く紅蓮、そして梨緒。

　そこには――廊下の奥には、一人の少女が立っていた。

　小柄なのは琴こと音ねと同じ、目鼻立ちにも似通った部分は多いのだが、何というか――その表情や物腰から来る印象が全く琴音とは正反対である。男勝りというのをそのまんま絵に描いた様な雰囲気で、利発そうな印象はあるものの、女の子らしい丸さの様なものは感じられない。むしろ全体的に尖とがった印象が強かった。

　笹原鈴すず音ね――琴音の妹だ。

「あんたが姉さんを突き落としたの？」

「なっ……」

　いきなり投げ付けられた問いに紅ぐ蓮れんは顔色を変える。

「何言ってんだ、お前――人聞きの悪い事言うな。俺おれがそんな事する訳ねえだろ！」

「じゃあ、なんであんたが、こんな所に居るの？」

　つかつかと廊下を歩いて紅蓮達たちに近付いてくる鈴すず音ね。

「家族でも教師でもない癖に」

「…………」

　言葉に詰まる紅蓮。

　そこへ畳み掛けるかの様に――

「その人は誰だれ？」

　鈴音は梨り緒おの方を見て言う。

「ひょっとして、紅蓮の婚約者とか言ってる人？」

「はい」

　梨緒は真正面から鈴音の視線を受けて頷うなずいた。

　鈴音は不愉快そうに表情を歪ゆがめ――紅蓮に視線を移して言った。

「女連れで怪け我が人にんの見舞いって訳？」

　傍はた目めには確かにそう見えるのだろう。

「ばっ――」

「どいてよ。邪魔だから」

　紅蓮の反論を封じるかの様に、鈴音はそう言うと、肩で押おし退のける様に二人の前を通り過ぎ――病室の中に入って行った。

「……紅蓮」

　ばたんと音も荒く閉じられる病室の扉をしばし眺ながめてから――梨緒が言った。

「どうもあの少女に嫌きらわれてしまった様です」

「大丈夫だ。俺のついでだからな」

　溜ため息をつく紅蓮。

　そんな彼を梨緒はしばし怪け訝げんそうに眺めていたが――

「それも色々ですか」

「色々さ」

　梨緒の言葉に紅蓮は気け怠だるげに頷いた。







　ごりごりと硬いもので硬いものを削る音がする。

　まるで鑢やす掛りがけしているかの様なそれが、咀そ嚼しやくの音なのだと誰が信じられただろう。

　即すなわち――歯が骨を噛かむ音であるのだと。

「……うひ。ひ。ひ。ひひ」

　人倫にもとる行こう為いをする者を『人でなし』といい『鬼』という。

　ならば……その者はどれだけ人間と近似の姿をしていても、二重の意味でもう人ではなくて鬼なのだろう。

『食事』の現場は雑居ビルの屋上であった。

　陽光が直に降り注そそぐ場所は――人目を憚はばかるべき惨劇の現場としては、およそ相応ふさわしくない様にも見える。だがこうした場所は、だからこそ盲点にもなりやすい。雑居ビルの屋上ともなれば周りにそれ以上高い建物が無い限り、下から見上げてもそこで何が行われているかは分からない。また風通しが良いだけに匂においもこもりにくい。雨が降っていれば、血けつ痕こんすら洗い流されて残らない。

　そこでその鬼は――人の姿を残しながら人でなくなった存在は、熱心に食事中だった。

　姿格好だけを見れば平凡な中年女性である。

　恐らくは何ど処こかの主婦――だったのだろう。料理中だったのか、エプロンを着けたままで、髪も髪留めでまとめてあり、しかも裸足はだしだ。

　彼女は素手で獲物の肉を引き裂いてはそれを口に運んでいる。

　その貌かおの下半分は――そして胸から肩や腹にかけては、殺した獲物の血で真っ赤に濡ぬれていた。既にエプロンはたっぷりと湿って用を為さず、その女はしかしそんな事はまるで気にした様子も無く、手元の獲物を喰くらい続けている。

　幼い少年の遺い骸がいを。

　その被害者と女の関係が如い何かなるものであったか……多少でも知識と良識がある者ならばそこで想像を止やめるだろう。ヤドリギ――宿鬼と呼ばれるこの怪物による事件は、大抵の場合、最初の被害者は家族や友人である。それはヤドリギの凶暴性と残ざん虐ぎやく性を如によ実じつに示していた。つまり『眼めについた相手から手当たり次第』という事を意味するからだ。

「うひ。うま。うまうま。うま。ひひ」

　既にその少年の遺い体たいに下半身は――無い。

　喰われてしまったのだ。骨ごと。

　普通の人間がこんな現場を目撃すれば、恐怖と動揺で絶句するしかあるまい。

　しかし……

「そこの君」

「――!?」

　何の脈絡も無く突然響く声。

　びくりと身を振るわせて女は辺りを見回した。常識どころか理性の存在すら怪しい有様だが、一応――見られてはまずいという意識が残ってはいるのだろうか。

「君だよ。そこの『成り立て』」

　……いつからそこに居たのだろうか。

　一人の男が立っていた。

　詳細はよく分からない。ゆったりした黒い外がい套とうを身に纏まとい、フードを目深に被っている為、体格も大柄というのが分かる程度で、容よう貌ぼうがはっきりとしないのだ。男――というのも、体格からの想像に過ぎない。声などいくらでも変えられるからだ。

「迂う闊かつな事をしていると鬼おに猟かりが来るぞ」

　ただ――男の声はこの凶悪というのも生なま温ぬるい惨状を前にして、落ち着き払っていた。むしろ少年の遺い体たいを貪むさぼるのに夢中のその女を前に、呆あきれている様な響きが含まれている。

「……誰だれ。あんた」

　女の姿をした怪物が問うた。

　問答無用で人間を喰くらう筈はずの化け物が――だ。理屈ではなく本能的な何かで理解しているのかもしれない。目の前のコレは、コレもまた、人間ではないのだと。

「君の先輩だよ」

　男は気楽な口調でそう告げた。

「君の様な何も知らない『成り立て』に忠告する役目が回ってきてね。好き勝手気ままにに暴れ回ると鬼猟がやってきて滅ぼされるぞ」

　男は右手を挙げて自みずからの首を掻かき切る様な仕草をして見せた。

「それが嫌なら俺おれと一緒に来る事だ。勿もち論ろん――君には選択の自由が在ある」

「…………」

　女は――無言。

「そうか。来ないか」

　あっさりそう判断して男は肩を竦すくめた。

「ではもう一つ先輩としての忠告だ。もし鬼猟に出会ったなら、その包囲の外側に出る事を第一に考えろ。さもなければ滅めつ殺さつされるぞ。彼等の陣の展開半径はおよそ十五メートル。その外側に逃げる事が出来たなら、どれだけ体を破壊されても、君には次がある」

「…………」

　女はやはり答えない。男の言葉の真偽を測りかねているのか、それとも、きちんとその内容を理解出来なかったのか、あるいはもっと別の理由からか。

「携帯は持っているか？」

　問いながら男はまるで体重を感じさせない動きで女に近付いていく。

「借りていいかな？」

　男は女の脇わきに放ほうり出されていた小さな鞄かばんを指差した。

　女はやはり無反応。それを気にした様子も無く――しゃがみこんで鞄の中に手を突っ込むと、男は携帯電話を取り出す。

「もし気が変われば連絡を」

　そう言って携帯を操作する男。恐らく自分の携帯か何かの番号を打ち込んでいるのだろう。やがて操作を終えると、男はひょいとその携帯を投げた。

　赤いその携帯は、緩やかな放物線を描いて女の掲かかげた掌てのひらに収まった。

「生き延びる事が出来れば、君は、我々の一員になる資格がある」

　男はそう言うと、挨あい拶さつするかの様に小さく手を振った。

　対して女はしばし、怪け訝げんそうにその男を見つめていたが……

「……？」

　何度目かの瞬まばたきの僅わずかな時間。

　その一秒にも満たない時間の間に……男の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

「…………」

　女は更に何度か不思議そうに瞬きをする。

　しかし歪ゆがみ狂った食欲に支配された彼女の脳は、単なる情報など興味がない。

　改めて手元の死体に視線を戻すと、女は、無心に骨から肉を引ひき剥はがす――獣の如く自分の顎あごを使って――作業に再び没頭し始めた。







　病院からは徒歩で戻る事になった。

　琴こと音ねが担かつぎ込まれた際には時間優先でタクシーを使ったが、元々、一時間も歩けばマンションにも学校にも戻れる位置関係である。午後の授業はもう終わっている為、二人は付き添っていた担任教師に一言告げてから、帰宅する事にしたのだった。

　琴音の意識は戻っていない。

　もっとも医者によると意識が在あるから安心というものでもない様だ。特に硬膜外出血の場合、当初は意識が在って、本人も大丈夫だと思っていても、後から脳が圧迫されて頭痛を生じ、その後に意識不明――となる事も在るのだとか。

　いずれいせよ、あの場に居ても紅ぐ蓮れんに出来る事は無い。

　むしろ笹ささ原はら家けの人々に余計な心労を与えるだけだろう。

「……紅蓮」

　ふと黙って歩くのにも飽いたかの様に、梨り緒おが声を掛けてきた。

「なんだ？」

「紅蓮は――あの琴音さんの妹には嫌きらわれているそうですが。何か在ったのですか？」

「何でも俺おれの事は調べて知ってるんじゃねえのかよ？」

　紅ぐ蓮れんは皮肉げな口調でそう問う。

　考えて見れば超法規組織であり、更には呪じゆ術じゆつだの何だのと非常識な技術も保有しているミカヅチにとって、個人情報なんぞは、その気になればいくらでも手に入れられるものに過ぎない。それどころか、好き勝手に改編する事すら可能だろう。

「人間の気持ちまでは調べきれません」

　梨り緒おは静かにそう告げてきた。

「周辺に聞き取り調査をしたところで、聞き方によっても印象は変わります」

「俺おれが笹ささ原はら家けの人間に嫌きらわれてるかどうかの事情を知ってお前はどうするよ？」

「修しゆ羅ら奇き兵へいの能力と呪的構造は未知数です」

　梨緒は淡々とした口調で言った。

「呪的構造は多分に呪術行使者の精神状態にも影響を受けます。我々が貴方あなたを洗脳や薬漬けにしてでも、自分達たちの都合の良い様に扱わないのは、そうする事で修羅奇兵としての貴方の機能が失われてしまう可能性を、考慮しての事です」

「……なるほど」

　どうしようもない位に明確で実利的な理由である。

　だが『貴方が心配だから』などと言われるよりは、未まだ信用出来るというものだ。

「俺と琴こと音ねの事についてはどれだけ知ってる？」

「貴方の母親と、笹原家の家長である笹原誠まこととが遠い親しん戚せきである事。その関係から、笹原家がこの街に住む様になった際に接触が在あった事。そして」

　梨緒は一瞬、言葉に詰まった様だった。

「貴方の両親が死亡したとされる火事の原因が、笹原琴音であるという事」

「…………そこまで知ってるのか」

　紅蓮は呻うめく様に言った。

　そう。紅蓮の両親は火事で死んだ。

　そしてその出火原因は――紅蓮に『花火を見せてやりたい』と考えた琴音が、迂う闊かつに神かん薙なぎ邸敷地内において、火を使った事なのだ。細かい事は紅蓮も覚えていないが、花火の火が燃え移った木造家屋は、恐ろしい程の勢いで燃え上がり、壊滅した――それだけは記録にも残っている事実だ。

　だが当時の琴音は未だ幼かった為に、その証言に証拠能力が認められなかった事、そして元々神薙家自体が地元では少々浮き気味というか、近所づきあいも無く、周囲からは『変人の住む旧家』と認識され、敬遠されていた事から、警察や消防も早々に『神薙家自身の失火』として事件を片付けてしまった。

　結果として……琴音は何ら罰ばつせられないまま、今に至るのだ。

「勿もち論ろん、知っています。そもそも、あの事件に手を回して調査を早々に打ち切らせたのは、我々ミカヅチだと聞いています」

「なんだって？」

「見る影もなく没落していたとはいえ、神かん薙なぎ家けはミカヅチ七家の一つ。呪じゆ術じゆつ絡みの研究で非合法的な事もしていたでしょうし、それが公権力やマスコミの調査によって明るみに出るのは避さけねばならなかった――という事です」

　それはつまり……ミカヅチのお陰で琴こと音ねは罪つみの追及を免れたという事か。

「そこまで知ってるなら、想像はつくだろ」

　どうして梨り緒おにそれを話す気になったのかは、紅ぐ蓮れんにもよく分からなかった。

　一昨日、梨緒の姉に、御み杖つえ代しろの家の事情を聞いてしまい――梨緒が自分から話そうとはしなかった彼女の事情を知ってしまった事への、後ろめたさなのか。

　それとも、単に、無関係な誰だれかに、やるせない気持ちを聞いて欲しかったのか。

「琴音は、罰ばつせられなかった」

　勿もち論ろん、十歳未満の幼い子供に刑事罰が科される事は無かろう。

　ましてやあれは悪意ではなく事故の様なものだ。

「琴音の両親にも責任が問われる事は無かった」

　これもミカヅチ側からの事情を知った今では何の不思議も無い事だった。あくまで神薙家の『自滅』として処理する事でミカヅチは件くだんの火事から事件性を排除したのだ。つまり『加害者』や『責任者』が居ては困るのである。

「結局……笹ささ原はら家けの人達たちは、罪の意識を抱えたまま、それを、償つぐなう機会を奪われたんだ」

「それは――」

　少し驚いた様子で梨緒は言葉に詰まった。

「恐らく俺おれを引き取ったのも、遠縁だからとかそういうの以前に、罪つみ滅ほろぼしの積もりだったんだろうな」

　紅蓮は自じ嘲ちようめいた口調で言う。

「ある意味で、刑法ってのはよく出来てるよな」

「刑法？」

「刑事罰ってのか？　懲役何年とかいうアレさ。アレは国が定めた『禊みそぎ』さ。刑期を勤つとめ上げて出てくれば罪滅ぼしは終えてるのだと、国は保証する様なもんだからな」

「……しかし世間的には」

　梨緒の言葉に覆おおい被かぶせる様にして紅蓮は言った。

「問題は世間体とかじゃなくて、あくまで本人の罪悪感の問題さ。笹原家の人達は善良だった。それは琴音を見ていれば判わかる。あんな――牢ろう獄ごくに捕らわれてる様な、胡う散さん臭くさい、小汚い、実験動物のガキにまで、『お友達になりましょう』って言える位に」

「それは……紅蓮、貴方あなたの事ですか」

「結局、けど、引き取ってはみたものの、彼等はその胡う散さん臭くさいガキを家族として受け入れる事は出来なかった」

　梨り緒おの問いには答えず紅ぐ蓮れんはただ言葉を続けた。

「無理もねえよな。自分達たちの罪つみの象しよう徴ちようがそこに居るんだ。俺おれがただあの家に居るだけで、あの人達は裁かれる事の無かった自分達の罪に怯おびえて生きて行かなくちゃならない」

　だから紅蓮はあの家を出たのだ。

　しかし――

「琴こと音ねは俺があの家を出ても、強迫観念みたいに、俺に対する罪つみ滅ほろぼしに固こ執しつしてた。いっそ何らかの罰ばつを公的に与えられれば、あいつも気が済んだかもしれないけど――」

「それで……ですか」

「ああ。けど、鈴すず音ねだけは違う」

　あの火災の当時――鈴音は未まだ物心つく前の幼児だった。

　だから実感としてその罪の意識が無い。多くの人間が自分の生まれる前の出来事など、絵本の中の出来事と大差無い感覚しか抱けないのと同じく――彼女にしてみれば、笹ささ原はら家けが囚とらわれている罪悪感など、全く実体の無い空くう疎そなものであったのだろう。

「あいつはさ、俺がその、琴音の罪悪感ってのにつけ込んで、あいつを奴隷みたいにこき使ってるんだと思ってる」

　実の処ところ、幼い頃は鈴音も単なる同居人として――いや『兄』として紅蓮に懐なついていた。

　だが次第に物事の分別がつくに従って、紅蓮という存在がいかにあの笹原家において異物であるかに気付いてしまったのだ。そして両親や、姉が、必要以上に紅蓮に対して気を使っているという事に。

　あるいはそれは、子供特有の嫉しつ妬と心だったのかもしれない。

　姉が、親が、自分より紅蓮を気にしている。

　それが真っ当な理由のある事ならば、鈴音にも納得出来たかも知れない。

　だがそれが、形も定かでない罪悪感なのだとすれば――

「紅蓮。貴方あなたが言ってやる事は出来なかったのですか？」

　梨緒はその静かな表情に怪け訝げんの色を混ぜて問うてきた。

「何をだよ？」

　紅蓮は立ち止まり、噛かみ付く様な口調で問う。

「あのクソ外道な親を焼き殺してくれてありがとう、感謝してるから気に病やむ必要はないってか!?」

　あの火災で紅蓮がむしろ救われたのは事実だ。

　あのまま両親が生きていれば、彼は、人体実験の果てに他の兄や姉と同じく殺されていたかもしれない。いや。生き延びたところで――結果として紅蓮は人間ではないものに変えられていたかもしれない。

　その事を思えばこそ、紅ぐ蓮れんは琴こと音ねに感謝している。

　彼女があの地獄の様な場所から救い出してくれたのだと。

　しかし――そんな事を琴音やその親に言える筈はずが無い。

「言ってどうなるよ。信じて貰もらえるか？　俺おれの親は子供に人体実験を繰り返して人間以外にしてしまった外道ですって。言って信じて貰えたとして、それからどうなる？」

　それはつまり……紅蓮は自分自身がもう人間ではないのだと告白する様なものだ。

　信じて貰えるかどうか分からない。信じて貰えたとしてもその後――どうなるか分からない。気味悪がられて追い出されるか。それとも――……

「俺はさ」

　紅蓮はとぼとぼと道を歩きながら呟つぶやく様に言った。

「あの家で初めて、人間らしい生き方ってのを教えて貰った。普通の、温かい食事も。普通に、柔らかい寝床も。普通に、ぬくい風ふ呂ろも。全部全部あの家で知った」

　それが罪悪感から取り繕つくろわれた優しさだとしても。

　あるいは哀れな子供への憐あわれみから生じた紛まがい物ものだとしても。

　それは紅蓮が初めて知る――家族というものの温ぬくもりだった。

「家族ってこういうものなのだと……俺はそこに混じりきる事は遂ついに出来なかったけど、それが当たり前の親子なんだって、当たり前の血の繋つながりなんだって、初めて知って、それで、すごく憧あこがれた」

「…………」

　梨り緒おは何度も瞬まばたきをしながら――しかし無言で聞いている。

　紅蓮は溜ため息を一つおいてから更に続けた。

「けど。中学に上がった辺りから、さすがに俺も気付いたさ。俺が居る事で、いつまでも笹ささ原はら家けの人達たちは、罪つみの意識に囚とらわれたままだって。けど――言えない。親を殺してくれてありがとうだなんて、言えない」

　もし――彼等を完全に罪の意識から解放してしまったら。

　彼等が紅蓮を交まじえて家族ごっこをする必要は無くなる。罪の意識が無いならば、こんな得体の知れない胡う散さん臭くさい子供を家に置いておく必要など無いのだから。

　自分が憧れたその『家族の形』が――元よりそれが紛い物であったのだとしても、それが壊れて無くなるのを、見たくなかった。どうしても見たくなかった。たとえそこから離れる事になるのだとしても。

「俺は、自分からあの家を出た」

　せめて常に自分の影があの人達に圧迫を与えない様に。

　彼等がほんの一時でも、罪の意識を忘れられる様に。

　自分は――たとえ笹ささ原はら家けから離れても、あの時の『家族ごっこ』の記憶を抱いていれば、生きていけるから。

「それに琴こと音ねは……」

　紅ぐ蓮れんの――かけがえのない幼おさな馴な染じみ。

　人体実験を繰り返される地獄の様な日々の中で、鉄格子越しに交かわされる彼女との会話だけが、日々の慰なぐさめであり励はげみだった。彼女と明日会ってまたお話をする――その為だけに紅蓮は生きようと思った。それまでただ機械的に、虫の様に、ただ生存本能に促されるまま無目的に生きていた紅蓮が、初めて生きる目標というものを持った。

　彼女を失いたくなかった。

　彼女を――手放したくなかった。

　それが彼女を苦しめていると分かっていても、『もういいから俺おれに構うな』とは言えなかった。彼女だけが紅蓮に生きる希望を与えてくれた。彼女が居たから紅蓮は――今までだって生きてくる事が出来たのだ。

「琴音には、知られたくなかったんだ」

　紅蓮は自じ嘲ちようの笑みを深めて言った。

「あいつにだけは。俺が化け物になったなんて」

　いや。違う。彼女を解放してしまう事が――彼女が自由になって、自分から離れて行ってしまう事が、紅蓮には怖かったのだ。

「紅蓮――」

　梨り緒おが気き遣づかわしそうに紅蓮の顔を覗のぞき込む。

　その時――

「……!?」

　紅蓮と梨緒の携帯がほぼ同時に鳴った。

　共に着信音は歌劇『カルメン』の『第一組曲・闘牛士』――この脳天気とも言うべきアップテンポな曲は、しかし紅蓮の趣味でも梨緒の趣味でもない。送信者の趣味でこれに設定されているだけの事だ。『まあ着信音くらいは明るくしとった方がええやろ』と。

　揃そろって立ち止まり携帯電話を取り出して開く。

　画面には『逆さか木き慎しん一いち郎ろう』の文字が出ていた。

　メールが一通。題名は『アルバイトのお誘い』――勿もち論ろんこれは他人に見られても良いようにという符帳に過ぎない。

「…………これは」

　紅蓮は全身の毛が逆立つのを感じた。

　前の事件からおよそ一ヶか月げつ。

　紅蓮にとっては二度目の――

「逆さか木きさんが迎むかえに来てくれるそうです」

　とメールの文面を見ながら梨り緒おが言う。

　携帯のＧＰＳ機能で二人の位置は常にミカヅチ側で把握しているのだ。

　彼女の台詞せりふを証する様に――

「あれか」

　振り返った紅ぐ蓮れんの視線の先で、白と黒のミニ・クーパーが角を曲がって姿を現した。







　気が付けば見覚えの無い場所に居た。

　白い天井と白い壁と白い床。頭上にはベッドを囲む様にしてレールが設置されており、そこからベッドの周りだけを他から切り取る様にして白いカーテンが垂らされている。

　まるで病院みたい――とぼんやり考えてから、琴こと音ねは、ようやくそこが本当に病院の一室らしいという事に気付いた。

　何だか頭が痛い。

　何か集中して考えようとするとずきずきと痛むが、しかしそれでも自分がどうしてこんな場所に居るのか、気を失う直前までの記憶を辿たどる事が出来た。

　斜め上から見下ろす紅蓮と梨緒の後ろ姿。

　気き遣づかわしげな表情でこちらを振り返ってくる紅蓮。

　次の瞬間、突然斜めに傾いて――

「そっか……」

　琴音はひっそりと自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべた。

　階段から足を滑すべらせて落ちたのだ。

　そそっかしいのは今に始まった事ではないが、病院に担かつぎ込まれる様な事態になったのは初めての事だ。

　三限目と四限目の境の休み時間。

　教室の移動の際、琴音は紅蓮と梨緒から少し距離をとっていた。もう自分は紅蓮にあまり近付かない方が良いのではないか……そんな風に思ったからだ。

　だが元々長い付き合いだ。そう簡単に気持ちを切り替える事は出来ない。意識して距離をとりつつも――つい紅蓮と梨緒の二人を見ている時間が増える。むしろ紅蓮の方を見ている時間は、以前より増えた様な気さえした。

　何の話を紅蓮と梨緒はしているのか。

　どんな表情を紅蓮は梨緒に見せているのか。

　そんな些さ細さいな事が……気になり出すときりがなかった。気が付けば紅蓮と梨緒を目で追ってしまっている。常に二人の事が気に掛かる。そちらにばかり注意が向く。

　だから――つい自分自身の足下への注意がおろそかになり、階段で足を踏み外した。

　間の抜けた話だが、恐らくそのまま階段を転げ落ち、頭を打って、自分は気を失ったのだろう。階段から落ちて頭を打って気絶、となると、やはりただ事ではない。恐らく教師達たちが慌てて救急車を手配、琴こと音ねは此こ処こに運び込まれたに違いない。

「…………」

　ふと琴音はベッドに横たわったまま辺りを見回した。

　紅ぐ蓮れんか、それとも親か妹の鈴すず音ねか、誰だれかが側そばに居てくれるのではないかと思ったのだ。

　だが琴音のベッドの脇わきには丸まる椅い子すが一つ置かれているが……そこには誰も座っていない。

　そっと手を伸ばしてカーテンを開いてみると、それが四人部屋の一つである事が分かった。壁際に二基ずつベッドが並べて置かれている。琴音の足下の方向――つまり対面のベッド二台は空いていた。

「……あ」

　琴音は自分の隣となりに並んでいるベッドに、初老の女性が横たわっているのに気付いた。

　窓際のそのベッドは、少しだけ起こされて、まるで大きな安楽椅子に腰掛ける様な姿勢で老女はのんびりとした視線を前方に放散していた。

「あら」

　老女は琴音に気付いた様子で言う。

　だが――

「気が付いたの？」

「あ……はい」

　頷うなずく琴音。

　だが老女は――前方を向いたまま、つまり琴音の方には全く眼めを向けずに言った。

「学校の先生と、それからお友達みたいな男の子と女の子が一人ずつ、付き添いで来ていたわよ。それからその後にお父さんとお母さん、それから妹さんが。お父さんとお母さんは今廊下で先生のお話を聞いているみたい」

「…………そう、ですか」

　少し戸惑い気味に答える琴音。

　老女が、全く彼女の方を見ようとしないからだ。頑かたくなとも言える程に、ただ真まっ直すぐ前を向いている。身動きが出来ないという様子ではないのだが――

「ああ。ごめんなさいね」

　何か琴音の様子に気付くものがあったのだろう。老女は少し琴音の方に顔を向ける。だが……それでもやはりその両眼は、琴音に焦点を合わせる事は無かった。

「…………あの」

　琴こと音ねは気付く。

　この女性は――眼めが見えないのだ。

「ええ。ごめんなさい。眼が悪いのよ」

　老女はあらぬ方向に苦笑を向けながら言った。

「声で大体の方向は分かるのだけれど」

「ごめんなさい」

「どうしたの、どうして謝るの？」

　老ろう婆ばの苦笑はとても穏やかで優しい感じだった。

「あの……えと……」

　考えてみれば、眼が見えない事を老女本人が恥はずかしいと思っていなければ、別に『眼が見えないのだ』と他人に告げる事も、どうという事はあるまい。むしろ琴音の謝罪は、盲もう目もくの人物を差別したり侮ぶ蔑べつしたりする考えにも通じかねない。

「もう眼が見えなくなって二年程になるから。大丈夫よ。もうあんまり気にならなくなったから。貴女あなたも気にしないでね」

　上品な口調で老女はそう説明してくれた。

「むしろ眼が見えない分、年寄りの癖に耳ばっかり良くなって」

「そ……そうなんですか？」

「ええ。別に貴女の事も聞こうと思って聞いていた訳ではないのよ。もし気分を悪くしたら、それこそ、ごめんなさいね」

　老女の言っているのは、恐らく先の教師や同級生が来ていた云うん々ぬん、両親が現在医者と廊下で会話中云々といった部分だろう。

「いえ、全然。教えてくださってありがとうございます」

　琴音は微笑してそう言ってから――この老婆には笑い掛けても意味がないのだと気付いて、改めて言い直した。

「本当に、ありがとうございます、嬉うれしいです」

「そう？　良かった」

　老婆もやはり少しずれた方向を向いたまま、上品な微笑を浮かべてそう言った。







「――今回、ヤドリギの発見は早かった」

　車を運転して現場に向かいながら逆さか木きはそう言った。

「どうも、成り立てで、しかもかなり迂う闊かつな性格やったらしいな。発作的に手近な人間襲って喰くらって、それで、すぐにばれた」

「性格――」

　紅ぐ蓮れんは何か奇妙な言葉の様にそれを呟つぶやく。

　人食いの怪物に性格の差などが在あるのか。

　一律にただ残ざん虐ぎやくで凶暴という印象が在るが――

「まあ、確かにヤドリギは取とり憑ついた人間の中身を書き変えてしまうけどな。途中でヤドリギの個性パーソナリテイと母体になった人間の個性が混在する時期が在る」

「…………」

　言われて紅蓮が想おもい出すのは、やはり杉すぎ崎さき由ゆ奈なの事だ。

　ヤドリギになった彼女は確かに残虐で凶暴だったが、多分に人間の頃の――紅蓮を好きだと言ってくれた少女の性格を残していた。正直、どの辺りまでが杉崎由奈で、どの辺りまでがヤドリギだったのか、紅蓮には区別が付かなかった位だ。

「最終的に、ヤドリギも人間側の影響を受けるしな。まあこの辺は個人差、個体差がでかいって事くらいしかわかっとらん。とっつかまえて調べてる余裕もあらへんからな」

　それこそ捕まえられれば、ヤドリギは自害してその体を棄すてる。そうなればヤドリギの本体は別の犠ぎ牲せい者しやを探し出して取り憑くだけだ。ヤドリギを呪じゆ術じゆつ部隊――〈滅めつ組ぐみ〉の封ふう滅めつ陣じんの中に捕らえたままならば、あるいは脅おどしも利くかもしれないが、封滅陣は場所や時間の影響を受けやすい為、展開したままの移動が出来ない。

　この為、現場で捕まえても、ヤドリギを安全に搬送する方法が無いのだ。

　結果――ヤドリギは見つけ次第封滅する、という事にならざるを得ない。

「とにかく、そいつはビルの屋上に獲物を連れてって喰くっとったんやが。どうも夢中で喰うとる内に血が飛んで、隣となりのビルの窓についたらしい。これを不審に思おもた連中が辺りを調べて――発見された」

　丁度、以前にその付近で自殺騒ぎが在ったとかで、近隣のビルの人間は多少その手の事に神経質になっていたらしい。万が一の事も在ると調べた結果……万が一どころか屋上で獲物を喰っていたヤドリギを発見してしまったのである。

「そのまま、五人が殺された」

　逆さか木きは、まるでその辺に生えている木の数を数えるかの様な口調でそう言った。

　基本的に、一般人に混じって調査をする関係上、この逆木という男は他の部署のミカヅチ関係者よりさばけているというか、言動は一般人に近い。だが……それでも時折、こうしたひどく殺伐としたものが、ひょっこり顔を出すのだ。

「この時点で警察に連絡が入り、事件は警察の回線に『枝』付けて調べてるうちら〈索さく組ぐみ〉の知る処ところとなった――と。そのまま先行した〈索組〉が現場を封鎖、〈滅組〉と〈繕ぜん組ぐみ〉も手伝って情報漏ろう洩えいとヤドリギの逃亡を防いどる」

　物理戦闘部隊――即すなわち重武装の〈破は組ぐみ〉はどうしても目立つ上に、出動準備にも時間を喰くう為、まず事件が起こればこうした『裏方』が先行して現場を一般人の眼めから隔離するのである。

「まあ――真っ昼間ってので色々封鎖には手間喰ったけど、ヤドリギ事件としては平凡なもんやな、これは」

「平凡……って。人が死んでるんだろ、五人、いや七人」

　最初の犠ぎ牲せい者しやと、そして、ヤドリギに憑つかれた本人と。

「比較論に過ぎへんよ」

　と逆さか木きは平然とそう言った。

「もっときっつい現場は幾つも在ある。そもそも未まだ特殊能力も発現してへんみたいやからな。第二段階辺りか。ともあれ――」

　逆木は車を停とめる。

　驚いた事にそれは……ビジネス街のど真ん中だった。

「これならお前さんのミカヅチ・デビューとしちゃ、悪ぅないと、上は判断したんやな」

「なんだって？」

「この間は俺おれ等らの知らん所で勝手にやり合うたやろ？　そやから、ノーカン。まあきちっとデータとらせて貰もらうには、今回は、丁度ええ相手やろってこっちゃ」

　ミカヅチは――この事件をあくまで低い脅きよう威い度で見積もっており、それ故ゆえに、紅ぐ蓮れんの『実戦試験』に丁度良いと考えているらしかった。

　梨り緒お、逆木と共に紅蓮は車を降りる。

　辺りを見渡すと――真昼のビジネス街だというのに、全く人の姿が見当たらない。

　窓越しに建物の中を覗のぞいてみても、煌こう々こうと照明はついているものの、その中に動く影が全くないのだ。

　代わりに――

「これは……」

　地面に。あるいはビルの壁面に。またあるいは交通標識に。

　何やら模様とも文字とも回路図ともつかない奇妙なものを書き込んだ紙がぺたぺたと貼はり付つけられている。大きさはクレジットカードくらいのものだが、それらが、一定間隔で何枚も何枚も、配置されているのだ。

「結界の符や。まあ、物理的に現場を封鎖する様な効力はさすがにあらへんけどな。人払いくらいは出来る代物や」

　呪じゆ術じゆつは基本的に人間の精神に作用する。

　物理的な効果が出る場合でも、それは一旦人間の精神に作用し、そこから更に物理的な力を引き出すという過程プロセスを経る。それ故に、物理的な影響力を実際にもたらすのは非常に難しい――というより効率が悪い。

　だが逆に『此こ処こから立ち去りたい気分にさせる』『此処に近付きたくない気分にさせる』程度の事は可能、というよりそれこそが呪じゆ術じゆつの本領だ。

　恐らく……この現場付近の人間は、それと自覚する事も無く現場から退避させられたのだ。殆ほとんど催さい眠みん術を掛けられた様な状態だろう。後々、細かい部分での帳ちよう尻じりが合わなくなってくる可能性は在あるが、それは〈繕ぜん組ぐみ〉の仕事だろう。いずれにせよまさか呪術を掛けられた者達たちも、何かおかしいとは感じるかもしれないが、『危険だからと鬼おに猟かりの現場から呪術で退避させられた結果』だとは思うまい。

「装備はトランクに入っとる。働いてもらうで、神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん」

「…………分かってる」

　自分の体を研究させる代わりに、戦闘技術を教える事と――もし可能であるならば普通の人間に戻れる方法を探る事。それが紅蓮とミカヅチの間に在る交換条件だ。

　ならばここで嫌とは言えない。

　既にミニ・クーパーの後ろに回った梨り緒おが、装備の入ったトランクを降ろしている。

「着替えはその辺のトイレででもすりゃええ」

　念の為なのだろう。自身も腰の後ろからベレッタ・Ｍ８０４５〈クーガー〉自動拳けん銃じゆうを抜きながら逆さか木きは言った。

「格好悪わりぃな、おい」

　顔をしかめて紅蓮はそう毒づくのが精一杯だった。







　ヤドリギには本能ともいうべきものがある。

　例えば自分は人間を喰くわねばならないのだという自覚。

　人間という要素を、根本的な部分で喪失しているヤドリギは、人間を喰わねば人間の形態を――というより人間としての基本機能すら維持出来ない。人間が空気を呼吸し、食物を食べ、水を飲まねば死んでしまう――人間という『状態』を維持出来ずに死体という『状態』に変化してしまう様に、ヤドリギは、人間を喰わねば、自身を維持出来ないのだ。

「――ぎっ!?」

　ヤドリギは――半日前まで、家事と子育てと趣味の園芸に明け暮れる平凡な主婦に過ぎなかった女性を乗っ取ったその精神寄生体は、近付く敵意を察知した。

　だが……

「――！」

　突然、腕に衝撃が走った。

　愕がく然ぜんと己の腕を見るヤドリギ。

　掌てのひらに、まるでキリスト教で言う処ところの『聖せい痕こん』の様に、丸く、穴が開いていた。

　音は――無い。

　ただすぐ側そばに在あった窓まど硝子がらすが粉々に割れていた。

　狙そ撃げきされたのだ。銃声は銃声抑制器サプレツサーで消されているのだろう。

「ぎ……ひ……」

　痛みはそう大きくない。ヤドリギの感覚は、基本的に痛覚に限っては非常に低いものに抑え込まれている。そもそも人間に何倍も勝る再生能力を持っているヤドリギに、危険信号としての『痛み』はあまり意味が無いのだ。それは触覚の延長程度のものでしかない。

「……うぎひっ！」

　ヤドリギは走る。

　ビルの中を――人の姿の絶えたコンクリートの筺はこの中を、走って逃げる。

　肉体の痛みには強いヤドリギだが、逆に、いやそれ故ゆえに、敵意や害意や殺気というものには敏感に反応する。それを微弱な痛みとして察知するのだ。逆に人間の恐怖や動揺といったものは快楽としてヤドリギは感じ取る。だからこそ彼等は敢あえて生きたまま人間を喰くう。出来るだけ長く生かして喰う。その方が気持ちが良いからだ。

「……！」

　着弾。今度は額に穴が穿うがたれる。

　後頭部から脳のう漿しようを噴ふき出だしつつ仰のけ反ぞったヤドリギは、しかし体勢を立て直す事も敢えてせず、そのまま転倒し、ごろごろと転がりながら廊下を進んでいく。

　その後ろを――



　がん！　がん！　がん！　がん！



　着弾音と弾だん痕こんが、まるで点線の様に追いかけていく。

「ひぎい！」

　ヤドリギはまるで昆虫の様に床から跳はね上がった。

　そのまま天井の照明器具や火災報知器に指を食い込ませて張り付くヤドリギ。

　その下を、弾痕が通り抜けていった。

「…………」

　ヤドリギは天井そのものに指を食い込ませながら、逆さまになって――ゆっくりと、まるで重力が通常と反対に働いているかの様な体勢で、進んでいく。

　銃撃はとりあえず止やんでいた。

　外の狙撃手からは、天井に張り付いたヤドリギが死角になって見えないのだ。

「………ひひ。うひ」

　ヤドリギは笑う。

　相手が近付いてこないのならば、いくらでも死角を伝って逃げる事は可能だ。

　だが――

「――ひ。ぎ？」

　ヤドリギの鋭敏な感覚が更に告げる。

　人の姿の絶えたビルの中で――何かが動いている。

　逆さまに天井にぶら下がりながら、感覚の示すままに視線を向けるヤドリギ。

　廊下の奥……そこにはエレベーターが在あった。

　鉄製の扉は閉まったままだ。しかし、その上に設けられた階数表示が次々と上の階を示して行く。二階。三階。四階。そして――

　ちん、と音と立てて五階、即すなわちヤドリギの居る階層の扉が開いた。

「…………」

　一つの人影が鉄の筺はこの中から歩み出た。

　その人物は――何やらウエットスーツの様な、黒く体にぴったりと貼はり付つく感じの衣装をまずまとい、その上から大層な印象の防具を身に着け、右手には拳けん銃じゆうを携えていた。

「うひっ」

　ヤドリギは――むしろ喜んだ。

　次の獲物が自みずからこちらに近付いてきてくれた。

　まず指を全部へし折ってから一本ずつねじ切って食べよう。

　そんな風に考えながら――かつて人間であった筈はずの化け物は、天井を蹴けって、跳んだ。







　屋内では長物――いわゆる小銃や短機関銃といった大きめの銃器はむしろ邪魔になる事も多い。特にそうした大型銃器の取り回しになれていない人間は、部屋の出入り口の幅や、壁までの距離を見誤り、引っかけてしまう事が少なくないからだ。

　紅ぐ蓮れんも一ヶか月げつばかり訓練を受けたとはいえ、未まだ到底、熟練者とは言えない。

　だから彼が持たされたのは最低限の護身用という意味も含めて、対ヤドリギ専用弾頭を込められたグロック21自動拳銃と、呪じゆ術じゆつ仕込みのナイフ一本のみだった。

「…………」

　頼りない。

　エレベーターの中で紅蓮は何度もグロックの銃把を握り直す。

　何度も何度もそれは凶器だと教えられた。

　人間など一発で殺せるだけの威力を秘めているのだと。だから取扱にはとにかく注意せねばならないとくどい位に言われ続けた。

　45口径。米陸軍が、八十年以上も正式拳けん銃じゆうの弾たまとして使い続けた対人用軍用弾。強い反動と引き替えに大の男でも一発で沈黙させられるだけの大口径弾に、仕込めるだけの呪じゆ術じゆつを仕込んだ対ヤドリギ用特殊弾だ。

　だがこの武器でもヤドリギを殺しきる事は出来ない。

　精々がその動きを止める位の役にしか立たないのだ。無論、何十発と命中させて徹底的に――再生や復元が追いつかない程に相手の肉体を破壊すればまた別だが、それにしたところで、ただ、ヤドリギ本体が肉体から遊離して次の犠ぎ牲せい者しやを捜さがすだけの事である。

「くそ……」

　紅ぐ蓮れんは遊底スライドを引いて初弾を薬室に装そう填てん。

　視線を上げると階数表示が丁度、五階に差し掛かった所だった。

　ちん、と何ど処こか古臭い音を立ててエレベーターの扉が開く。

「――！」

　まさかいきなり対面する事になるとは思ってもみなかった。

　そこに居たのは――単に姿形というだけなら、平凡な主婦だった。

　年齢は三十代前半といった所か。

　平凡な顔立ちで、邪魔にならないようにと髪をひっつめており、着ている服の上からエプロンをしている。脚あしは素足だ。もっとも全身は血にまみれ、既にエプロンなどは乾かわいた血でどす黒くなっていたが。

　恐らく普通に家事をしている最中にヤドリギに取とり憑つかれたのだろう。

「うひっ」

　相手は紅蓮の存在に気付くと、物もの凄すごい勢いで天井を――そうだ、壁でも床でもなく、天井を走りながら、紅蓮に向かって近付いてくる。重力に逆らうその動きの痕こん跡せきとして、指の食い込む跡を点々と天井に残しながら。

「――ッ！」

　反射的に跳ぼうとして、しかし紅蓮は改めてそこが狭い雑居ビルの廊下だという事を思い知らされた。状況確認も無く横に跳んだ彼は、壁に激突するだけの結果となったからだ。

「ひぎい」

　姿勢を崩す紅蓮の上にヤドリギがのしかかってくる。

　平凡な――顔立ち。

　しかしその顔の殆ほとんどは異様な斑まだら模様になっている。

　乾いて鉄てつ錆さび色になった血と、乾ききっていなくてどす黒く濁にごった血が、平凡な筈はずの女性の顔を怪物の様に隈くま取どりしている。いや。これは怪物だ。人の形をしていてももう人間ではない。人間は人間を素手で引き裂いて喰くったりしない。

　だからこれは――

「――ッ！」

　倒れながら紅ぐ蓮れんは拳けん銃じゆうをヤドリギに突き付ける。

　だが――

「…………！」

　引き金を、引けない。

　躊ちゆう躇ちよが残る。

　それは――相手が、女、だったからか。

　杉すぎ崎さき由ゆ奈なと同じ、女、だったからか。

　それとも杉崎由奈と同じ、人の形、だったからか。

「ぐおっ……！」

　体を床に打ち付けられ衝撃が全身を走り抜け、筋肉が予期せぬ形で勝手に反応する。引き金に掛けていた指が痙けい攣れんし、殆ほとんど暴発の様な形で紅蓮はグロックを発砲していた。

　どすん――と、爆音と言うよりも何かを叩たたく様な、何ど処こかくぐもった銃声は、銃口に取り付けた銃声抑制器サプレツサーの効果だ。

　ちいん――と修羅場に似合わぬ澄んだ音を立てて金色の空から薬やつ莢きようが床に跳はねる。

　ヤドリギは大きく仰のけ反ぞっていた。

　紅蓮の一撃が胸の真ん中に着弾したからである。45口径弾の一撃。しかも対ヤドリギ用の呪じゆ術じゆつ仕込み。それだけではヤドリギを殺しきれないとはいえ、相当な『痛み』にはなった筈はずだ。

「ぎい！」

　だが次の瞬間、がくん、と発条仕掛けの様にヤドリギは姿勢を戻した。

　エプロンと服のせいで着弾箇所はよく見えないが、恐らくすぐに修復が始まっているだろう。平凡な筈の顔を非ひ凡ぼんに――口の両端はしが裂け上がるかの様に引き歪ゆがめて、笑う。

　これも普通の人間の歯が並んだ口が、紅蓮目掛けて――

「――ッ!!」

　紅蓮は巴ともえ投なげの要領で、両りよう脚あしを使い、ヤドリギの体を跳ね上げた。

　ヤドリギの腕力は異様に強いが、体重そのものは普通の人間と大差ない。紅蓮の肩を掴つかんだ両手の肩を支点に、大きく半円を描いてヤドリギは紅蓮の頭上に叩き付けられた。

　肩の防具を削りつつ爪つめが滑すべり、ヤドリギが紅蓮から離れる。

　紅蓮は転がって距離をとり、そこでようやく立ち上がった。

　ヤドリギも四メートルばかり向こうで悠然と身を起こす。無論、投げられた事など何ら痛つう痒ように感じていない様子だった。

「……く」

　紅ぐ蓮れんは両手でグロックを構えた。

　撃つべきだ。撃たねばならない。さもなければこっちが殺される。

　分かっているが――

「――御お兄にい様さま」

　紅蓮の耳元で誰だれかが囁ささやいた。

　こんな場で？　――と焦しよう燥そうと驚きよう愕がく混じりに思う紅蓮。だが考えて見れば今までだって時と場所を選んではくれなかったのだ、この『妹』は。

「どうしたの？」

　ヤドリギを睨にらみ据える紅蓮の視界の端はしで、黒髪の、そして喪服の様に黒い和装の少女が首を傾かしげてこちらを見ている。普通の人間ではないのは明らかだ。この場に突然現れた事もそうだが――何より、その頭部には一対の突起物――即すなわち『角』が在ある。目の前のヤドリギよりも余程に『鬼』らしい姿であった。

　神かん薙なぎ深しん紅く。

　少なくともコレはそう自みずから名乗っている。紅蓮の双子の妹である――とも。

　だが紅蓮には妹など居ない。少なくとも紅蓮は居たなどと聞いていない。そもそもこの『妹』が現実に存在するかどうかすら紅蓮には分からない。何しろコレは紅蓮にしか見えないのだから。

「どうして修しゆ羅ら奇き兵へいになって闘たたかわないの？　そんな無粋な武器も要らないのに」

　と深紅が指差すのは紅蓮の持っている拳けん銃じゆうだ。

「刃物で充分。いえ素手でも充分」

「――黙れ」

　唸うなる様な紅蓮の声に怯ひるむ事も無く、むしろより楽しげに口くちの端はを吊つり上げて笑いながら深紅は続けた。

「私達たちは化け物を越える化け物、怪物を狩る怪物として作られたのだから」

「黙れ……！」

　多大な努力を払って視線をヤドリギに固定しながら紅蓮は喚わめいた。

「酷ひどい御兄様」

　ころころと陶鈴を鳴らすかの様な声で笑いながら深紅は言った。

「妹が御兄様を心配して出てきてあげたのに」

「うるさい」

「なんだったらお手伝いしましょうか？　呪じゆ文もんは覚えている？」

「黙れと言ってるんだ！」

「ミカヅチの方々もお待ちかねよ。気付いていない？　この建物の周りはぐるりと狙そ撃げき手しゆが配置されているわ。その連中はどうして今、攻撃をしてこないと思う？」

「…………」

　ヤドリギは普通に窓際に立ってその身を外部に晒さらしている。

　という事は深しん紅くの言葉が本当ならば、ミカヅチは紅ぐ蓮れんに対して援護射撃が可能である筈はずなのだ。なのにそれは行われていない。

　何な故ぜか？

　言うまでもなく『成って見せろ』と言っているのだ。

　修しゆ羅ら奇き兵へいという名の――怪物を狩る怪物に。

　集団戦ではなく一対一で怪物を殺せる化け物に。

「ひぎっ！」

　だん！　と床を踏み抜く強さでヤドリギが駆け出す。

「――ッ！」

　緊張と興奮で間延びした時間感覚の中で紅蓮は見る。

　人の姿をした――人間の女の形をした怪物が迫ってくる。平凡な顔を血に染めて。平凡な歯を剥むき出しにして。平凡な指を突き出しながら。平凡な脚あしで――しかし非ひ凡ぼんな速度で。

　異形とはつまりそういう事だ。

　全く人間と似ても似つかない形状なら、むしろ恐ろしくはない。

　人間と似たものが人間と微妙にずれた形になって、人間と異なる行動をするからこそ、そこに吐き気を催もよおす様な嫌けん悪お感と恐怖感が生まれる。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ……あああああ！」

　理性が沸ふつ騰とうする。

　迫り来るヤドリギに向けて、吼ほえながら紅ぐ蓮れんは引き金を引いていた。

　撃つという自覚は殆ほとんど無い。ただ迫り来る脅きよう威いに向けて体が反応しただけだ。あるいは深しん紅くがそうさせたのかもしれなかった。

　くぐもった銃声が立て続けに響く。

　十二発の45口径弾がヤドリギに撃ち込まれ、その体が揺れた。廊下が狭いお陰で奇跡的に弾たまは全すべて命中。大の男でもまともに喰くらえば地に這はわざるを得ないという大口径軍用弾を、しかし十発以上も喰らって――ヤドリギは、倒れない。

　がくんと、動きを鈍らせてその場に立ち止まりはしたが、しかし、死なない。

　ほんのわずかに時間を稼かせいだだけだ。

「ひがっ……がぁっ……！」

　歯を剥むいてこちらを威い嚇かくするヤドリギ。

　もう完全に人間ではなくその所作は野獣そのものだ。

「――だから御お兄にい様さま。殺してあげましょう？」

　楽しげに深紅は言った。

「殺してあげるのが、あの人の為でもあるから」

「黙れ――」

　そんな詭き弁べんは聴ききたくない。

「じゃあ死ぬ？」

　何でも無い事の様に深紅は尋たずねてきた。

「ああ。それも良いかも。御兄様と深紅は一緒に逝くの。あの忌々しい琴こと音ねをおいてね」

　琴音。紅蓮の幼おさな馴な染じみ。

　あの地獄の様な日々に差し込んだ希望の光。

　彼女は――

「…………くそっ！」

　成りたくない。

　化け物になんか成りたくない。心も体も化け物に成り下がりたくない。

　だから殺したくない。だから変身したくない。既に一度踏み出してはいるものの、二度三度と繰り返す内に戻れなくなるのではないか――そんな恐怖が常につきまとう。

　琴音の所に戻れなくなるかもしれない。

　それが――ただ怖い。

　しかし……

「ひいいいいいいがああああああああ！」

　人とも獣ともつかぬ咆ほう哮こうを放ちながら、ヤドリギが駆け出す。

「――！」

　反射的に引き金を引こうとして、しかし紅ぐ蓮れんはグロックの遊底スライドが開いたまま止まっている事に気付いた。弾たま切ぎれだ。

「ひぎゃお！」

　横殴りに飛んでくるヤドリギの腕の一撃を紅蓮は身を沈めてかわすが――しかし、反射的に頭部を庇かばおうとしたせいか、腕が体より後に残った。

　ヤドリギの一撃がグロックを直撃。

　樹じゆ脂し製せいのフレームを粉々に砕かれ、軍用拳けん銃じゆうは破片を振りまきながら吹っ飛んでいた。

　まずい。武器を奪われた。

「ぎぎい」

　伸びてくる両腕を、やはり反射的に伸ばした両腕で押おし留とどめる。

　相手の膂りよ力りよくは羆ひぐま並だ。まともに喰くらえば頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつするか――いや、頭部が胴体から引きちぎられるかもしれない。たとえ腕を犠ぎ牲せいにしてでも頭部を守らねばならなかった。

「ぐあっ……！」

　みしりと両腕の骨が軋きしむ。

　ヤドリギは――逆に紅蓮の両手を掴つかみ返し、これを胴体から引き抜こうとしていた。

　女の素足が紅蓮の腹部に掛かる。見た目は華きや奢しやだがその気になればコンクリートを踏み割る脚あしだ。それが紅蓮の鳩みぞ尾おちに食い込んでいた。腕を引いて。体を押して。ヤドリギの力なら人形の腕を抜く様に紅蓮の両手を引きちぎる事も可能だろう。

「あああああっ！」

　悲鳴を上げる紅蓮。



　――銃声。



「ぎぎっ!?」

　ヤドリギが紅蓮から手を離して振り返った。

　その背後――廊下の奥でＨ＆Ｋ・ＵＭＰ短機関銃を構えているのは、梨り緒おだった。

　恐らくエレベーターではなく、階段を使って五階まで上がってきたのだろう。

「――紅蓮！」

　続けざまに銃弾を送り込む梨緒。

　ヤドリギが梨緒の方に向き直った。

「今の内に！」

　それでも躊ちゆう躇ちよが紅ぐ蓮れんの中には在あった。

　しかし――

「ぎぎぎぎぎ！」

　ヤドリギが梨り緒おに向かって走り出す。

　殺される。間違い無く。たとえ銃で武装していても一人では――

「――くそ！」

　梨緒が殺される様は見たくない。

　そう思った。

　どれだけ無愛想で生意気でも。自分を監視するいけ好かない女でも。

　それでも――梨緒は助けにきてくれた。

　恐らく彼女にもミカヅチ上層部からは『様子見』の命令が下っていたであろうに。

「――臨りん！」

　叫びは裂れつ帛ぱくの気合いが込められていた。

「……火付きの悪い御お兄にい様さまには苦労するわ」

　苦笑めいた深しん紅くの声が脳裏に響くが、気にしている余裕は無い。

　殆ほとんど本能的に――あるいは深紅が無意識下にそう教えてくれたのか――紅蓮は緊急起動用呪言を詠唱している。本来の九く字じとは別、いわば圧縮型だ。

　代わりに両手を素早く組んで印を切る。

「――兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜんッ！」

　かちりと何ど処こかで何かが組み変わった。

　まず最初に生じる変化は――髪。

　髪は古くから霊力が宿ると言われている。日本神話や仏教説話には類例が多数見られるが、キリスト教の旧約聖書に記される『怪力サムソン』の話など、他にも髪こそが神秘の力の原動力であるとする伝説や神話は多い。

　ぞわりと在り得ない速さで伸びた紅蓮の髪は、それ自体が意志在るものの様に蠢うごめきながら、彼の全身に絡み付いていく。防具の下に滑すべり込み、あるいは戦闘服の内側に入り込み、筋肉や血管の形状を模もした形に自みずから編み上がって新たな表皮を形作る。

　いや。それだけではない。

　黒髪は紅蓮の肩で蛇の様にうねりながら、新たな形状を生み出していく。

　もう一対の――腕。

　髪をより合わせて作られている筈はずのそれは、しかし、本来の腕と同様に関節を備え、掌てのひらを、そして指を備え、紅蓮の両肩で翼の様に広がった。

　呪じゆ術じゆつ稼働する副腕である。

　最後に紅蓮の顔が完全に覆われ『変身』は完成した。

　修しゆ羅ら奇き兵へい。

　黒い――異形を狩る異形。

「ぬああああああああああああッ！」

　紅ぐ蓮れんは叫びながら走り出す。

　彼はもう相手を『女』とも『人』とも認識していなかった。むしろ梨り緒おという『女』を襲う化け物でしかない。相手が梨緒を襲おうとした事で――そう割り切る事が出来た。

「ぎ――!?」

　梨緒に向かっていたヤドリギは、愕がく然ぜんと振り返った。

　あの理性すら何ど処こかに落としてきた様な怪物にも――いや、だからこそ、分かるのだ。

　天敵に対する本能的、根源的な恐怖と警戒。

　先程と立場が逆転していた。

　飛び掛かった紅蓮は、ヤドリギをその場に押し倒し、腰から抜いていたナイフをその顔面に突き立てる。

　がつんと鈍い手て応ごたえを残して、ナイフの切っ先はヤドリギの鼻の付け根に深々と突き刺さった。恐らくは軟骨を貫つらぬいたのだろう。紅蓮は無我夢中でナイフの柄に付いているボタンを押し込んだ。

　ばし！　と音を立てて柄に内蔵された電池により刃に彫ほり込こまれた呪じゆ術じゆつ紋が励れい起き。

「ぎおおおおお!?」

　全身を痙けい攣れんさせるヤドリギ。

　その様子を見下ろしながら――

「さあ。ばらばらに解体して、中の可愛かわいいヤドリギの魂こん魄ぱくを引きずり出しましょう」

　深しん紅くが舌なめずりをしながらそう言ってくる。

　同時に、がり、とヤドリギの指が紅蓮の被った仮面の頬ほおを掻かいた。

　ごっそりと強化樹脂がその爪つめに抉えぐられているのを見て、紅蓮は表情を歪ゆがませながら更にナイフを振り上げて――振り下ろす。

　何度も。何度も。何度も。何度も。

「ああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　殺しても殺しても死なない。

　潰つぶしても潰しても止まらない。

　やがて――

「――ッ！」

　甲高い異音を立ててナイフの手応えが変化する。

　刃が、折れた。

「あああああああああああああああああああああああああああ――ッ！」

　だが未まだ動いている。

　既にヤドリギの顔はぐずぐずの肉塊になっていて、目鼻立ちすら判然としないのに、それでも、がりがりとその指が紅ぐ蓮れんの全身を引ひっ掻かき、爪つめで抉えぐろうと試みている。

　手が動いて、懐ふところから何かを取り出そうと――

「…………ッ！」

　既に声にならぬ声で吼ほえながら紅蓮はヤドリギの口に右手を突っ込んだ。

　鋼鉄の様な強度を示して、紅蓮の指はヤドリギの口こう腔こうを貫通――延えん髄ずいにまで達した。

　殆ほとんど反射的な動きなのだろう、腕が痙けい攣れんし、からからと音を立てて何かが床を滑すべっていく。それは――

「……!?」

　そちらを一いち瞥べつする紅蓮。

　武器や凶器ではない。単なる折りたたみ式の携帯電話だ。開かれた画面に誰だれかの名前と番号らしき数字が並んでいる。この期に及んでヤドリギは何ど処こかに電話をしようとしたのだろうか。

　いや。どうでもいい事だ。

「ぬううううああああああああああああああああああッ！」

　紅蓮は視線をヤドリギに戻すと――更に突き刺した手を強引にねじった。まるで、ナイフを、こじるかの様に。

　みりみりと布を裂く様な音を立てて筋肉繊せん維いが引き裂かれていく。

　右手をこじる事で生じた顎あごの隙すき間まに左手も突き入れる。

　右手を上顎に。左手を下顎に。

　指を掛けて――開く。

　ぶつりと音を立ててヤドリギの上うわ唇くちびるから上が、胴体から分離した。下半分を欠いた頭部を掴つかんだまま、紅蓮はそれを床にたたきつけた。ぐしゃりと身の毛もよだつ音を立てて、頭ず蓋がい骨こつが砕け、中の脳のう漿しようが床の上に飛び散った。

　だが――

「かあああああああああああああッ！」

　最も早はや、喘あえぎとも喚わめきともつかない声を漏らしながら、紅蓮は休む事無く両手で、ヤドリギの肉体を解体しに掛かる。

　恐怖と。焦しよう燥そうと。嫌けん悪おと。哀あい惜せきと。その他諸もろ々もろの迸ほとばしる感情で意識は混こん沌とんと濁にごり――既に紅蓮は自分が何をしているのかさえ、よく分かっていなかった。



    

  
    
      第三章　修羅の資格





　紅ぐ蓮れんが病室を訪れるのは、いつも四時半頃である。

　学校が終わればすぐにこの病院に向かっているのだろう。この四日間――彼は毎日欠かさず琴こと音ねの居る病室に顔を出してきた。手には必ず学校の配布物を持って。これを届けるというのが彼の見舞いの名目だった。

「調子はどうだ？」

　今日もそんな台詞せりふと共に紅蓮は四時半きっちりに病室にやってきた。

「大丈夫だよ」

　と琴音もこの四日間変わらない言葉を返す。

　申し訳無いと思いつつも、紅蓮が見舞いに来てくれるのは嬉うれしかった。

　両親や妹も毎日、見舞いに来てくれるが、一応、お互いに気を使ってくれているのか、彼等と紅蓮がかち合うことは無い。大体紅蓮は四時半頃にやってきて五時過ぎ頃には帰ってしまうが、それでも、毎日、紅蓮の顔を見られると、やはり琴音は安心する事が出来た。

「元々、何でもないんだし。経過観察――ってやつだよ」

「そういう思い込みが危ねぇんだよ」

　と紅蓮は言う。

　そんな彼の背後には……まるで影の様に静かに、梨り緒おが立っている。

　彼女はいつも紅蓮と一緒に見舞いに来てくれる。だがそれを、素直に嬉しいと思えない自分が居るのを、琴音は自覚していた。

「頭はお前の取り柄の一つなんだから大事にしないとな」

　琴音の内心を知ってか知らずにか――多分気付いてはいないだろう――紅蓮は少しからかう様な物言いをする。初日や二日目辺りは未まだ不安感がはっきり顔に出ていたが、今日は少し彼の表情にも余裕の様なものが見えた。

「分かってるよ」

　取り柄でなくても頭は大事にしないと大変だが。

「しかし俺おれは病院に入院した事ねえけど――」

「紅蓮は健康が取り柄だもんね」

「それは馬ば鹿かは風邪引かないって話か？」

「ち、違うよ、ちがうよ!?」

　慌ててぱたぱたと両手を振る琴音。

「そんな事言ってないよ！」

「いやもう、そりゃ俺おれなんか、琴こと音ねに比べると馬ば鹿かだけどな」

「違うってば！」

　本気で否定しに掛かる琴音に、紅ぐ蓮れんは苦笑で応じた。

「分かった分かった。違う違う。ともかく、俺は入院って経験ねえけど、どうなんだ、四日入院してみて」

「どうって？」

「居心地というか。病院食ってよく不ま味ずいって言うけど？」

「あ。全然。美お味いしいよ。割と薄味だけど、もともとうちは薄味だし」

　と琴音は笑ってみせる。

　実際――病室、というと食事が不味い、無む味み乾かん燥そうとした部屋で退屈、という印象が強い訳だが、これは物語だの何だので強調されているイメージであって、実際には病院によって異なるし、病人食の内容を指導している栄養士などによっても随ずい分ぶん変わってくるのだろう。少なくとも琴音は出された食事を不味いと思った事は無い。

　基本的に大人だろうが子供だろうが、老人だろうが若者だろうが、量が変わらないので、人によっては少ないと感じるのだろうが、これもその気になれば地下の売店に行ってパンだのおにぎりだのを買う事も出来るので、そう困る事も無い。

「暇ひま潰つぶしはどうしてる？」

　と紅蓮が尋たずねてくる。

　部屋によってはテレビが置かれていたりする様だが、この病室にそれは無い。あまり熱中して映像を観みたりして、脳神経に負担を掛けるとよくない、という判断らしい。これは読書の類たぐいも同じで――勿もち論ろん、携帯やパソコン、携帯ゲーム機の様なものも禁止だった。どうも、他の病室ではこっそり持ち込んでいる患かん者じやも居る様だが。

「あ。大丈夫だよ。それは」

　と言って琴音は笑う。

「おしゃべりしてる」

「おしゃべり？」

「えっと――」

　琴音は視線を隣となりのベッドに――そこに寝ている老ろう婆ばに向けた。

「あら。紹介していただけるの？」

　上品な声が笑い含みでそう尋ねてくる。

　隣のベッドのカーテンが少し開かれ、初老の女性が――やはり前を向いたまま――微笑を浮かべている姿が琴音達たちの所からも見えた。

「お隣さん……でいいのかな。工く藤どう好よし恵えさん」

「こんにちは」

　老女は紅ぐ蓮れん達たちの方を振り返るが、やはり微妙に眼めの方向が合っていない。

「ちょっと眼が悪いものだから。変な所を見ていると思うけど、ごめんなさいね」

「あ……いえ」

　と紅蓮は多少驚いた様子で首を振る。

「大丈夫です」

「工く藤どうさんにね。色々お話しして貰もらってるの。面白いよ」

　世辞でも何でもなく琴こと音ねはそう言った。

　好よし恵えは飲食店の店員、宅配便の運転手、保険の外交員等々……客商売を中心に色々な仕事を幾つも経験してきた様で、ただ世間話をしているだけでも実に内容が多岐に渡る。知識が多いというよりも、経験豊富なだけに話の広げ方や転がし方が上う手まいのだ。

　当たり前の様に想おもっている事でも、好恵と話をしていると、新たな視点が得られるようで本当に楽しい。

「いえいえ。私こそこんなお婆ばあちゃんの話を嫌がらずに聞いてくれているだけでも有り難いんですよ。永く生きているだけが取り柄だから、経験だけは豊富で」

　と控えめな笑みを浮かべる老女――好恵の横顔は、実に穏やかだ。老おいてはいても気品の様なものが感じられて、美しい。少なくとも琴音はそう思う。自分もなれるものならば、こんな歳の取り方をしたい……と。

「本当に工藤さんとお話しするのが面白くって。退屈なんて全然感じないよ」

「そいつは良かったな」

　苦笑して紅蓮が言ってくる。

「工藤さんの迷惑にならない程度に付き合って貰えよ」

「わかってるよ」

「本当に迷惑とかじゃないんですよ。私が付き合って貰ってるの。若い人と喋しやべるとそれだけで元気を貰えるみたいで。いやだ、私がまるで琴音ちゃんから元気を吸い取ってるみたいな言い方になっちゃってるわね」

　朗ほがらかに笑う好恵。年をとると人間は丸くなるか、あるいは頑固で偏へん屈くつになるかの両極端が多いものだが、好恵は明らかに前者なのだろう。

「ちょっと飲み物でも買ってくる」

　そう言って紅蓮が立ち上がった。

「あ、うん」

「色々喋ると喉のどが渇くしな」

「……ありがとう、ごめんね」

「なにが、ごめんだよ」

　紅ぐ蓮れんは肩を竦すくめて病室を出て行く。その後ろを、やはり梨り緒おも影の様に付き従って、出て行った。

　そして――

「彼氏さん？」

　ほんの少しだけ、ひやかす様な響きを声に混ぜて尋たずねてくる好よし恵え。

「い、いえ」

　慌てた様に琴こと音ねは好恵を振り返って言った。

「違います、その、幼おさな馴な染じみで。それに、あの、喋しやべらなかったですけど、一緒にもう一人来ていて――」

　以前はそう誤解されても平然と否定を口に出来たのだが、何な故ぜか焦あせりの様なものが胸の奥から沸わいてきて抑えきれない。ついつい何度も躓つまずく様にして言葉を絞り出していると、好恵は小さく頷うなずいて言った。

「ああ。そんな気配はしていたわね」

「はい。その子が、その、紅蓮の――あの喋ってた男の子の、婚約者で」

「あらまあ」

　好恵は見えぬ筈はずの眼めを丸くして言った。

「そうなの？」

「……はい」

　そう告げるのが何故か辛い。

「そう――」

　好恵は何か考えている様子だったが……

「大変ね。貴女あなたも」

　それはどういう意味か。

　何故か琴音は問とい質ただす事が出来なかった。







　どうやら琴音については、あまり心配する必要は無いらしい。

　紅蓮は廊下を歩きながら安あん堵どの溜ため息をついた。

　素人しろうとの自分にはどれ位の経過観察が必要なのか想像もつかないが、予断を許さぬ状況にも見えなかったし、万が一にも何か問題が生じれば、あの老婦人が気付いてくれる可能性も高そうだ。

　明日と明後日はまたミカヅチの施設に出向いての訓練を受ける為、見舞いに来る事は出来ない――休日となれば長めに鈴すず音ねや両親が見舞いに来るだろうから、彼等と顔を合わせるのを避さける意味も在あった――が、とりあえずは安心だろう。

　そんな事を考えていると……

「――うん？」

　紅ぐ蓮れんは爪つま先さきに違和感を覚えて立ち止まった。

　床に転がっていた何かを踏んづけた様だ。

　見下ろしてみると、何か――プラスティック製の機械部品の様なものだった。もっとも場所を考えれば機械部品と言うより何かの医療用装置の一部なのだろう。掌てのひらに載のりそうな、白く小さなその部品を、拾って紅蓮は掌の上に載せた。

「それは？」

　梨り緒おが脇わきから紅蓮の掌に視線を落として尋たずねてくる。

「いや。わかんねえけど」

　紅蓮は首を傾かしげて言った。

「多分、医者か看護師の道具じゃないのかな」

「かもしれないですね」

「ちょっと渡してくる」

　廊下の奥を見ながら紅蓮は言った。

　ナースステーションがそこに在る。

　紅蓮はナースステーションのカウンター越しに中を覗のぞいたが、看護師の姿が見えなかった。何かナースコールで喚よび出されて出払っているのだろうか。

「…………」

　カウンターに置いておくとまた、転がって何ど処こかに行ってしまいそうだった。

　紅蓮はナースステーションの出入り口を開いて一歩中に入る。梨緒は廊下に残ったままだ。何処か適当な机の上にでも、その部品を置いて出る積もりだったのだが――

「……そういえば３０５号室の工く藤どうさん」

　そんな声がふと耳に触れた。

「…………？」

　工藤。有り触れた名前だ。別に今さっき紹介された老婦人とは限らない。

　だが――琴こと音ねが居るのは３０５号室で、他の二つのベッドは空っぽのまま、他に『工藤さん』に該当しそうな入院患かん者じやの姿は無かった。

「この間、警察が来てたみたい」

「どうして？」

「なんだか虐待の痕こん跡せきが在るとかないとか」

　そんな声が奥から聞こえてくる。休憩中の看護師達たちだろうか。

「虐待って――老人虐待？」

「そうそう」

「誰だれに？　嫁とか？　でも未まだ惚ぼけたりしてないわよね、工く藤どうさん？」

「全然。でもねえ。どうも息子にやられた可能性があるって事で」

「そうなの？　でも――」

「あの眼めもね、どうも殴られた時のショックでやられちゃったみたいで。科が違うから知ってる人少ないけどね」

「常習って事？」

「今回の入院だって工藤さん本人は階段から落ちたなんて言ってるけど、どうだか」

「それって下手すると殺人未遂じゃないの？」

「だから庇かばってるんでしょ、自分の息子を」

　そんなぼそぼそとしたやり取りが……紅ぐ蓮れんの所まで漂ただよってくる。

　耳の良い紅蓮でなければ聞き取る事は出来なかったろう。看護師達たちもこんな話を大声でべらべらと喋しやべりまくる程、愚おろかではあるまい。あくまでこれは彼女等の身内の中での、内緒話なのである。

「…………」

　紅蓮はそっとその部品を手近な机の上に置くと、音を立てない様に後ずさる。勝手にナースステーションに入ったのは紅蓮であるから、こんな場面を見られて先まず責められるのは彼の方だ。

「……なんだかな」

　呟つぶやきながら紅蓮はナースステーションを出た。

「どうしましたか？」

　廊下で待っていた梨り緒おがそう尋たずねてくる。

「いや……」

　曖あい昧まいに首を振る紅蓮。

　井戸端会議よろしく、今小耳に挟んだばかりの噂うわさを、他人に吹ふい聴ちようして回る趣味は無い。

「まあ、何ど処こにでも揉もめ事ごとや悩み事は在あるって事なんだろうな」

　あんなに上品で穏やかな老婦人が、実は、息子に虐待を受けていた。

　いきなりそんな事を聞いても今一つ信じられない。そういう不幸な状況に在る人間はもっと陰気な、あるいは殺伐とした空気を漂わせているものなのではないだろうか。

「俺おれには細かい事なんて想像もつかねえけど」

「…………」

　ひどくぼかした紅蓮の物言いに、梨緒はしばらく彼の顔を見つめていたが。

「そうですか」

　とだけ頷うなずいた。







　病室に戻ると人影が一つ増えていた。

「――紅ぐ蓮れん」

　笑顔で琴こと音ねが振り返る。

　彼女の隣となりの好よし恵え――その更に向こう、窓から差し込む午後の光を背負って一人分の人影が浮かび上がっていた。細かい部分は影になっていて見えないが、それが大柄な男の輪りん郭かくだという事は一瞬で紅蓮にも理解出来た。

「グレン？　グレンってのが彼の名前か」

　その人影は少し驚いた様に言った。

「まるで外国人みたいな名前だなぁ。ハーフとかかい？」

　何ど処こかのんびりとした口調である。

　何となくだが紅蓮は、牛や象ぞうといった大型の草食獣を連想した。

「あ、いえ、その、紅蓮の名前は」

「――紅蓮の炎の紅蓮、です」

　戸惑う琴音の代わりに紅蓮は自みずからそう言った。

「神かん薙なぎ、紅蓮、です」

「へぇ……そいつはなんちゅーか、豪ごう毅きな名前だね」

　黒に塗り潰つぶされた容よう姿しの中に白い歯が映える。

　屈託の無い笑顔が影の向こうに透けて見えた。

「……どうも」

　買ってきたペットボトル入りの緑茶と紅茶を琴音のベッド脇わきのテーブルに置きつつ紅蓮はとりあえずそう応こたえた。

「あ、えと、この人は」

　慌てて紹介しようとする琴音を片手で制して、男はのっそりと立ち上がった。

「工く藤どう浩こう介すけです」

　わずかに角度が変わって光が横から男の顔に陰いん影えいをくっきりと刻み込む。顔つきは全体的に厳いかつく四角いが、何というか、その表情が全体的にのんびりしていて、やはり草を食はむ牛や馬を想おもわせた。

「工藤？」

　紅蓮は視線を琴音の隣、工藤好恵の方に向ける。

「ええ。私の」

　好恵は相変わらず少し紅蓮達たちとはずれた方向に眼めを向けながら言った。

「自慢の息子です」

　工く藤どう好よし恵えの息子。

　それはつまり――

「よしてくれよ。母さん」

　困った様な表情を浮かべて浩こう介すけが言う。照れているのだろう。今にも照れ隠しに頬ほおや後頭部を掻かきそうな感じで……何というか、全体的に木ぼく訥とつな印象が強かった。

「毎日見舞いに来てくれるんですよ」

「いや。だから当たり前だろ。そんなの。琴ことちゃんの親御さんや妹さんも来てるみたいだし、別に仕事終わって立ち寄ってるだけだし」

　嬉うれしげに言う好恵に、浩介は言った。

　どうやらこの口振りだと、今まで、たまたま紅ぐ蓮れん達たちとは見舞いの時間がずれていて顔を合わせなかっただけで――琴こと音ねとは既に何度も会っているらしい。まあ琴音が先程の様に好恵と仲良くなっているなら、見舞いに来たその息子と話位はするだろう。

「……で、そっちの子は？」

「御み杖つえ代しろ梨り緒おといいます」

　紅蓮や琴音が答える前に梨緒も自みずからそう名乗った。

「……みつえしろ？　りお？」



    

  
    
      



    

  
    
      　浩こう介すけは眉まゆを顰ひそめた。

　彼は何か記憶を探るかの様に数秒間、黙考していたが――

「こっちもなんというか、独特の名前だね。どんな字を書くのやら」

「このように」

　梨り緒おはポケットからシャープペンシルと生徒手帳を取り出して、そこに『御み杖つえ代しろ梨緒』と書いて示した。まあ確かに音だけでは、字面が想像しにくい苗みよう字じである。

「琴ことちゃんの友達？」

「そんな所です」

　浩介の問いに梨緒が頷うなずく。

「琴ちゃんは琴ちゃんで見舞いが沢山きて、寂しくなくていい感じだなぁ」

「そうですね」

　笑顔で琴こと音ねが頷く。

　それからは……ごくごく当たり障りの無い会話がしばらく続いた。

　主に琴音と好よし恵えが世間話をしたり、病院の担当医の話をしたり――それに時折、浩介が口を挟む様な感じで、たまに話を振られると紅ぐ蓮れんと梨緒が答える、という感じだった。

　先に琴音も言っていたが、確かに好恵は話上手だ。広く雑多な知識と豊富な人生経験を思わせる話の転がし方である。好恵本人に言わせると『女手一つで息子を育てていると色々あったりするのよ』『入院してからはする事も無いからラジオばかり聞いているし』という事だそうだが。

　やがて……

「――紅蓮」

　梨緒がふと気付いた様子で声を掛けてくる。

　振り返った紅蓮は、梨緒が左手に巻いた腕時計を指差しているのに気付いた。

「ああ、ごめん、俺おれはそろそろ」

「あ……もう？」

　と驚いた様に琴音が言うが、紅蓮は自みずからも左手首の腕時計を示して言った。

「そろそろ時間だ。また鈴すず音ねとかち合ったら、気まずい」

「あ……ご、ごめんね」

　表情を曇くもらせて琴音が言う。

　紅蓮と鈴音との不和は彼女が心を痛める懸けん案あんの一つだ。紅蓮は笑顔を取り繕つくろって首を振って見せた。

「お前が謝るこっちゃねえよ。じゃあな。あ――悪いけど明日と明後日はちと用事が在あって来られないから」

「あ、そうなの？」

　眼めを瞬まばたかせて琴こと音ねは首を傾かしげる。

「また御み杖つえ代しろさんとスポーツクラブ？」

「まあ、そんな所だ」

　紅ぐ蓮れんはそう言って誤ご魔ま化かすと、そのまま背を向けた。

「またな」

「あ――うん。また」

　琴音のそんな声を背中に受けながら紅蓮は梨り緒おと連れ立って病室を出る。

「…………」

　廊下を歩きながら紅蓮は、先程の、工く藤どう浩こう介すけの顔を思い浮かべていた。

　人の噂うわさ程あてにならないものは無い。

　人は外見だけでは分からない。

　どちらもよくある話だ。

　では……工藤好よし恵えと工藤浩介に関してはどちらが真実か。

「――紅蓮？」

　紅蓮の内心を見透かすかの様に、梨緒が彼の横顔を覗のぞき込んで声を掛けてくる。

「いや。なんでもない」

　自分には関係の無い事だ。

　芽生え掛けた疑念を強引にねじ伏ふせて紅蓮は首を振った。







　ミカヅチは、この日本という平和な国において数少ない実戦的武力集団だ。

　勿もち論ろん……隊員の練度や装備の面に関しては自衛隊の特殊作戦群や、警察のＳＡＴやＳＩＴ、海上保安庁のＳＳＴといった高水準の部隊が他にも存在するが、決定的にそれら『表』の組織とミカヅチが異なる点は、ミカヅチが活動するのは『法の外側』だという事である。具体的には非公開組織であるが故ゆえの超法規性であり、それ故に豊富な実戦経験だ。

　ここで言う実戦とは文字通りに殺し殺される可能性の高い現場での稼働を意味する。

　当然……文字通りに命懸けの職場だ。

　故に、ミカヅチ六家に代表される上層部はともかく、現場で働く実働要員達たちは徹底的な実利主義、合理主義の人間が多い。つまらない縄張り意識は自分の死にも、そして組織の死にも繋つながるからだ。その意味で、部署としての違いは在あれど、それぞれの組には密に交流が持たれている。

　情報収集を担当する〈索さく組ぐみ〉。

　物理破壊を担当する〈破は組ぐみ〉。

　呪じゆ術じゆつ封滅を担当する〈滅めつ組ぐみ〉。

　情報操作を担当する〈繕ぜん組ぐみ〉。

　装備調達を担当する〈装そう組ぐみ〉。

　専門性の高い〈滅組〉を他の組が手伝う事は少ないが――というより技能的に手伝えないのだが――他の組は相互に人員を貸し借りする事も少なくない。殉職率の高いこの職場は、常に人手不足というのも理由の一つだ。

「どうにも不可解ですな」

　都内の某ぼう所しよ。

〈索さく組ぐみ〉の情報員である逆さか木き慎しん一いち郎ろうは、〈破は組ぐみ〉の長――迫さこ水みず純じゆん一いちと定期的な情報交換を行っていた。猟のお膳ぜん立だてをするのは〈索組〉や〈繕組〉だが、現場における戦闘で最もヤドリギに接近し、時には言葉すら交かわす事の在ある〈破組〉の情報は、ヤドリギの行動を分析するのに重要な意味を持つ。

「現場に至る経路が都合四箇所も道路工事中。妨害工作と見るのが妥当でしょうな」

「まあそうなんだがよ」

　ミカヅチの関連施設は大都市圏に点在している。

　東京都内だけでも小はマンションの一室から大は大型倉庫やビル一棟まで総計三十箇所。更に関係者が個人的に押さえて利用している施設となると百を超える。

　特に〈索組〉は組織内の査察も行う場合が在る為、他のミカヅチ関係者も知らぬ様な隠れ家的拠点――セーフハウスを持っている事も珍めずらしくない。

　今回、逆木が迫水を呼び出して話をしているのも、そんな私的な隠れ家の一つだ。

　ごくごく普通のワンルームマンション。家具も家電も一通り揃そろっていて、今すぐにでも過不足無く暮らせる状態なのだが……此こ処こには生活感というものが皆かい無むだ。まるで新築マンションの展示場シヨウルームの様な印象だった。

「前回のあの一件、梨り緒おからの報告を見る限り、現場はヤドリギ側で設定されてました」

　ヤドリギと化した杉すぎ崎さき由ゆ奈なは、紅ぐ蓮れんと闘たたかう準備をちゃんと整えていた。彼女の能力〈伝でん書しよ鳩ばと〉を使って、紅蓮を攻撃する為の刃物を、予あらかじめ現場周囲に幾つも用意していたのだ。

　現場は紅蓮の幼おさな馴な染じみ、笹ささ原はら琴こと音ねの実家近く。

　恐らく紅蓮が琴音の様子を見に来ると踏んで罠わなを仕掛けていたのだろう。

　つまり……紅蓮自身は、成り行き任せで闘っていた様な印象を抱いている様だが、実際にはあの現場は、予め『戦場』として設定されていた事になる。

　ならば――そこへミカヅチが到着するのを遅らせる様に妨害工作をする事も可能だ。

　だがそれは一体誰だれが？　そして一体何の為に？

「実を言うとですな」

　逆木はポケットから、透明なビニール袋に入った何かを取り出した。

「こういうものが現場から幾つか見つかっとります」

「なんだ？」

「カメラ」

　と逆さか木きは言った。

「〈繕ぜん組ぐみ〉の連中が見つけたんですが。見つけたのは十個余りですが、あるいはもっと仕掛けられていたかも」

　応接セットのテーブル上に置かれたそれは、本当に小さなものだ。大きさは掌てのひらに載のる程度、使い捨てライター程度の大きさで、物陰にならいくらでも隠せそうな代物だ。

「カメラって、こいつで誰だれかが写真でも撮ってたってのか？」

「いえいえ。動画ですよ。ＨＤ画質で産毛までくっきり」

「…………」

　呆あきれた様な表情を浮かべる迫さこ水みず。

「携帯電話にもハイビジョン画像が撮れるカメラがつく時代ですぜ？」

　逆木は苦笑しながら言った。

「ついでに言うと、そいつには無線ＬＡＮ機能がついてましてな。ネット経由でデータは何ど処こかに送られてたみたいです」

「何処かって何処だよ？」

「分かりません。設定は遠隔操作で削除済み。ちなみに無線ＬＡＮのルーターは近所の民家に在あったものをハッキングして通信暗号ＷＥＰキーを解かい析せきしたみたいですな。ちょいとパソコンに詳しい奴やつなら、造作もないっつーか、中国産でそういうツールが普通に売られてますよ、アキバやポンバシ辺りじゃ」

「世も末だなおい」

「今の所、通信記録をあたってますが、一端、海外のサーバに転送されてるみたいなんで、追うのは困難って事だそうで」

「……秘密組織の限界か」

「左様で」

　確かに過去千年にも及ぶ歴史の中で、ミカヅチは日本政府の各方面にも繋つながりを作る事に成功しているが……逆に言えばミカヅチの裏の権力が及ぶのはそこまでなのだ。

「まあここまでは個人でも、できん事ではなかったりするんですがね」

　逆木は応接セットの上に置かれていた缶珈琲コーヒーに手を伸ばして言った。

「さすがに工事現場を三箇所も四箇所も設定するとなると」

　逆木達たちが調べた結果、道路工事はいずれも関係する役所に申請の出された正式なものではなかった。つまり、それらしい看板や通行止めを用意し、偽名で重機の類たぐいまで借り出して、道路に穴を穿うがち、〈破は組ぐみ〉の現場急行を阻止した、という事になる。

「組織の力でなければ無理か」

「多分ね」

「ヤドリギの事を知っている海外の組織か？」

　その戦闘能力を考えれば、ヤドリギを軍事利用出来ると考える人間は居てもおかしくない。人権だの何だのというのは所しよ詮せん、日の当たる世界でのみ通用する理屈だ。たった数百円分のワクチンや水、食料が手に入らずに死んでいく子供が世界中で何万人と居るこの現状を想おもえば、逆に、数百円で『買える』命も在あるという事になる。そういう人間をヤドリギにして不死身の兵士を量産する事が出来れば、その国は場合によっては世界を支配しかねない。いわゆる大規模戦争がほぼ消滅し、地域紛争やテロに比重が置かれた非対称戦が増えた現在では、尚なお更さらにそうした特異能力兵士の需要は高いだろう。

「米軍辺りは横よこ槍やりをいれかねねえだろ。いや、今はむしろ中国辺りか。何しろ非対称戦においちゃ、こんなに強力な兵士も居ねえよな」

　飼い慣らせるとすれば――の話だが。

「それなら未まだ、マシなんですがね」

　と応じる逆さか木きの声はひどく憂ゆう鬱うつそうだった。

「ヤドリギそれ自体が組織化しているとすれば？」

　それは本来――在り得ない筈はずの事態だった。

　大前提として組織化と呼べる様なヤドリギの個体数が必要になる。

「そんなに俺おれ達たちは大量のヤドリギを狩り残しているってか？」

　ヤドリギは基本的に人食いであり、大抵の場合、第一段階から第二段階への混乱期にその人食いとしての本性をさらけ出して暴れ、殺人事件を含む異常な騒ぎを起こす為――即座にミカヅチの知る処ところとなり、狩られてしまう。

　だからヤドリギは組織化できる程の個体数は存在しない。

　ミカヅチ内部ではそう思われていた。

　だがもし……何らかの形でその存在が表面化しなかったヤドリギが一定数、生き残っているとしたら？

「ひょっとして、例の、封滅結界の効果範囲を知ってたかもしれないってのも」

「在り得ますな」

　組織化すればするだけ――関係者が増えれば増えるだけ、情報収集能力は等比級数的に上昇する。個人の限界であり組織の利点だ。

「上の方はどう考えてる？」

「検討中です」

　どれだけ実戦型かつ即応性の集団だとしても、ミカヅチもやはり組織には違いない。

　意志決定や終局的判断にはそれなりに時間を喰くう。

「いずれにせよ……やはり戦術も装備もそろそろ再考する時期ですな」

　逆さか木きは肩を竦すくめた。

「そっちの話はどうなったよ？　予算は通ったのか？」

「いや。そちらも未まだ審議中で。ただ――」

「ただ？」

　迫さこ水みずは眼めを細めて続きを促す。

　数秒間、躊躇ためらう様に言い淀よどんでいた逆木は――やがて溜ため息と共に言った。

「御み杖つえ代しろが修しゆ羅ら奇き兵へい案を出してきましたよ、かなり雑い奴やつですが。その候補者――破は組ぐみから希望者を募つのれと」

「……おいおい!?」

　顔をしかめて迫水は言う。

「まさかこの一ヶか月げつであっさり神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの奴を解かい析せき出来たって訳でもねえんだろう？」

　どんな技術であろうと、新しいものを造り出すのには相応の開発期間というものが必要になってくる。それは科学技術でも呪じゆ術じゆつでも同じ事だ。

「元々御杖代も十六夜いざよいも修羅奇兵は研究開発してたんですよ。一定の成果は過去にも出てます。実用的じゃないって事で足踏みしてた訳ですが」

「それが紅蓮の出現で、意地でも実用品にこぎ着けた訳か？」

「紅蓮の様な、単体での封ふう滅めつ陣じん展開は不可能としても、恒常的な呪術強化を施ほどこす事で、まあ、何とかヤドリギと肉弾戦が出来る程度にはなるかもしれない――って事で」

「かもしれない、ね」

　迫水は皮肉げに笑う。

「頼りねえ話だな、おい」

「まったくで」

　逆木は大おお袈げ裟さに溜め息をついて見せた。







　マンションの部屋の前には――ひっそりと細い人影が佇たたずんでいた。

「――!?」

　見覚えの在ある姿だ。

　梨り緒おもそれが誰だれなのか気付いたのだろう。彼女が傍かたわらで身を強こわ張ばらせるのがはっきりと分かった。普段から常に全方位で張り詰めているかの様な少女だが、それでも尚――だ。

「――雪ゆき緒お姉様」

　梨緒は呟つぶやく。

　そう。まるで周囲の空気まで変質させてしまうかの様な――独特の雰囲気を放散しているその着物姿の女性は、御み杖つえ代しろ雪ゆき緒おであった。

「何な故ぜ……？」

　梨り緒おの声は低く呟つぶやく様なものだったが、それでも静まりかえった廊下では雪緒に届いたらしい。御杖代家家長代理の要職に就つくその女性は、静かに微笑ほほえんで言った。

「話があるから来たのよ」

　梨緒の緊張具合に対して、当たり前の道理を口にするかの様に雪緒の方はごくごく自然体である。実の姉妹でありながら相手に対する態度には著しい温度差が在あった。

「少し、お宅にお邪魔してもいい？」

　これは紅ぐ蓮れんへの問いだ。

　無論――ミカヅチの幹部で、なおかつ自身も相当な呪じゆ術じゆつ使いであるという雪緒なら、その気になれば、勝手に部屋の中に上がり込んで待つ事だって出来ただろう。実際、梨緒の荷物は勝手に紅蓮の部屋に運び込まれていたのだから。

「……どうぞ」

　少し考えてから……紅蓮は頷うなずいた。

　一応、雪緒は筋すじを通した、という事になる。紅蓮の側で拒む理由は無い。

　だが……



    

  
    
      



    

  
    
      「――紅ぐ蓮れん」

　常にも増して硬い声で梨り緒おは言った。

「茶菓子がありません」

「――あ？」

「お客様を迎むかえるのに茶菓子がありません」

「……いや、茶菓子ってお前」

「買ってきます」

　一方的にそう告げると梨緒はくるりと踵きびすを返し、階段の方へ――エレベーターではなく――へ足早に去っていった。わざわざ階段を使うのは、ひょっとして一秒でも早くこの場から立ち去りたかったからなのだろうか。

「なんだ……あいつ」

　そんなにこの実の姉が苦手なのだろうか。

　克己心の塊かたまりの様な印象のあった梨緒が、こうもはっきりと――表情には出ないにしても――感情を露あらわにするのは、珍めずらしい事だった。

「……とりあえず、どうぞ」

　ともあれ……紅蓮は鍵かぎを開けて雪ゆき緒おを中に招き入れた。

　こんな和服姿の美人を廊下に立たせておくと目立ってしょうがない。

「お邪魔します」

　とりあえずリビングは、梨緒が持ち込んだ各種荷物を入れる樹じゆ脂し製せいコンテナが幾つも積み上げられている分だけ物々しいが、散らかっていないので――梨緒が整せい理り整せい頓とんしているのだ――そこに通す。

　ソファなどという大層なものは無いので、紅蓮も梨緒も適当にカーペットを敷いた床に座っている。その事を告げると雪緒は頷うなずいてそのまま床の上に正座した。

「此こ処こで梨緒と暮らしているのね」

　部屋の中を見回しながら雪緒は少し感慨を滲にじませた声で言った。

「……そうなるな」

　謙けん吾ごは誤解しっぱなしだが、同どう棲せいなどという状態では全くない。

　本当にただ居住空間が同じというだけだ。それでも一ヶか月げつも生活していれば、何というか、慣れるというか、多少の親しみは湧わいてくるから不思議だが。

　せめて先に茶でも出そうかとキッチンに向けて立った紅蓮は――

「梨緒とは寝た？」

　――その場でつんのめりかけた。

「何言ってんだあんたは!?」

「何って。言葉通りの意味だけれど」

「いや。だから――」

「寝た、で分からなければ、セックスとでも、まぐわいとでも、エッチとでも、性行こう為いとでも。ああ。貴方あなた達たちの年齢なら不純異性交遊と言った方が通りが良いのかしら？」

　楚そ々そたる和服美人が微笑を浮かべてシモネタを口にする姿は――倒とう錯さく的てきですらある。

「…………」

　口を噤つぐんで冷蔵庫を開ける紅ぐ蓮れん。

　一応、烏龍茶ウーロンチヤがあったのでそれをグラスに注そそいで出す事にした。

「その様子では未まだね？」

「あの仏頂面に欲情するほど、性欲持て余してねえんだよ」

「十代の男の子なのに？」

　からかう様に雪ゆき緒おが聴きいてくる。

「何でもかんでもレッテル貼はって一ひと括くくりにすんじゃねえよ」

　十代男子といえば全部、性欲の権ごん化げの様に言うのは暴論だと紅蓮は想おもう。まあ確かに一緒に生活していると、梨り緒おの下着姿だの、半裸の姿だのを偶然目撃してしまう事もある訳で――その際に、つい、こう、興奮するというか、鼓動が速まる事は在あったが。

「俺おれは……あんたらの思惑に乗っかる積もりもない」

　紅蓮は三つ並べたグラスに烏龍茶を注ぎながら言った。

　梨緒に紅蓮を籠ろう絡らくさせて御み杖つえ代しろ家けやミカヅチに忠誠を誓わせる、あるいは梨緒に紅蓮の子を身み籠ごもらせて、霊力の強い次世代を御杖代家やミカヅチの為に『作る』という目的を、彼女に背負わせている――そうした事を御杖代の人間やミカヅチそのものが考えている事は、先日のやり取りで紅蓮も気付いていた。

「――そう」

　雪緒はさして気分を害した様子もない。

　折りたたみ式の座卓を引っ張り出してその上に烏龍茶のグラスを置くと、『いただきます』と告げてから雪緒は包み込む様にそのグラスを両手で持った。

「では問題無いわね」

「……なにがだ？」

「梨緒を引き揚げても」

「……なに？」

　一瞬、意味が分からなかった。

「引き揚げる？」

「ええ。此こ処こには代わりの者が来る事になるでしょう」

　唐突な申し出だった。

「何な故ぜ……？」

「少しだけ事情が変わったの」

　怪け訝げんそうに問う紅ぐ蓮れんに、平然と雪ゆき緒おはそう言った。







　和菓子屋からの帰り道に――一組の親子を見た。

「美み佳かがね、美佳がね、わんわって言った、わんわって」

「そうねえ。言ってるわねえ」

「わんわじゃないよ、い、ぬ、だよ」

「未まだわんわしか言えないわよ」

「わんわじゃないもん」

「わんわ。わんわ」

　どうやら……ベビーカーに乗せられた一歳位の赤ん坊が、声を出した事について、姉らしい幼女がはしゃいでいる様だ。母親はとりとめもない幼児のおしゃべりを無視するでもなく、かといって大おお真面目まじめに応じるでもなく、のんびりとこれをいなしながらベビーカーを押していく。ベビーカーにエコバッグがぶら下げられている所を見ると、何ど処こかの買い物帰りなのだろう。

　姉らしき幼女は、妹――だろう多分――が可愛かわいくてしょうがないのか、ベビーカーにじゃれつく様にして、そこに座らされている赤ん坊に構っている。赤ん坊は赤ん坊でその度に手を伸ばして姉の指先を掴つかもうとしているのが、微笑ほほえましかった。

　ごくごく平凡な家族の情景だ。

　恐らく家に戻ってしばらく待てば父親が帰ってきて――一いつ家か団だん欒らんが始まるのだろう。

　そんな情景が想おもい浮かぶ様な、本当に、何の変哲も無い親子の姿。それをすれ違いざまに眺ながめながら……梨り緒おは深呼吸するかの様に、ゆっくりと溜ため息をついた。

「……あれが」

　呟つぶやきは低く小さい。

　すぐ傍かたわらに誰だれかが居たとしても、きっと聞き取る事は出来なかっただろう。

「ごく普通の家族というものなのだろうな」

　悲しみでもなく。妬ねたみ嫉そねみでもなく。

　ただ――根深い諦あきらめの声。

　普通の家族。恐らくはこの日本における圧倒的多数であるところの、家族の在あり方。

　それはしかし梨緒にとって、物語の中の情景の様に、現実味が無かった。

　――『出で来き損そこない』

　父にはそう言われた。物心ついた頃からずっと言われ続けてきた。

　御み杖つえ代しろの家は呪じゆ術じゆつ師しの家系である。旧家というと男尊女卑が激しい印象が世間的にはある様だが、御杖代にその傾向は無い。日本における最初の呪術師が邪や馬ま台たい国こくの卑ひ弥み呼こと言われている様に、呪術の分野においては特性から『区別』をされる事は在あっても、女性であるという理由から『差別』をされる事は無い。

　少なくとも御杖代はそうだ。

　だからこそ――逆に梨り緒おにも当然に呪術師としての英才教育が施ほどこされ、期待が掛けられていた。次世代の御杖代を担になう呪術師として――だ。これは姉の雪ゆき緒おが非ひ凡ぼんな才能を持っていた事も関係している。姉が優秀なら妹も、と想おもうのは自然な考えだろう。

　だが梨緒は雪緒の様な呪術の才は無かった。

　皮肉と言えばどうしようもなく皮肉な話だが――梨緒は、世間一般的な水準から見れば、決して無能でも出で来き損そこないでもない。むしろ頭は良いし、運動神経も高い。恐らく普通の家に生まれていたならば、彼女は『良くできた子』として持て囃はやされただろう。

　一般社会ならば、欠けていようと何ら問題にならない呪術の才。

　それを持たないまま、事もあろうに御杖代の家に生まれてしまったのが、梨緒の不幸であり――そして梨緒と雪緒の母・和かず音ねの不幸であったろう。

　和音は梨緒と同じく呪術の才が無かった。

　だからこそ彼女は早々に呪術師として御杖代家に役立つ事を諦あきらめられてしまい、十五の時にはもう三十も歳の離れた御杖代傍系の呪術師・幸ゆき典のりを入り婿に迎むかえる形で結婚させられてしまった。

『子供を産む事でしかもう御杖代の家の役には立つまい』

　和音の事を御杖代の老人達たちは――実の父も含め――そう評していたらしい。そしてその事に和音は異を唱となえられる程の強い気質ではなかった。周囲に言われるがままに、まるで仕事の様に親子以上に歳の離れた夫に抱かれ続け、続けざまに四人の子供を産んだ。

　母のようにはなるまいと想った。

　いつもいつも母は俯うつむいて暮らしていた様に想う。自分というものを持てず、ただ、周りに言われるがままに生きていただけだ。あれでは人間というよりモノでしかない。

　姉のようになりたいと想った。

　飛び抜けた実力があれば、それだけで周りを黙らせる事が出来る。周りの意志に振り回されるのではなく、自分の意志を抱いて生きていける。

　だが梨緒には呪術の才能が無かった。

　だからこそ〈破は組ぐみ〉に志願したのだ。

　御杖代の家の中に居たままでは、母と同じになってしまうと思ったから。

「……姉様」

　近くの和菓子屋で草くさ餅もちを買って歩きながら梨緒は呟つぶやいた。

　優れた姉。優しい姉。幼い頃は姉の事が大好きだった。

　堂々として母とは違う。自分の力できちんと御み杖つえ代しろの家の運命にも向き合い、渡り合っていた。梨り緒おはそんな姉が大好きだったし、尊敬もしていた。

　いや。それは今でもだ。

　だが――

「どうして放ほうっておいてくれない……？」

　姉が側そばに居れば居るだけ、自分がどれだけ無能なのかを思い知らされる。

　老人達たちも、父も、母でさえ、梨緒を雪ゆき緒おと比べた。

　殊更ことさらに罵ののしられる様な事は無かったが、あらゆる面で雪緒の後回しにされ、時にはまるで『居ない者』の様にすら扱われてきた。

　だから梨緒は御杖代の家を離れると同時に姉からも離れようと想おもったのだ。

　ミカヅチに所属している以上は、無論、完全に離れる事も出来ないが――かといってミカヅチを離れれば、機密保持の名目で記憶を消される。それはまた我慢が出来なかった。

　だから梨緒は身体能力を磨いた。

　直接的にヤドリギと闘たたかう〈破は組ぐみ〉の戦士達は、ミカヅチの中でも敬意を払われるし、戦闘技術を究めた人間は、呪じゆ術じゆつを究めた人間と同様に、人間離れした存在となれる。そしてそこに家柄や血ち筋すじは関係が無い。〈破組〉の長を務める迫さこ水みず純じゆん一いちなどが良い例だ。

〈破組〉に所属しておよそ一年。

　ようやく訓練を終え、実戦に出る事が出来た。

　これで自分は、自分の能力で、評価され、生きていける。

　そう考えたが――甘かった様だ。

　どこまでも御杖代の家は梨緒の後を付いてくる。縁を切ろうとしても家の方が許してくれない。ミカヅチに所属している以上、そして自分が御杖代の出である以上、その影響力は大きく、それを梨緒も無視出来ない。

　そして今や御杖代の家長代理を務める雪緒は、梨緒にとって御杖代の家そのものだ。

　大好きな姉ではある。

　だが大だい嫌きらいな家の象しよう徴ちようでありその権ごん化げでもある。

　だから梨緒は彼女を前にするとどうして良いのか分からなくなる。

　いっそ完全に嫌い抜いてしまえればどれだけ楽だろうか。

「――あ。そうなの？　じゃあ迎むかえに行くわ」

　ふと気が付くと背後から――すれ違った親子の方からそんな声が聞こえてくる。

「ええ。買い物途中で。佳か奈なと美み佳かも一緒」

「パパ？　パパの電話？」

「もう駅に着くって。迎えにいこっか」

「いく！」

　楽しげな親子の会話を背中で聞きながら――梨り緒おは、紅ぐ蓮れんのマンションに戻る足取りをわずかに速めた。







　梨緒が買ってきたばかりの草くさ餅もちを座卓の上に置く。

　これでもうこの場で彼女がやるべき事は無くなった。後は紅蓮の隣となりに座って雪ゆき緒おの話を聞くしかない。表情を僅わずかに強こわ張ばらせたまま彼女は雪緒の対面に正座した。

「結論から言えば」

　雪緒が梨緒を真正面から見み据すえて言う。

「御み杖つえ代しろ式修しゆ羅ら奇き兵へいの実用試験を行う事になりました」

「みつえしろしき……しゅらきへい？」

　まるで意味不明の異国の言葉の様に、想おもわず紅蓮はそれを呟つぶやいていた。

　修羅奇兵とはつまり紅蓮の事であった筈はずで。

　いや――正しくはミカヅチが研究していた呪じゆ術じゆつによる改造人間の総称だ。

　という事は、呪術研究に秀ひいでた神かん薙なぎ、御杖代、十六夜いざよい、の三家がそれぞれ独自に研究を進めていてもおかしくはない。実際に、紅蓮の両親は他家の協力がほぼ無い状態で紅蓮を――紅蓮の体に仕込まれた呪術機構を完成させた。紅蓮は神薙式修羅奇兵、という言い方も出来る。

　つまり……

「ちょっと待ってくれ」

　紅蓮は眉まゆを顰ひそめて言った。

「もう俺おれの体の呪術機構が解かい析せき出来たのか？」

「それは未まだよ」

　とあっさり雪緒は首を振った。

「紅蓮君。君の出現で、我が御杖代も、そして十六夜も、焦あせったのよ」

「…………」

　怜れい悧りな瞳ひとみに射すくめられて紅蓮は居心地の悪さを感じる。

　その表情は相変わらず柔らかく、淡い微笑を纏まとっているが、しかし雪緒の眼めは――眼だけは実験動物を視みる研究者のそれだった。

「半ば諦あきらめ掛けていた修羅奇兵構想の完成品がそこに在ある。没落し、事実上、除じよ名めい扱いされていた神薙家の、遺産。自分達たちの研究よりも数十年、いえ、部分的には百年余りも進んだ技術。両家の研究者達は大いに焦ったという事」

「焦あせったって……」

　焦ってどうにかなるものならば、とうの昔に修しゆ羅ら奇き兵へいは完成していただろう。

「元々、周囲の状況の変化もあって、ミカヅチは今までのヤドリギ狩りとは戦術を変えねばならないと言われ続けて来たわ。けれど、具体的にどうするかといった所までは、案が無いままに、日々のヤドリギ狩りに追われている。けれど……もう限界だというのは、この半年余りで現場から上申されている。特に先日の、杉すぎ崎さき由ゆ奈なの一件で」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは想おもわず表情が強こわ張ばるのを自覚する。

　雪ゆき緒おはしかし紅蓮の内心を知ってか知らずにか、そのまま変わらぬ口調で続けた。

「やはりもう少し機動力を上げるべきではないか、重武装の兵士を大量投入しての戦闘は即応性に欠けるのではないか、そんな話になってきたのよ」

　本当に、今更だけどね――と雪緒は苦笑した。

「それで――無む理り矢や理りに修羅奇兵に近いモノを仕立てたってのか？」

「まあそんな所」

　と雪緒は頷うなずいた。

「とにかく何らかの実績を出さねばならない。神かん薙なぎ家けに劣おとったままではいられない。そう考えた者が御み杖つえ代しろには多かったという事ね。現在、術式概要として私の所まで上がってきているのは、実際には神薙式修羅奇兵程に出で鱈たら目めなものではないけれど――五対一、いえ、三対一位の戦力比でヤドリギと戦えるのではないか、と言われているわ。筋力強化と反射神経加速、代謝促進、まあ今風に言えば強化人間ね。全身に呪じゆ術じゆつ紋を仕込んで、言うなれば生きた呪符の様な状態にするという事。今まではたまに現場の人間に配られていた『修しゆ羅ら符ふ』の恒常版ね」

「…………」

　梨り緒おが僅わずかに――痙けい攣れんする様な仕草で口元を歪ゆがめる。

　雪緒の説明がどういう意味を持つのか、特に最後の部分は、紅蓮にはよく分からなかったが――いずれにせよ修羅奇兵構想である以上、それは人間を、別のものに呪術改造してしまうという技術である事は間違い無かろう。

「神薙式修羅奇兵と違って、ヤドリギの封滅能力までは備わっていないから、〈滅めつ組ぐみ〉の仕事は変わらないけれどね。〈破は組ぐみ〉の戦闘能力の底上げだけでも大きいと想うわ」

　雪緒は紅蓮、そして梨緒の順番に眼めを向けて続けた。

「梨緒。貴女あなたはこの御杖代式修羅奇兵の第一号になる権利が在あります」

「……!?」

　紅蓮は驚いて傍かたわらの梨緒を振り返る。

「…………」

　梨り緒おは――無言。特に驚いた様子は見えない。あるいは今までの会話から想像がついた台詞せりふだったのかもしれない。

「勿もち論ろん、無む理り強じいはしないけれど」

　雪ゆき緒おは変わらぬ微笑で告げた。

「これは貴女あなたにとっても悪い話ではないはずよ。少なくとも『女』ではなく『戦士』としての貴女に来た話なのだから」

「そうですね」

　梨緒はそう答える。

「――お前」

　紅ぐ蓮れんは想おもわず呻うめく様に言った。

　それはつまり……人体実験に自みずからの体を捧ささげるという事ではないのか？

「貴女がこの話に応じるならば、神かん薙なぎ紅蓮君の補佐役は誰だれか代わりの者が改めて派遣されてくる事になります。貴女はこの任務から解放されるわ」

「…………」

　さすがに即座の返事は無理という事か。

　黙っている梨緒をしばし雪緒は見つめていたが――

「考えておいてね」

　そう言い置いて彼女は立ち上がった。







「じゃあ、また明日来るよ。琴こと音ねちゃんも――またね」

　木ぼく訥とつな顔に柔らかい笑みを浮かべてそう告げると、浩こう介すけは病室から出て行った。

　そんな彼の後ろ姿を束つかの間ま見送ってから、琴音は好よし恵えの方を振り返る。

「優しい人ですね」

　今更だが琴音はそんな感想を口にした。

　時間にすれば一時間から二時間程の事だが、浩介は毎日の様にこの病室にやってきては母親の好恵を見舞い、そして帰っていく。聞くところによると、好恵が此こ処こに入院して二ヶか月げつになるそうだが、見舞いに飽きたとか面倒に思い始めているとか、そんな様子も無い。

　実にまめに通ってくる印象だ。まるで絵に描いた様な孝行息子の図に見える。

「そうね。優しくなったわね……」

　と好恵は微苦笑を浮かべて言った。

『優しい』ではなくて『優しくなった』……

　それはつまり昔は優しくなかったという事なのだろうか？

　眼めが見えない分、周囲の空気というか、相手の気配の様なものを読む事に長たけているのだろう――好よし恵えは敏感に琴こと音ねの疑問を察した様子で言葉を繋つないできた。

「あれでも昔は……ちょっと前まではかなりやんちゃな子で」

「やんちゃ……」

　それは普通は小さな子供の暴れっぷりを示す時に使う言葉だ。既に三十代――いや四十近くにしか見えない浩こう介すけの姿と、その言葉とが琴音の中では上う手まく噛かみ合わない。それとも『ちょっと前』というのは好恵の感覚で、実際には十年二十年前を指しているのか。

「でも今回の入院はちょっとびっくりしちゃったみたいで。だから、優しくしてくれる様になって……」

　今回の入院が二ヶか月げつ程前。

　という事はそれは十年二十年も前の話ではない。つい最近の事だ。無論、親の入院だの何だのを人生の転機として、生活態度を改める人間の話は珍めずらしくないが――

「――家族だからって」

　琴音の中の疑問を知ってか知らずにか……ふと何か想おもい出したかの様な、何ど処こか感慨の滲にじんだ口調で好恵は言った。

「仲が良いのが……当たり前ってことはないのよ……」

「……工く藤どうさん？」

「むしろ家族でない人の方が優しくしてくれる場合だってある」

　その言葉で琴音の脳裏を過よぎったのは紅ぐ蓮れんの横顔だった。

　無論、琴音の家族が優しくない訳ではない。ただ――家族と同じかそれ以上に優しい、家族以外の誰だれかと言えば、琴音にとってはやはり紅蓮になる。

「家族は、良くも悪くも、綺き麗れい事ごとだけで成り立ってはいないものね」

　好恵の口調は相変わらず静かで上品だ。

　だが何か……今まで見えていなかったものが見えた様な気がして、琴音は言葉に詰まる。

　そこに――

「お姉ちゃん」

　妹の鈴すず音ねが病室に入ってきて、その話題は打ち切りになった。







　雪ゆき緒おが帰った後には……重苦しい沈黙が残った。

　元より紅蓮と梨り緒おの共同生活はそう会話が多い方ではない。必要最低限とまではいかないが、他た愛あいも無いおしゃべりを楽しむ様な間柄でもなし、ついつい話題は戦闘訓練絡みやミカヅチ絡み、ヤドリギ絡みのものになってしまい殺伐とする上――梨緒も端的に説明するので、会話があまり続かない。

　それでも……それは単に言葉数が少ないとか、会話の時間が短いといった程度の話であって、必要とあれば普通に紅ぐ蓮れんは梨り緒おに声を掛けたし、梨緒もきちんとこれに応じていた。

　しかし今は少々空気が異なっている。

　声を掛ける事そのものが――何か迂う闊かつな事をすると、重要な何かが壊れてしまいそうな気がして――憚はばかられるのだ。

「…………」

　夕食は紅蓮が作った。

　適当に野菜炒いためと豆腐の味み噌そ汁しると冷凍のシュウマイと。

　手抜きも良いところの料理だが、正直、難しい顔をして座ったままの梨緒の存在が気に掛かって、紅蓮としても細々と料理の下ごしらえをしている余裕など無かったのである。

　食卓に皿を並べ始めた時点で、初めて梨緒は紅蓮が夕食を作った事に気付いたらしい。

「あ――すみません。今日は私の当番……」

「いいから食えよ」

　言いかける梨緒を制して、紅蓮は言った。

「はい。いただきます」

　こればかりは子供の様に行儀良く、両手をきっちりと神妙な仕草で合わせて梨緒はそう言うと、夕食を食べ始める。

　だが向かい合っても二人はやはり無言。しばらくは箸はしが皿に触れる音や、コップを上げ下げする音だけが部屋の中に響いていたが――

「――なあ」

　さすがに沈黙に耐えきれなくなって紅蓮が声を掛けた。

「あの話、お前、どうする積もりなんだよ」

「…………」

「まさか、受ける積もりなのか？」

「…………」

　梨緒はただ茶ちや碗わんを見つめたまま黙々と箸を動かしている。

　やがて――

「私は御み杖つえ代しろの人間としては出で来き損そこないですから」

　と、梨緒は呟つぶやく様な口調で自みずからをそう評した。

　だが……

「あ？　何言ってるんだ、お前は」

　紅蓮は眉まゆを顰ひそめる。

「出来損ない？　そんな人間、居てたまるか！」

　それは紅ぐ蓮れんにとって――呪のろいの言葉だ。

　あの鬼き畜ちくの様な両親は、紅蓮の兄や姉をそう評して殺した。積極的に殺害した訳ではなかっただろうが、人体実験の末に命を落とした自分の子供達たちを、あの親はそう評して不満げにその遺い体たいを片付けていた。

　だから許せない。だから好きになれない。

　人間を評して『出で来き損そこない』などと言う奴やつは。

　よしんば出来損ないだったからどうだというのだ。完全な人間など居ない。欠点なんぞ誰だれでも持っている。ならば人類全員が出来損ないだ。少なくともその言葉で他人を侮ぶ蔑べつできる資格など、誰も持っていないだろう。

「……紅蓮」

　少し驚いた様子で梨り緒おは紅蓮を見つめる。

　対して、紅蓮は苛いら立だたしげに白米を口の中に掻かき込こんで咀そ嚼しやくしてから、改めて不満をぶちまける様に言った。

「俺おれと暮らすのが嫌なのは判わかる」

「え？　いえそれは――」

「それは分かるけどな、だとしても、その、修しゆ羅ら奇き兵へいに――」

　一瞬、言葉に詰まる紅蓮だが、しかしこれも怒りにまかせて彼は吐き出した。

「俺みたいな化け物になっちまってもいい、あるいはその途中で命を落としてもいいって位に嫌なもんなのかよ!?」

　自分の両親が自分にした事は――そして自分の兄や姉にした事は絶対に許せない。

　だからこそ、紅蓮は、自分から修羅奇兵になろうとする人間が居るなどという事が、認めがたいのだった。

　誰が好きこのんでこんな、人間以外の何かになりたがるだろうか。自分が本当に人間なのかどうか、悩みながら、日々を過ごさねばならない様な――そんな立場になりたいと本気で思う奴が居るのか。居るとしたら、そいつはきっと狂っている、と紅蓮は想おもう。

　ただ普通である事。ただ平凡である事。

　それがどんなに得え難がたいものであるのかを、そいつは、多分、蔑ないがしろにしている。

「……紅蓮」

　梨緒は箸はしを置いて紅蓮の顔を真まっ直すぐ見つめながら言った。

「私を、心配してくれているのですか？」

「お家の為にって、親が子供を実験に使うなんて真ま似ねが許せねえんだよ！」

　無む理り矢や理り、水で口の中のものを喉のどの奥に押し込んで紅蓮は言った。

「……そうですか。そうですね。貴方あなたの立場なら当然です」

　噛かみ締める様にそう言って梨緒は小さく頷うなずく。

　その妙に悟さとった様な仕草がまた癇かんに障って、紅ぐ蓮れんは叩たたき付ける様に続けた。

「お前が修しゆ羅ら奇き兵へいつーかそのモドキっつーか、それの実験台に自みずから志願するってんなら俺おれには止められねえけどな。でも、多分、『人間やめる』ってのはお前が想おもってる程、簡単なこっちゃねえぞ」

「――紅蓮」

　梨り緒おは真まっ直すぐ紅蓮の眼めを見て言った。

「貴方あなたは人間です」

「…………」

「だから貴方のその言葉には説得力は在ありません」

　厳しくもなく優しくもなく。

　ただ当たり前の事を、当たり前の様に言うかの如き梨緒のその口調に、紅蓮は返すべき言葉が咄とつ嗟さに出てこない。彼は散々迷った末に――

「……そうかよ」

　ただ、そう答えるのが精一杯だった。



    

  
    
      第四章　家族の偶像





　琴こと音ねの退院日は入院から二週間後の日曜日と決まった。

　医者の話ではこの二週間、出血は見られなかった――というか、ほんの小さな血ち溜だまりは在った様なのだが、それは大きくならず、むしろ周囲に吸収されて小さくなりつつあるという。結果としてもう大丈夫だろう――との判断が出たのだ。

「勿もち論ろん、しばらくはあまり血圧の上がる様な事とかはしないようにね」

　と釘くぎを刺すのを回診の担当医は忘れなかったが。

「良かったわね」

　隣となりで話を聞いた好よし恵えは微笑ほほえんでそう言ってくれた。

　その脇わきに座っている浩こう介すけものんびりと笑っている。

「ありがとうございます」

　琴音はそう工く藤どう親子に礼を言い――そして紅蓮と梨緒の方を振り返った。

「紅蓮と御み杖つえ代しろさんも毎日来てくれて――ありがとう」

「毎日じゃねえよ」

　と紅ぐ蓮れんは苦笑する。

　土日は例の訓練施設に出向いていた為に、見舞いに来る事は出来なかった。あくまで経過観察の状態での入院とはいえ、さすがに早朝や深夜では面会時間外である。

「ちょっと寂しくなるわね」

　と好よし恵えが苦笑を浮かべる。

「その事ですけど」

　琴こと音ねは好恵を振り返って言った。

「あの……お見舞い。来てもいいですか」

「え……？」

　と好恵は驚いた様子で声を漏らす。

「色々な話聴きけて面白かったです。ご迷惑でなければ」

「それは……」

　好恵は多少困惑していた様だったが、やがて、微笑ほほえんで頷うなずいた。

「嬉うれしいわ」

「これはまたえらく若い友達が出来たね、母さん」

　浩こう介すけも笑いながらそんな事を言う。

　穏やかな空気の中で、紅蓮は――好恵と浩介の方を見ていた。

　親子とはこうあるべきではないか、そんな風にすら思える様な、穏やかな母と優しい息子の図である。やはり自分の聞いた看護師達たちの話は、根も葉もない噂うわさに過ぎなかったのだろう。そんな風に紅蓮は思った。

　その時――

「あ、ちょっとごめんよ」

　そう言って浩介は懐ふところに手を入れる。

「ええと――携帯使ってもいいのは、自販機コーナーの所だっけ」

「はい。出て左のつき当たりです」

　と紅蓮は右手を動かして示し――そして。

「…………？」

　何か引っかかった。

　何が、かはよく分からない。

　だが奇妙な――既視感が意識の片隅にちらついている。

「…………？」

「ありがとう、ちょっと行ってくる」

　そう言って浩介は懐から取り出した携帯を片手に病室を出て行った。

（なんだ？）

　よく分からない。だが焦しよう燥そう感の様なものが脳裏を過よぎる。

　とても重要で重大な何かを――自分は見たような気がするのだが。

「……紅ぐ蓮れん？」

　浩こう介すけの後を追う様にして立ち上がる紅蓮を不思議そうに琴こと音ねが見つめる。

「どうしたの？」

「いや……ちょっと」

　曖あい昧まいに答えて廊下に出る。

　何か目的が在あっての行動ではない。何か居ても立っても居られないような焦燥感に急せき立たてられて彼は廊下を歩く。自分は一体何に引っかかっている？

　その時……

「――御お兄にい様さま」

　ふっと……まるで影の中から湧わいて出たかの様に、紅蓮の視界に滑すべり込んでくる黒衣の少女の姿。

　神かん薙なぎ深しん紅く。

　生まれなかった筈はずの――紅蓮の妹。

「何かお困り？」

「……お前」

　眼めを細める紅蓮に『居る筈のない妹』はころころと鈴の様に笑って見せた。

「何か想おもい出したくても想い出せない――そんな感じ？」

「……何か知っているのか」

「ええ。というか私の知っている事は御兄様も知っている事なのだけれど。たまたま御兄様は想い出せないだけ。というか想い出すのが下手なだけ」

　人間は一度覚えた事を本当は二度と忘れないのだという。

　ただ――想い出せなくなるだけなのだと。それはつまり記憶というノートをどの引き出しにしまったか分からなくなるだけで、ノートそのものが失われた訳ではないのだ。

「じゃあお前なら想い出せるっていうのか？」

　ポケットから取り出した携帯電話を耳に当てながら紅蓮は言った。こうでもしていないと深紅の姿は他人には見えない為、一人で相手も居ないのに喋しやべる頭がおかしい奴やつ、と思われてしまう。

「――それ」

「なに？」

「だから――それ」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえみながら深紅は紅蓮の手にした携帯電話を指差した。

「携帯電話がどうした？」

「見たでしょう？　鬼おに猟かりの現場で」

「――？」

　眉まゆを顰ひそめて――そして想おもい出した。

　見た。確かに見た。あのヤドリギを、修しゆ羅ら奇き兵へい態で引き裂いていたあの時、紅ぐ蓮れんはヤドリギが懐ふところから取り出した携帯電話を見た。武器かと思ったが、違った。ただの携帯電話だったのだ。だから――さして気にも留めなかったが。

「あの時の携帯電話の画面」

「――え？」

「携帯電話の画面に映っていた――もの」

「…………」

　まるでフラッシュバックの様に。

　紅蓮の脳裏に一瞬の情景が引き揚げられる。

　携帯電話の表示画面に映し出されていた番号と名前。

「いや。待て、しかし……」

　番号はさておき。

　名前が――坂さか巻まき浩こう介すけ。

「工く藤どうじゃない」

　ただ下が同じ名前だったというだけだ。

　それ以上でもそれ以下でもない筈はずだ。別に突飛な名前でもない。

　いや、万が一にもそれが――あの坂巻浩介という名前が、あのヤドリギの携帯電話に出ていた電話先が、あの工藤浩介と同一人物だったとしても。

　単に『未まだ人間だった時』に知り合いだっただけかもしれないではないか。

　それだけの事で――しかし。

「…………」

　看護師達たちの噂うわさと――今の工藤浩介の印象のずれ。

　まるで『別人の様な』。

「まさか――」

　廊下の突き当たりを振り返る紅蓮。

　その自販機コーナーで携帯電話を片手に喋しやべる浩介の姿が見える。

「……違うよな」

　自分に言い聞かせる様に呟つぶやく紅蓮。

　だが一度抱いた疑念の霧は、たちこめたまま晴れる事は無かった。







　指先が軽快にキーボードの上を踊る。

　インターネットのチャットは色々と便利だ。

　電話の方が良いという者も未いまだ多いが、文字による意志疎通は聞き間違いによる誤解を激減させる上に、文章にして打つ、という作業を行う分、会話の言葉が整理されていて、後から記録を調べるのにも便利だ。

　意外と人間は会話の際には無駄で意味の無い言葉を交まぜている事が多く、極端な場合には、前後の会話や、状況そのものを入れ替えてしまえば、全く意味不明になってしまう場合も少なくない。会話の録音を後で聞き直すと分かりにくい事が多いのはこの為である。

　また――

『送った資料は見ましたか？』

　会話の最中にファイルという形で資料の受け渡しが出来るのも便利だった。

『見た。面白い。面白いが危ない』

『そうでしょうね』

『修しゆ羅ら奇き兵へい――まさか本当に実現しているとは。神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんといったか？』

『ええ。変身前は普通の高校生、と言ってしまうと語ご弊へいがありますがね、まあ、見た目には人間に見えますよ』

『ヤドリギ暗殺用改造兵士……量産されるとさすがに我々も脅きよう威いを感じざるを得ない。今の内に何らかの手を打たねばなるまいな。ミカヅチそのものを滅ぼす事も含めて』

『ミカヅチそのものはちょっと面倒ですけどね。さすがに歴史が長い組織だけあって。でも神薙紅蓮個人なら色々と手は打てると思いますよ』

『というと？』

『彼には弱点が在あります。個人的なしがらみというか』

『資料では天てん涯がい孤こ独どくではなかったか？』

『家族同然に親しい人間が居ます。人質として使う事も出来るでしょう。あるいはその人物越しに神薙紅蓮を操る事も』

『任せて良いのか？』

『少々時間は掛かると思いますけどね』

　…………

　定期的な連絡を終えるとメッセンジャー・ソフトを閉じる。

　このソフトは専用に開発されたもので、通信は独自の手法で暗号化されており、万が一に途中で誰だれかに『枝』を付けられていたとしても、会話の中身を覗のぞき見ることは出来ないか――出来たとしても暗号解読に相当時間が掛かる筈はずだった。

「本当にいい時代になったものだね」

　そう呟つぶやきながら太た刀ち花ばな明あか月つきは机の上に置かれたパソコンの電源を落とした。







　浩こう介すけは電話を切って病室に戻ろうと振り返った。

　だがそこで彼は怪け訝げんそうな表情を浮かべて立ち止まる。廊下の真ん中に立つ紅ぐ蓮れんの存在に気付いたからだろう。

「どうした、紅蓮君？」

　浩介は人ひと懐なつっこい笑みを浮かべて尋たずねてくる。

　どうか自分の邪推であって欲しい――そんな事を想おもいながら紅蓮は問うた。

「誰だれと電話してたんです？」

「え？　ああ――仕事先の人だよ」

「お仕事は何を？」

　尋ねながら紅蓮は念の為にと、携えてきた学生鞄かばんに手を滑すべり込ませる。

「ああ、運送トラックの運転手をね。一人で車転がせればとりあえずはやれるから、俺おれにとっちゃ気楽な商売で――」

「そっちでは」

　鞄の中のグロック36自動拳けん銃じゆうの感触を確かめつつ、紅蓮は僅わずかに眼めを細めて言った。

「坂さか巻まき浩介で通してるんですか？」

「…………紅蓮君？」

　戸惑った様な表情を浮かべる浩介。

　そこに狂気の色は無い。少なくとも先日闘たたかったヤドリギの様な獰どう猛もうさや凶悪さは感じられない。やはり自分の思い違いだったか――そうであって欲しいと願いながらも、紅蓮は念の為にともう一押ししてみた。

「まさかヤドリギにこんな所で出会うなんてな」

「…………」

　浩介の表情が益ます々ます困惑に揺れる。

　喜き怒ど哀あい楽らく色々な表情の断片が入り混じり、名状し難い表情を彼は浮かべていたが――

「君は何者だ？」

　最終的にぞっとする様な無表情がそこに残った。

　梨り緒おの様に感情を抑え込んでいるのではない。明らかに何かが欠落してまともに感情が動いていない人間の顔だった。いや――ヤドリギが既に人間でないとすれば、欠落も何もあったものでもないのだが。

「ただの高校生かと思っていたが」

「――ビンゴかよ」

　唸うなる様に呟つぶやく紅ぐ蓮れん。

　むしろ自分の邪推が外れて、頭のおかしい奴やつ扱いされる方が何倍も良かった。

「嫌なくじ運だけは在あるな、俺おれ」

　鞄かばんの中の凶器の存在が酷ひどく重く感じられて――紅蓮は改めてそれを握り直した。







　まるでのしかかってくるかの様な、天井まで届く棚の連なり。

　そこに所狭しと押し込まれているのは、様々な箱であり、そこには数字と文字がサインペンで書き殴られている。『ガバ系　ディスコネクタ』だの『ＵＳＰ　マガジン』だの『Ｂ＆Ｔ　サプレッサ』だの……知識の無い者には暗号どころか全く意味不明の記載が付いた部品箱は、恐らく五百を越えるだろう。

　左右をそれらに挟まれて奇妙な圧迫感を漂ただよわせる細い『通路』を――実際には単に部屋の中なのだが――進んで、逆さか木きはその奥に辿たどり着いた。

「や――野の神がみさん」

「――や」

　奥の作業台に片かた肘ひじをついて、壁のテレビを眺ながめていた小太りの男は、逆木を振り返って片手を挙げてきた。アロハシャツを着た禿とく頭とうの中年男性。着ているものはアロハシャツ、しかも何やらカメラの交換レンズを取り付けた様なゴーグルを首から提げている。一見すると何者なのか――どんな仕事をしているどんな立場の人物なのかさっぱり分からないという意味では、逆木といい勝負の胡う散さん臭くささであった。

　ちなみにテレビに映っているのは何やら旧ふるそうな、モノクロの映像である。恐らくは何十年も前の邦画なのだろう。

〈装そう組ぐみ〉の人間でこの男の名は野神直なお樹きという。

「ＰＸ－｜４は未まだ銃身の呪化処理終わってないよ」

　ちらりと作業台の上の部品を一いち瞥べつして野神は言った。

「いや、そっちは急いでないけどな。特に〈クーガー〉に不満ある訳でもなし。レールついとった方が便利か思た位で」

　と逆木は言いながら、作業台横の椅い子すを引き出して勝手に座る。

　彼は野神の見ているテレビの画面を眺めて――そして言った。

「……て。何かと思ったらＤＶＤかいな」

「『殺人狂時代』なんざ、テレビで放映できるかっての」

　と苦笑を浮かべながら野の神がみは言った。

「まあ放送禁止用語満載やしな。ところで頼んどいた例のアレ、どう？」

「アレ？　どれの事だよ」

「現場の遺留品分析」

「ああ、携帯電話な」

　ＤＶＤの再生をリモコンで止めてから野神は手近な所に在あった引き出しから、ビニール袋に入った携帯の残ざん骸がいと、そして十数枚の紙束を取り出した。

「中身は吸い出しといた。データはサーバにもアップしといたけど」

「おおきに」

　と逆さか木きはその紙束――携帯電話から吸い出されたアドレス一覧の印刷物ハードコピーを手にした。

〈装そう組ぐみ〉は基本的にミカヅチの〈破は組ぐみ〉〈滅めつ組ぐみ〉〈索さく組ぐみ〉の装備を用意してこれを整備するのが仕事だが――現場での遺留物を分析する作業を行う事も在る。

　逆木は、先日のヤドリギ事件の際、現場から回収された携帯電話の中身について、分析を依頼していたのである。通常の状態ならば勿もち論ろん、逆木達たちにも調べる事が出来るが、携帯電話は紅ぐ蓮れんとヤドリギの戦闘で壊れており、中身のデータを電子基板上から吸い出せるかどうかは、素人しろうとには判断がつかなかったのである。

「ふーむ？」

　ぱらぱらと紙束をめくる逆木。

「しかしどうしたよ、逆木ちゃん」

　また机に片かた肘ひじをついてそこに顎あごを載のせながら野神は尋たずねた。

「いきなり携帯電話の中身調べろなんて」

「んー。半分は勘かんなんやけどな。ほれ、最近、猟に手間取る事増えたやろ？」

「みたいだねえ。ヤドリギが巧妙に立ち回ってるとかなんとか」

「そう。それや。どうもな――ヤドリギが組織化してるんちゃうかと」

「ああ？　ヤドリギが？」

　何を言い出すんだと言わんばかりの表情で野神は眉まゆを顰ひそめた。

「ヤドリギは大抵、即座に人食いやらかして、それが原因で存在がばれて、俺おれ等らに狩られる。それが基本やった。というか基本やと思われとった」

「……違うっての？」

「何らかの原因で存在そのものがばれへんかったヤドリギは、どうなる？」

「…………第三段階って奴やつ？　確か理性的になって特殊能力を……」

　そこまで言って野神は顔をしかめた。

「そこまで至っても、尚、存在がばれてなかったヤドリギが居て――生き延びたそいつらが、徒党を組んだと？」

「そやないか……と〈索さく組ぐみ〉の何人かは考えとる」

「ふぅむ……」

　野の神がみはリモコンを手すさびの様に弄いじり回しながら唸うなった。

「だからその一覧の中に別のヤドリギが混じってないか、気になった、と？」

「そういうこっちゃ」

　逆さか木きは紙の一枚を指先で弾はじいて言った。

「強しいて言えば……こいつが怪しいか。最後の発信相手。坂さか巻まき浩こう介すけ。時間は丁度、狩りの真っ最中、紅ぐ蓮れんとやりおうてる最中や」

「なるほど、そんなごちゃついた状況で普通、電話しようとは思わんか」

「人間としての知り合いなら、尚なお更さら、な」

　逆木は紙束を丸めて革ジャケットのポケットに突っ込む。

「とりあえずこの辺からあたってみるわ」

「お疲れさん」

　ひらひらと手を振ると、野神は再びリモコンでＤＶＤの再生を開始した。









　背中が粟あわ立だつ様な焦しよう燥そう感。

　紅蓮は自問する。

（――くそ。どうする？）

　目の前には工く藤どう浩介――いや坂巻浩介が平然と立っている。

　まさか本当に、この男がヤドリギだったとは。

　だがどうすれば良いのか？

　此こ処こで――病人だの見舞客だの医者だの看護師だの、巻き添えになる人間が多い場所でやり合う訳にもいかない。修しゆ羅ら奇き兵へい態に変身するなど論外だ。すぐ数メートル後ろの病室には、琴こと音ねも居る。

　いや。それ以前に、ヤドリギが変身の時間を与えてくれるかどうか……

「君は一体何者だ？」

　眼めを細めて紅蓮を眺ながめながら浩介は問うてきた。

「ヤドリギ、ではないな。やはり君の連れのあの御み杖つえ代しろというのは、ミカヅチの御杖代家の者か。しかしミカヅチにしてまあまりに不用意――」

「悪かったな、不用意で」

　とは言うものの……浩介の言う通りだ。

　声を掛けて確かめるにしても、もっと場所を選ぶべきだった。

「……俺おれはどっちかって言われたらミカヅチの側の人間だよ」

「ほう？」

　浩こう介すけは楽しそうに笑った。

「で……病院の外にはお仲間が陣を敷いて待機しているとか？」

　どうやらこのヤドリギは色々と知識を持ち合わせているらしい。

　少なくともミカヅチの〈滅めつ組ぐみ〉が展開する封殺陣の事については知っている様だ。恐らくはその展開半径や必要人員も。御み杖つえ代しろの名を知っている以上、相当の知識を溜ため込んでいると考えるべきだろう。

「どっちかと言えば、といったか。妙な話だな」

　浩介は眼めを細めて紅ぐ蓮れんを睨にらみ据える。

　紅蓮は焦しよう燥そう感でちりちりと背中に痺しびれが走るのを感じながら――精一杯のふてぶてしい口調で言い返した。

「好きで連中と付き合いが在あるんじゃねえんだよ、俺は」

（――どうする？）

　紅蓮は必死に次に打つべき手を考えていた。

「たまたまだ。しかし――本当にヤドリギなのか、あんた」

「うん？　……なるほど、これは間抜けだ」

　浩介は一瞬、怪け訝げんそうな表情を浮かべてから――すぐにそれを苦笑に切り替えた。

「ハッタリに引っかかった訳か」

「そういうこったな」

　紅蓮は改めてグロック36を握り締める。

　銃声抑制器サプレツサーも持ってきているが、付けている暇ひまは無い。付けたとしても、映画の様にほぼ無音、という訳にはいかない。こんな人の多い病院の中で撃てば誰だれかは気付く。実際、入院患かん者じやらしい、入院着の女性が一人、怪訝そうな表情で紅蓮達たちの横を通り抜け、そして自販機のジュースを買ってまた戻っていった。

「正直、信じられなかった。ヤドリギが、何食わぬ顔して病人の見舞いに来るなんてな」

「――ああ」

　にっ――と口くちの端はを吊つり上げて浩介は笑った。

「そうか。そうだな。君達は、成り立ての、しかも程度の低い連中しか見てこなかっただろうからね」

「なんだと？」

「ああ。君は――というかミカヅチもかなり誤解しているね」

　浩介は皮肉げな笑いを浮かべる。

「ヤドリギが欲望に振り回されるのは最初の一ヶか月げつ程だけだ。これを乗り切ればヤドリギは理性的な行動がとれるようになる」

　ヤドリギの存在は、猟りよう奇き事件を発端として発覚しやすい。ヤドリギは人食いとしての性質を持っている以上、人間を殺さずにはいられないのだ。

　だが逆に言えば――その事件が表おもて沙ざ汰たにならなければ、ヤドリギの存在をミカヅチが察知する事は出来ない。呪じゆ術じゆつを使っても、人間という器うつわの内側に隠れているヤドリギと、そうでない人間とを見分ける方法は無い――というか、確度が低くて『占い』の域を出ないのだと紅ぐ蓮れんは聞かされていた。

「つまり」

　浩こう介すけは病室の方を振り返る。

「家族が居るならば大抵は家族が、そうでないならば接触時間の長い恋人や友人知人、職場の同どう僚りようなどが、まず、最初にヤドリギに喰くわれて表沙汰になる。逆に言えば――それらの者達たちが無事ならば、『こいつはヤドリギだ』とはミカヅチは考えない」

　ならば――もし。

　何らかの形で当初の一ヶ月、家族、友人知人、恋人、同僚らから離れていた状態でヤドリギ化した者達が居たとして。更にそのヤドリギが何らかの形でミカヅチの存在を知ったとすれば――そのヤドリギは取り戻した理性で何を考えるか？

　例えば家族の存在を隠蔽カモフラージユに使う事を考えないだろうか？

　浩介の場合……好よし恵えの存在が彼の『身の潔白』を間接的ながら証明している事になってしまう。ならば浩介の立場からすれば、好恵を生かしておいて、人食いは他の者で賄っていれば、ミカヅチに眼めをつけられにくい――

「利用したのか、好恵さんを」

　紅蓮は眼を細めて問うた。

「そういう事になるかな」

　と浩介は肩を竦すくめる。

「彼女が居れば俺おれはミカヅチに気付かれる心配は少ない」

　工く藤どう好恵の息子は――いや、その形けい骸がいはにこやかな笑みでそう言った。

「ああ。君の考えている事は分かるよ。だがよく考えてみてくれ。彼女はむしろ、今、幸せなのではないかな？」

「……何を」

　言い出すのかこの化け物は。こいつは工藤好恵の息子を『喰って』なり代わっているのだ。工藤好恵からすれば息子殺しの仇かたきと言っても良いだろう。

　しかし……

「彼女の眼も、今回の入院も、元は俺の――というか、ヤドリギになる前の坂さか巻まき浩介の暴力が原因さ。彼女は息子を思って庇かばっているがね。ちなみに苗みよう字じが違うのは、実を言えば、工く藤どう好よし恵えは一度離婚して旧姓に戻り、その際に俺おれは父方に引き取られているからさ。細かい経けい緯いは省はぶくがね――既に父親は死んで居ないから、俺は表面的には工藤性に戻しているのさ。その方が『母さん』が喜ぶ」

「…………」

「以前の俺は――ヤドリギが憑ひよう依いする前の坂さか巻まき浩こう介すけは、まあ、言うなればチンピラというか、暴走族上がりでね。母親にも金はたかるわ、働かないわ、些さ細さいな事で暴力を振るうわと色々最低だったようだよ」

「どの口が――」

　最低などと。人食いの化け物が、たとえヤクザだろうとチンピラだろうと暴走族だろうと、『最低』などと評せる資格などあるまいに。

　しかし浩介は平然と首を振った。

「いいや。人間社会的には今の俺の方が以前の俺よりも有意義な存在さ」

「……なんだと？」

「俺達たちはちゃんと選んでいるさ、誰だれを喰くって、誰を喰わないかを、ね」

『俺達』――複数形。

　つまり浩介は徒党を組んでいるか、そうでないにしても、同様の生き方、潜み方をしているヤドリギを知っている、という事だ。

「世間から消えても話題になりにくい様な『無用な人間』や、むしろ喜ばれる様な『タチの悪い人間』を調達して喰ってる。それで充分なんだよ。知ってるかい、年間、この日本で何人の行方不明者が出ているか？　昔に比べたら減ったけどね、それでも万単位だよ。勿もち論ろん、その後に所在確認がとれる人間が九割近くだけど、それでも、数千人は何ど処こに行ったか分からなくなる訳だ」

「…………」

「ついでに言うと、これはあくまで家族や職場から失しつ踪そう者しやとしての届け出が出た人間に関してだからね。実際にはもっと多い。つまり毎年、一万人位は行方知れずになる訳だ。だがそれでも問題無くこの社会は動いているよな？」

「だから罪つみが無いとでも言うのかよ」

「罪ね。罪。曖あい昧まいな概念だ。人間と家か畜ちくだって同じ様な事をしているよ？」

「何だと？」

「増えすぎれば間引く。だからといって牛や豚の敵とも言えない。むしろ家畜は人間の保護下におかれて種族としては繁栄して居る。で――その場合に、種族全体として見た場合、間引きは罪かい？」

「間引かれる奴やつにとっちゃ罪だろうさ」

「では弱肉強食の自然の掟おきても罪つみだね。で――誰だれが裁く？　君か？」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは言葉に詰まった。

「俺おれ達たちを、ミカヅチは人間じゃないという。ならば人間の法律を適用する意味は無いよな。牛や豚に人間の法律は適用されない。それでも人間の法を当てはめようとするのは、それは独善だよ。違うかい？　俺達は人間社会に寄生しているという自覚が在ある。だから、人間社会を破は綻たんさせる様な無む茶ちやはしない」

　あくまで闇に、裏に、影に、潜み。

　社会に影響の出にくい人間を――喰くう。

　それは確かに人間の間引きに似ているが……

「生物としての在り方を君は人間の法や倫理で裁くか？　傲ごう慢まんも甚はなはだしいよ、それは」

「……黙れ」

　唸うなる様に言う紅蓮。

　そんな彼を浩こう介すけは面白そうに眺ながめてから――

「さて。そうした事を踏まえた上での提案なんだが」

「……なに？」

「俺の事はミカヅチには黙っていてくれると助かる」

　平然とそんな事を浩介は言ってきた。

「今現在、俺がヤドリギだという事は、君しか知らないのだろう？　さもなきゃこの病院はミカヅチに取り囲まれている筈はずだしね。で――だ。俺としては、黙っていてくれれば」

　にっと口の両端はしを釣り上げて浩介は笑う。

　平凡な――牙きばなど無い、普通の人間の歯が、今はとてつもなく不気味に見えた。

「あの笹ささ原はら琴こと音ねって子を喰わずにいてあげよう」

「――！」

　紅蓮は思わず全身の毛が逆立つのを感じた。

　そうだ。紅蓮が居ない間も何度も琴音はこの化け物と顔を合わせている。いつ喰われていてもおかしくはなかったという事なのだ。

「俺はいつでもあの子を食える。母さんは眼めが見えないしね」

　嗅きゆう覚かくや聴覚を誤ご魔ま化かすのはある意味で視覚を誤魔化すよりも容易たやすい。

　何も知らずに穏やかに微笑ほほえむ好よし恵えの隣となりで、音も無く、浩介が琴音を食い散らかす様を想像して紅蓮は吐きそうになった。

「大事な幼おさな馴な染じみなんだろう？　さもなきゃ毎日、見舞いになんか来ないよね？」

「……貴様」

　身構える紅蓮。

　躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。こいつは今此こ処こで殺す。さもないと琴こと音ねが危険だ。

　だが――

「ここでやり合うかい？　今、ここで？　それこそ君が不利なだけだと思うけどな？」

　……確かにそれはその通りだ。

「そもそも人間一人でヤドリギと闘たたかう訳にはいかないだろう？」

　浩こう介すけは紅ぐ蓮れんが修しゆ羅ら奇き兵へいである事までは知らない様だ。

　修羅奇兵態になれば、紅蓮一人でも浩介を止める事は出来るかも知れない。だがそれはこの病院内に居る多くの人間、特に琴音にその姿をさらす事になる。無論、顔さえ隠していればあの状態の紅蓮を、それと琴音も認識出来ないかもしれないが。

「確か明日の夕方に彼女は退院らしいね。じゃあ明日の昼までに答えを聞かせてくれないかな。ちなみにもし君がミカヅチに俺おれの事を報しらせたら、俺は即座にあの子と母さんを喰くって逃げる。入院患かん者じやの身内は、申請すれば病室に泊まれるからね」

　ミカヅチにばれたのならば、好よし恵えという偽ぎ装そうも必要が無い――という事だろう。

「じゃあ俺は病室に戻る。君はどうする？」

　楽しげに――紅蓮の懊おう悩のうを見て愉たのしむかの様に浩介は言って、廊下を歩き出す。

　紅蓮は、ただ、その場に立ち尽つくしたまますぐ横を通り過ぎていくヤドリギの存在を見逃すしかなかった。







　帰り道は――ひたすら無言だった。

　時折、梨り緒おが何か声を掛けてきているのには気付いていたが、まともに返事をする余裕が紅蓮には無かった。いや。返事をして、迂う闊かつな事を言って、余計な事を気取られるのが怖いという事もあった。

　梨緒はミカヅチの人間だ。

　浩介がヤドリギと知れば即座にミカヅチ本部に連絡してこれを殲せん滅めつする手配を整えるだろう。だがその場合に紅蓮は、浩介が琴音を殺すのを止められるかどうか。

　杉すぎ崎さき由ゆ奈なと闘った時にも分かったが、ヤドリギの能力は、使い方によってはとんでもない効果を発揮する。もし浩介が由奈と同じタイプの能力を保持していた場合、離れていても浩介は指先一つで琴音を殺せるかもしれない。

　駄目だ。やはり梨緒には言えない。

　梨緒が琴音の命を守ってくれるとは限らないのだ。

（どうすればいい？）

　一番簡単な方法は、紅蓮がただ黙っている事だろう。

　少なくとも琴こと音ねが殺される事は無い。

　ヤドリギを見逃す以上、何ど処こかで誰だれかが代わりに殺される事にはなるが――いや、それもこれもあの浩こう介すけが約束を守れば、の話である。

（ヤドリギの言う事を信じるのか？）

　いや。自分の正体を隠す為に、むしろ『良い息子』を演じられるヤドリギだ。

　ならば約束に対する誠実さ云うん々ぬんはさておいても、実利で見れば琴音に手を出さない可能性が高いのではないか。

（そもそもヤドリギってのは一体何なんだよ……!?）

　懊おう悩のうのあまり紅ぐ蓮れんの思考はあらぬ方へと彷徨さまよっていく。

　紅蓮は最初に見たヤドリギが由ゆ奈なであった為に、彼女を基準としてどうしても考えてしまう。彼女は結局、恋愛感情のもつれからおかしな方に狂っていったが――もし。

（あれが俺おれのせいだったんだとしたら）

　由奈がおかしくなったのは、ヤドリギに取とり憑つかれた事そのものが理由で無かったとしたら。むしろ紅蓮に振られた事が最大の理由であって――だとしたら。

（俺が彼女をあんな風にした？）

　むしろ由奈は、狂う事無く、もっと理性的な――

（いや、駄目だ、それにしたってやっぱりヤドリギは人食いで）

　人食いの化け物を容認する訳にはいかない。

　しかし……



『君が依よって立っている価値観は絶対でも何でもないの』



　雪ゆき緒おの言葉が脳裏を過よぎる。

　ヤドリギになって、むしろ好よし恵えにとっては『良い息子』になった浩介。

　確かに彼は陰で人を喰くう化け物だが、しかし好恵にとって、そんな事実は存在していないし――ましてや、浩介が喰っているのが、所いわ謂ゆる、チンピラやヤクザ、社会のクズの様な連中なら……

（駄目だ、駄目だ）

　自分の中で変な方向に歪ゆがみそうになった思考を慌てて引き戻す。

　琴音を守らねばと思う余り、紅蓮は浩介の提案の呑のむ方向ばかりを検討している。浩介の提案を呑んでも自分が罪悪感に苛さいなまれないような言い訳を探してばかりいる。

（人間と、ヤドリギ……）

　人でも、人を喰わないだけで、鬼や悪魔と罵ののしられる様な奴やつも居る。

　いや。むしろ以前の浩介もその類たぐいだったのだろう。殴る蹴けるの暴行で母親を失明させただけでは飽きたらず、脳を損傷させて殺す直前まで行ったのだ。

　対して――

（あの人は……）

　工く藤どう好よし恵えの笑顔が脳裏を過よぎる。

　彼女は本当に息子が自慢の様だった。今の彼女は間違い無く以前よりも幸せだろう。

（人間とヤドリギ、区別は何ど処こにある……？）

　理性を持ったヤドリギ。

　人を喰くう事か？

　だが食人という行こう為いは実の処ところ、文化によっては禁忌でもなければ、犯罪でもない。それを以もつて人ではないと断じる事は難しい。

　それとも特殊能力を持っているからか？

　では――紅ぐ蓮れんもやはり人ではないという事にならないだろうか？

　そもそも人間の性格や価値観は変わる。ヤドリギに取とり憑つかれる事も、ひょっとしたら数在ある切っ掛けの一つに過ぎなくて――

（くそ……！）

　とりとめもない考えが浮かんでは消えていく。

「また悩んでいるのね。御お兄にい様さま」

　ふいに視界の片隅に黒衣が踊る。

「考えるのなんて止やめてしまえば楽になれるのに」

　深しん紅くがからかう様に――まるで水の中を泳ぐかの様に、ゆらりと、紅蓮の前に回り込んできては、艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「正義なんて御兄様の趣味じゃないでしょう？　何の役にも立たない言い訳よね。そんなものが本当にあるならば、私達たちは今、こんな立場に立たされていない筈はずだものね」

　その通りだ。全くその通りである。

　だが――

「だから自分の気持ちだけを――喜き怒ど哀あい楽らくだけで決めてしまえば良いのに。琴こと音ねが大事なのでしょう？　だったら琴音を確実に守って、後は知らない、それでいいでしょうに」

「…………」

「それとも琴音も守って、中途半端な正義感だけ満たす？」

「――だまれ！」

　発作的にそう叫ぶ紅蓮。

　次の瞬間、まるで幻まぼろしの様に――いや実際に幻だが――深紅の姿はかき消える。

「――紅蓮？」

　少し驚いた様子で傍かたわらを歩いていた梨り緒おが声を掛けてきた。

「どうかしましたか？」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは答えない。そんな余裕は無かった。

　彼は懊おう悩のうを抱えたまま、ただ家路を歩き続けた。







　――伽が藍らん堂どう家け。

　ミカヅチ六家の中でも諜ちよう報ほう分野に秀ひいでた家であり〈索さく組ぐみ〉の者は多くがこの伽藍堂家との繋つながりを持っている。言うなればミカヅチにおける『眼め』や『耳』や『鼻』を統括する存在がこの伽藍堂家であり、更にはその頂点――つまりは家長として君臨するのが、伽藍堂紫し乃のという名の老女である。

　ミカヅチ六家の一つに君臨する老女というと一種、怪物の様な印象を抱く関係者が多いが、見た目にはこの伽藍堂紫乃は、何ど処こにでも居そうな――むしろ縁側で猫でも抱いていそうな『お婆ばあさん』だ。

　実際、今も――伽藍堂本家の日本庭園を開いた障子越しに眺ながめている姿は、あまりにも綺き麗れいに填はまりすぎていて、彼女自身がまるでそうした風景の一部の様にすら見える。

　もっとも――ただ一点、周囲との調和をぶちこわしにしているのは、彼女が膝ひざの上に載のせている品であったが。

　猫でもなければ茶器でもない。

　ノートパソコンだ。

　無骨で黒いその筐きよう体たいには、マイクとスピーカー、更に小型のＣＣＤカメラが埋め込まれており、ビデオチャットも出来る様になっているし、専用ソフトを使えば一般の固定電話や、携帯電話と会話する事も出来る。

「なるほど。それが貴方あなたの結論ですか――逆さか木き」

　紫乃は頷うなずいた。

『結論と言うには少々早いかもしれませんが』

　と――液晶画面に開いたウインドウの中で答えるのは逆木である。

『可能性は高いかと』

「事実とすればミカヅチの存在理由に関かかわる問題ですね」

　おっとりとした口調に焦しよう燥そうや絶望の響きは無い。

　ただ事実を事実として評するだけの声音であり表情である。そうでもなければ諜報分野の長などを務めてなどいられないという事かもしれないが。

　彼等がしているのは『何らかの形でミカヅチの追及を逃れたヤドリギ達たちは、一定期間を経て安定し、組織化し、あるいは人間社会に影響を及ぼせるだけの勢力を手にしようとしているのではないか』という話である。

　第三段階を超えて成長したヤドリギには特殊能力が宿る。

　それがどういうものかは個人差が大きい様だが、それを用いて人間社会でのし上がる事は可能だろう。そもそもヤドリギは肉体としても人間に比べれば遥はるかに不死身に近いが、ではそもそもヤドリギに取とり憑つかれた人間に『寿命』は在あるのかという疑問も残る。

　ミカヅチはその点については『ヤドリギ滅めつ殺さつ』に特化している為、考えてもいなかった。

　ヤドリギは基本的に、人間である事を止やめた為に、一定期間毎に『人間の要素』を補給し続けなければならない。それが人食いという行こう為いになる訳だが――逆に言えば、その補給を続けていれば、癌がん細さい胞ぼうの様に無限増殖するヤドリギの細胞は、あるいは、総体たる個体本人の、不老不死を実現するのではないかという仮説も成り立つ。

　ならば……それを餌えさにちらつかせて権力機構に食い込む事も可能だ。

　実際、権力者が最終的に望むのは自みずからが掴つかんだ栄えい耀よう栄えい華がの恒常的な――恒久的な維持であり、自身の生命の存続である。ならば、むしろ一般社会よりも不老不死に対して飛びつく人間は多いだろう。

「我々が日本社会を破は綻たんの一歩手前で守っていた――という自負すら、危うくなる」

　ヤドリギの存在は人間社会を破綻させかねない。

　自分達たちの間に、人間を喰くう怪物が潜んでいる――そんな感覚を一般人が持ち合わせる事になれば、相互不信が加速して社会生活自体が成り立たなくなる。だからこそミカヅチは組織され、千年近くもに渡ってヤドリギを狩り続けて来た。

　だが――もしヤドリギには自らを組織化する能力があって。

　自分達が人類社会に寄生する存在であるという自覚も在った場合――

『そういえば以前、神かん薙なぎ家けから提出されとったレポートがあるそうですな』

「ええ。私もそれを想おもい出していたところ」

　紫し乃のは眼めを細めてそう言った。

　ヤドリギの存在について神薙家が唱となえた一つの仮説。

　それは――『ヤドリギが人口調整の為に生まれた、新種の天敵ではないか』というものだ。その考え自体は、実の処ところ、そう突飛なものではない。むしろ生物学や環境学においては昔から在る考え方だ。

　天敵が居ない所では生物は繁栄する。

　だが通常はそうした特異環境下では、天敵の居ない『終端生物』は、土地の面積、あるいは餌の問題、あるいは生態としての地理的依い存ぞんなど、色々な要因から、その繁殖数には限界が生じる。

　だが……人間は違う。

　人間は雑食であり、更には農耕や牧畜といった行こう為いを発明した結果として、生物が本来的に持つ環境的な限界、繁殖に対する抑制をほぼ完全に取り払ってしまった。

　人間が殖える事に関してこれを抑制する要素は、この地球上に、無い。

　だからこそ人口爆発が問題視されているのだ。

「古来より都市部にしかヤドリギが発生しない事はその傍証ではないか、と当時の神かん薙なぎ家けは唱となえていたわね」

　神薙家がその仮設を立てたのはもう三十年以上前の事で、逆さか木きが見たのはあくまで当時の記録に残っていたものでしかない。対して紫し乃のは、神薙家の人間から直接、その説についての研究報告書を受け取っている。

　勿もち論ろん、間接的とはいえヤドリギの存在を肯定的に捉とらえるこの説は、他の六家から否定的に受け止められ、神薙家の没落を加速する要因の一つとなってしまったのだが。

「百歩譲ってそれが事実だとしても」

　紫乃は言った。

「もしそれをヤドリギ達たちが自覚したならばこれ程に、タチの悪い事も無いわね」

『自みずからの正義を唱える人食い、ですか』

「自覚している時点で、全すべて言い訳なのだけれどね」

　確かに弱肉強食は自然の摂理だが、虎とらも獅し子しも狼おおかみもそれを理由に自らを正当化したりはすまい。大抵の場合に声高に理を唱えねばならないのは、むしろ唱える側が自らの行為に後ろめたさを感じているからだ。

　いかに知性があろうと、ヤドリギは人類社会においては異物である。

　だがもし――この人口抑制、生態系バランスの説を彼等が大義名分として掲かかげてしまえば、彼等は異物ではなくなり、自らの存在について全面肯定をしてしまう。

　それは――まずい。

　間違い無く組織化したヤドリギは、その理念に従って人類を『管理』しようと考え始めるだろう。人間が殖えすぎた動物を間引く様に。人間が減りすぎた動物を保護する様に。

　それはヤドリギという支配者層の誕生だ。

　同時に人類の家か畜ちく化でもある。

「近々――今月中に、六家会議を開きます。それまでに資料を揃そろえておきなさい」

『了解しました』

　画面の中で逆木は頷うなずいた。







「ちょっと出てくる」

　紅ぐ蓮れんがそう梨り緒おに告げたのは夕食を食べ終わった後だった。

　夕食の食器を流しに押し込んでから紅蓮は壁に掛けてあった上着を羽は織おる。その姿を背後から見つめながら梨緒が怪け訝げんそうな表情で尋たずねてきた。

「こんな時間からですか？」

「小学生じゃあるまいし、驚く様な時間でもねえだろ」

　壁に掛けられた時計の時刻は現在八時半。

　確かに昨今の中高生ならば未まだ気軽にコンビニやら何やらに出掛ける時間だろう。

「何ど処こへ？」

「……何処だっていいだろ」

　紅蓮は思わず声を荒らげそうになるのを堪たえる。

　梨緒に細かい事が知られれば、彼女は琴こと音ねの安否よりもミカヅチの人間としての使命を優先して浩こう介すけの事を報告する可能性が高い。梨緒を連れては行けない。事情を悟さとられてもまずい。

「俺おれだって一人になって散歩したい時だってあるんだ」

「…………」

　梨緒は眉まゆを顰ひそめて紅蓮を見つめる。

　やがて――

「そうですね。四六時中、他人の私が側そばに居るのも、紅蓮としては気詰まりでしょうし」

「あ――いや、そういう意味じゃなくてな」

　と意外に物わかりの良い反応を示す梨緒に、むしろ紅蓮は罪悪感の様なものを覚えてしまう。てっきり是が非でも一緒に付いてくるだろうと思っていたので、どう誤ご魔ま化かすか色々と考えていたのだが。

「家族だって一人になりたい時はあるだろ」

「…………」

　梨緒は眼めを瞬まばたかせる。

　言ってから――紅蓮は自分の間抜けな物言いに思わず笑いそうになった。

　自分も梨緒も『家族だって』などと言える程に一般的な家族を知っている訳ではない。

「とにかく――ちょっと出掛けてくる」

「とりあえずいつでも連絡がつくように、携帯電話と、それから武器は持っていてください。万が一にも職務質問されて武器が見つかった場合は、私に――いえ、逆さか木きさんに連絡を。逆木さんは職務上、簡単な呪じゆ術じゆつを使えますから、誤魔化して貰もらえます」

「……分かった」

　頷うなずいて紅蓮は立ち上がる。

「ああ……それから」

　梨り緒おは壁際に積まれている箱から何かを取り出して紅ぐ蓮れんの方に押し出した。

「逆さか木きさんから新しい武器が届いています」

「新しい武器？」

「要人警護用の隠し武器です。こちらの方が通常のグロックよりも火力も命中精度も上ですし、銃声抑制器サプレツサーも組み込んでありますが、展開するまでは銃の形をしていません」

　と梨緒が差し出してきたのは、何やら、ノート位の大きさの板に、取っ手の様なものがついた代物だった。形としては、樹じゆ脂し製せいのごくごく小さな鞄かばん――の様にも見えるが。

「これは」

　言って梨緒が目の前にそれを掲かかげて操作すると、それは、ばしゃん、と音を立てて真ん中から割れて展開――一瞬にして銃の形に変化していた。

「なんじゃこりゃ」

　驚いた様に言う紅蓮。

「マグプル社製フォールディング・ポケット・ガン――マグプルＦＰＧです。正確にはそのレプリカですし、ポケットと言うには少々大きいですが。これでも短機関銃ですので、グロック36よりは制圧力があります。逆木さん曰いわく、先日のヤドリギとの遭そう遇ぐう戦で、拳けん銃じゆうの火力不足を痛感されたそうで」

「――先日って、俺おれが初めて会った時のアレか」

　紅蓮が逆木と初めて顔を合わせた日、ヤドリギ化した杉すぎ崎さき由ゆ奈なと逆木は戦闘している。

　そういえばあの時、『ＵＭＰを持ってくるべきだった』とか何とか愚痴っていた様に想おもうが……確かに、拳銃一丁よりは、短機関銃の方がヤドリギを抑え込むには有利だろう。

「使い方はこちらの紙に。中身はグロックなので、操作法は基本的に同じですが」

「あ…………ああ」

　梨緒が差し出す紙を受け取って軽く眼めを通すと、紅蓮はそれをポケットに放ほうり込み、ＦＰＧもショルダー・バッグに放り込んだ。

「いってらっしゃい」

「行ってくる」

　頷うなずくと紅蓮は梨緒を玄関に残してマンションの部屋を出る。

「…………」

　エレベーターの中に乗り込むと、紅蓮はポケットから携帯電話を取りだして、電源をオフ、念の為にバッテリーも外した。梨緒は――そしてミカヅチは、特にあの逆木という男は、それこそ、常に紅蓮の携帯の位置を監視モニターしているだろう。病院の側そばに居ると知られれば、色々と邪推されかねない。

「――悪い」

　聞こえる筈はずも無いが、梨緒にそう告げると、紅蓮はエレベーターを下りて、そして――走り出した。







　病院に限らず、夜中の大型建築物というものは何ど処こか不気味だ。

　四角くそびえるその形状は――巨大な墓碑を思わせるからかもしれない。最近では高層建築は真夜中でもそれなりにライトアップされていたり、衝突防止灯を光らせている為に『生きている』感じがするが、病院の様な建物の場合、ほぼ全すべての部屋が消灯されてしまう事、衝突防止灯の付く様な高層建築が少ない事から、ただのコンクリートの塊かたまりに――まるで『死んでいる』かの様に見えてしまう。

　建物の裏側から見れば尚なお更さらだ。

「…………」

　紅ぐ蓮れんは琴こと音ねの入院している部屋の窓を、病院の裏から見上げる。

　先に公衆電話から病院の受付に電話して聞いてみたのだが――どうやら浩こう介すけは一度、病院から帰ったらしい。泊まり込むと言ったのは紅蓮を脅おどすためのハッタリであった様だ。

　だが安心は出来ない。

　紅蓮がこうして病院の側そばまで来ている様に、浩介も、何処か病院の側に潜んでいる可能性がある。何事か生じれば即座に駆け付ける位置に居るべきだ――紅蓮はそう判断したのである。

　眠気覚ましに買ってきた缶珈琲コーヒーと栄養ドリンクをそれぞれ一気に飲み干すと、彼は短く溜ため息をついた。

　だが――

「……何をしているのですか」

　背後から突然投げ掛けられた声に、紅蓮は思わず呻うめき声を漏らしながら振り返る。

「梨り緒お!?」

　振り返った先には、黒いツナギ――否、革製のツナギにも見えるが、あれは防弾繊せん維いを使い、衝撃吸収剤を内側に充じゆう填てんしたミカヅチの戦闘服だ――を着た梨緒の姿が在あった。

「どうも様子がおかしいと思って後をつけてみたら」

　無表情はいつもの通りだが若干、声には呆あきれの響きが在った。

「だ――だましたのか!?」

　思わず上ずった声でそう問う紅蓮。

　だが――

「それは紅蓮の方でしょう」

　と梨緒は平然とそう指摘してくる。

「これは散歩とは言いません」

「…………」

　言葉を失って黙り込む紅ぐ蓮れん。

　そんな彼を冷え冷えとした視線で見み据すえながら――

「スピーカー行こう為いです」

「音出してどうする。それを言うならストーカーだろ」

「…………」

　今度は梨り緒おが黙り込んだ。

「……その、ストーカーです」

　若干、頬ほおが赤らんでいる様に見えるのは紅蓮の気のせいか。

　彼女でも恥はずかしいと思う事はあるらしい。

「それはさておき。紅蓮。一体何を考えているのですか」

「いや……それは」

　紅蓮は言い訳に窮した。

　夜に知り合いの入院している病院の側そばをうろつく高校生。しかも武装済み。補導どころか逮捕されても文句は言えない状況である。

「貴方あなたが琴こと音ねさんに対して特別な感情を抱いているのは知っていますが――」

「特別とか、そんなんじゃねえよ。あいつは俺おれの」

「貴方の何ですか。家族とでも言う積もりですか？」

「…………」

　家族ではない。

　相手の事を思っての事とはいえ、最初に家族である事を諦あきらめたのは紅蓮の方だ。彼が今更彼女を――笹ささ原はら家けの人々を家族と呼ぶ資格など無いだろう。

「いずれにせよ。こんな所で部屋を見上げていても、何の益えきもありません」

「あるんだよ、俺には」

「どんな？」

「――うるせえな」

　紅蓮は面倒臭そうに言った。

「好きに考えろよ。俺は女の入院してる病室見上げて興奮する変態だとかなんだとか。いいから放ほうっておいてくれ」

「そうはいきません。紅蓮が変質者として官憲に捕まれば、それはそれで面倒です。その様な情けない理由で逆さか木きさんの手を煩わずらわせては、私も責任を問われますし」

「…………」

　一体、何ど処こまでを本気にしているのか、この融ゆう通づうの利かない頑固女は。

「俺おれは徹夜する積もりなんだけどな」

「明日の訓練はどうするのですか？」

「悪いがキャンセルだ。ああ、お前は行ってくれていいから、訓練」

　と犬や猫を追い払う様に手を振る紅ぐ蓮れん。

　梨り緒おはしばらく何か考えていた様だったが――

「帰りましょうと言っても聞き入れては貰もらえないのですか？」

「お前一人で帰れ」

「……分かりました、私も付き合いましょう」

「なんでそうなるんだよ!?」

「私は紅蓮の監視者ですから」

　平然とそう言うと――考える事は一緒なのか、梨緒も、腰に巻いたポーチから缶珈琲コーヒーを取り出して、空けた。



    

  
    
      第五章　二重の仮面





　病院の駐車場に見知った顔の乗る車が入っていくのが見えた。

　中型のワゴン――枯かれ葉は色いろのトヨタ・アイシス。五人家族で移動しやすいように――家族旅行も含め――と琴こと音ねの父が買ったのだという話を紅蓮は聞いた事が在ある。その五人目は、車を買った直後に、笹ささ原はら家けを出る事を決めてしまったのだが。

　建前だけだとしても、家族として認めてくれていたのだと思うと、紅蓮は笹原夫妻には色々と申し訳ない気持ちになる。だがやはり笹原家を出たのは正解だったと思うし、後悔もしていない。感謝の気持ちがあるからこそ、彼等の負担にはなりなくなかったのだ。

「…………」

　紅蓮はアイシスから降りてくる夫婦と、そして鈴すず音ねの姿を、少し離れた物陰から――病院裏の物陰から、眺ながめていた。

　鈴音は明るい表情だ。

　紅蓮の前ではついぞ見せない――見せなくなった顔である。

　未まだ物心つく前は紅ぐ蓮れんを『お兄ちゃん』と呼んで慕したってくれていた彼女も、一定の年齢に達した時点で、紅蓮が如い何かに笹ささ原はらの家族にとって異物かという事を理解してしまった。

　以後――琴こと音ねが献身的に紅蓮に尽つくせば尽くす程に、鈴すず音ねの紅蓮に対する態度は厳しいものになっていったのだ。

　鈴音も姉の事が大好きなのだろう。

　だから姉の関心を独り占めしている紅蓮が許せないのだ。多分。

「とりあえずは退院……か」

　勿もち論ろん、笹原家の人々が車でやってきたのは、琴音の退院の為だ。

　結局、二週間以上も病院に居た訳だから、家から持ち込んだ私物やら何やらを持ち帰るのには車の方が便利だろうし、扉から扉ドアトウドアへ、の方が病やみ上がりの琴音にも負担は少ないと考えたのだろう。

「満足しましたか？」

　尋たずねてくるのは梨り緒おである。

「そろそろ家に――」

「戻らない」

　紅蓮は言った。

「お前だけでも戻ってろ」

「――紅蓮」

　呆あきれた様に梨緒は声を出すが、紅蓮は取り合わなかった。

「…………」

　結局、あれから浩こう介すけは姿を見せなかった。

　紅蓮は一晩中、琴音の病室を見上げる事の出来る位置に陣取って、警戒を続けていたが――特に変化は無い。これで琴音が退院してしまえば、差し当たっては安心出来る。学校とその行き帰りは紅蓮が側そばに居る事が出来るし、笹原家の中まで侵入するとなると大事なので、自みずからの身を隠したいと考えている浩介が強硬手段に出る可能性は低い。紅蓮としても、建物の規模が大きく人の出入りの多い病院よりは、警戒し易やすい。

　ただ――

「――！」

　紅蓮は目を細めた。

　もう一台、駐車場に車が滑すべり込んでくる。

　黒い軽自動車だ。紅蓮は知らない車種――あるいは旧型車なのかもしれない。元暴走族が乗るには大人しすぎる印象のある代物だった。

　運転しているのは、浩介だ。

「工く藤どうさんの息子さんですね」

　と梨り緒おも運転手を視認してそう言ってくる。

「…………」

　一晩考えて、朧おぼろ気げながら紅ぐ蓮れんには結論の様なものが出ていた。

　だがそれを完全なものにするには、浩こう介すけと一度会って話をせねばなるまい。

　病院の中に入って行く笹ささ原はら家けの面々を眺ながめながら、紅蓮は、浩介の携帯電話番号を脳裏に思い浮かべていた。







「お世話になりました」

　両親が医師と看護師に頭を下げる横で琴こと音ねも腰を折って礼を言う。

　それから琴音は病室の奥の方――つまりは好よし恵えの方を振り返って言った。

「工く藤どうさんもお世話になりました」

「私の方こそ。若い人と色々話せて楽しかったわ」

　おっとりと好恵はそう言って微笑ほほえむ。

　相変わらず視線はあらぬ方向を向いてはいるが、既に両親も鈴すず音ねも好恵が眼めが見えないのを知っているので、訝いぶかしむ様子も無い。

「お姉ちゃん。忘れ物無い？」

　琴音の私物をまとめたバッグをひょいと肩に提げながら鈴音が尋たずねてくる。

「無い、と思う」

「もし何か見つけたらとっておいてあげるから」

　と言うのは、好恵のベッドの隣となりに置いた椅い子すに座っている浩介である。

「また母さんのお見舞いに来てくれるんだろ？」

　そんな風に人の好いい笑みを浮かべる浩介。

「あ。はい、必ず」

　好恵のお見舞いに来る――これは社交辞令でも何でもなく、本気だった。身勝手な物言いかもしれないが、この二週間で、好恵とは歳の離れた友人の様になれたと琴音は考えていたし、好恵もそう思ってくれている様な気がしたのだ。

「じゃあ――また」

　そう言って琴音は工藤親子に頭を下げると、家族と一緒に病室を出る。

　だが……

「どうしたの、お姉ちゃん？」

「…………ううん、何でもない」

　琴音は笑みを取り繕つくろって言った。

　紅ぐ蓮れんが来てくれるかも知れない――と思ったのだが。

　だが考えて見れば、紅蓮は鈴すず音ねと顔を合わさないようにしているし、そもそも、土日はいつもの様に梨り緒おと出掛けていた。今日位は退院の祝いに来てくれるかも、と思うのは琴こと音ねのわがままかもしれなかった。

　だが――

（……紅蓮、今、どうしてるんだろう）

　梨緒とスポーツクラブに居るのだろうか。

　それとも――

「……行こう」

　脳裏に浮かぶ想像を振り払って琴音は家族に微笑ほほえみかけた。







　二十四時間監視――といっても梨緒の場合、それは『基本的に紅蓮の側そばに居る』という以上の意味ではない。紅蓮が協力的な以上、それはむしろ彼の修しゆ羅ら奇き兵へいとしての能力が日常生活にどう影響を与えているかの『観察』に重点が置かれている。

　つまり一秒たりとも紅蓮から眼めを離さないという意味では、ない。

　紅蓮は男、梨緒は女、当然ながら風ふ呂ろは別、便所も別――それぞれがそれぞれの用を足している間は、監視が外れる事になる。

　故ゆえに――

「……紅蓮？」

　梨緒が用を足して戻った時。

　病院裏の定位置から、紅蓮の姿は消えていた。







　病院の屋上というと洗濯を終えた病人着やリネンが風にはためいている様な印象が強い。だがこれはあくまでも一般的な――最大公約数的な『病院』のイメージであって、実の処ところ、最近は専門の出入り業者にリネンも病人着も洗濯を依頼している所も少なくないのだ。モチ屋はモチ屋、専門業者に頼んだ方が時間的にも費用的にも安く付く事も多く、更に言えば看護師や医者や医療事務職の人間に、専門外の労働を強しいなくても済む以上、むしろこちらの面でも経費削減に役立つ。

　この病院ではホームセンターや大学等の建物と同様に、屋上は空調関係の機械や給水塔といった設備や装置類がまとめて置かれている。

　この為、頭上に向かっては開けているものの、平面的には、何やら、迷路じみた空間がそこに出来上がっていた。

「――なんの積もりかな、君は」

　顔をしかめてそう問うたのは工く藤どう浩こう介すけ――本名坂さか巻まき浩介だ。

　いや。正確に言えば、もうその名前の男はそこには居ない。

　これは形けい骸がいだ。文字通りに。その男の形だけ残して全すべてを乗っ取った怪物が、浩介という男の人生の延長を演じているだけだった。

「ヤドリギは」

　紅ぐ蓮れんは浩介を真まっ直すぐ見み据すえながら言った。

　工藤親子が琴こと音ねの退院を見送った直後、紅蓮は浩介の携帯電話に呼び出しをかけ、屋上まで呼びつけたのである。

「人間を喰くわないと人間としての形状を保たもてないと聞いた。本当なのか？」

「本当だ」

　浩介はあっさり頷うなずいた。

「癌がん細さい胞ぼうというのを知っているかい？　我々はまあそのようなものさ。そもそもどうして癌細胞なんてのが生まれてくるのかも厳密な所は分かっていないそうだがね、まあ、ヤドリギに憑ひよう依いされた人間は、細胞の増殖と復元力は格段に跳はね上がるが、その一方で、その再生能力が暴走しがちになる」

「……暴走……」

「そうなればもう際限なく膨らむ肉塊の様なものさ。細胞がいわば『俺おれは人間の細胞だった』というのを忘れてしまうんだな。ある種の学者は『生命場』なんて概念を持ち出してきて説明しようとしていたが――とにかく、我々は、定期的に人間を喰わなければ、己の肉体を維持出来ない。恐らくは遺伝子とかその辺が重要なんだろうな。他の生き物では駄目だったという話だ」

「それは……」

　紅蓮は一瞬、眼めを閉じてから言った。

「死体とか、もっと端的に血液とか、そういうのじゃ駄目なのか？　遺伝子を摂取できれば良いっていうんなら――」

「ふむ？」

　面白そうに浩介は紅蓮を眺ながめた。

「面白い事を言うな、君は」

「……工藤さんは」

　紅蓮は喘あえぐ様に言った。

「好よし恵えさんは、何も知らない」

「ああ。そうだね」

　あっさりと浩こう介すけは頷うなずいた。

「ああ、つまり君はこう言いたいのかな？　名実共に彼女の良い息子として生きて行けと？　物陰で死体を喰くらい、保存血液を飲みながら？」

　浩介の表情は変わらない。

　むしろ面白そうに紅ぐ蓮れんを眺ながめている。

　だが――それは表面だけだろう。さもなくばこんな渺びよう々びようと殺気めいたものが吹き付けてくる筈はずも無い。こいつは不愉快に思っている。紅蓮の提案を。

「……そうだ」

　紅蓮は深呼吸してから言った。

「それなら……見逃して、やる」

「ほう！」

　浩介は破顔した。文字通りに大きく――それまでの、何ど処こか仏像めいた静かな表情を崩してはっきりとした笑いの表情を浮かべた。

「見逃してやる、か。大きく出たね」

「ミカヅチは鬼おに猟かりの組織だ。連中は鬼を狩る為ならなんでもやる」

　例えば――自分の息子を実験に使う様な事も。

　例えば――自分の娘を大義の為にと見ず知らずの男にあてがう様な事も。

「あんたに勝ち目は無い。存在を知ればミカヅチはどんな事をしてでもあんたを殺す。あんたは俺おれを脅おどした積もりかもしれないが、むしろ、脅されて譲歩するのはあんたの方だ」

「で――君はお情けで、もう生きた人間を喰わなければ、俺を見逃してやると」

　ようやく自分の息子との穏やかな生活を手に入れた好よし恵え。

　彼女からこの『出来た息子』を取り上げてしまう事。

　それが紅蓮にはとても辛かった。

　人を殺したというのなら、紅蓮だって由ゆ奈なを――もう人間ではないと逆さか木きや梨り緒おは言うかもしれないが――経けい緯いはどうあれ、殺した。人殺しを責められる筋すじ合あいではない。

　仕方がないのなら。他に方法が無いのなら。

　それは――紅蓮には責められない。

　人間だって他の生物の命を摘つみ取って生きているのだから。

　これが一晩考えて彼が得た結論だった。

「悪いが、お断りだ」

　しかし――浩介は肩を竦すくめて言った。

「豚や牛に注文をつけられて人間がそれを呑のむか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　やれやれ――といった様子で浩介は首を振る。

「君だったら、『これを飲んでいれば生きていけるから、これだけ飲んで、生き物は一切喰くっちゃだめだ』と言って錠じよう剤ざいを渡されたら、肉や魚を食わずに生きていけるか？　いや、それ以前に植物だって生き物だ」

「だからそれは死体――」

「不ま味ずいんだよ。死体は。新鮮な人間を喰いたい。躍り食いでないと意味が無い。そうでなければ俺おれ達たちの『腹』は膨れないのさ」

　死体や血液は泣なき喚わめいたり恐おそれ戦おののいたりしない。

　それがつまらないとこの男は――このバケモノは言っているのだ。

「てめえ……！」

　紅ぐ蓮れんは全身が腐くさり落ちていくような徒と労ろう感かんを覚えていた。

　自分はやはり根本的に勘かん違ちがいをしていたらしい。

　これは人間ではない。人間を食い物程度にしか認識していない――本物の、そして思い上がったバケモノだ。

「そうか」

　紅蓮は溜ため息をついた。

「なら――」

　紅蓮は鞄かばんからＦＰＧを取り出して変形させながら言った。

「あんたを殺すしかない」

「君が？」

　浩こう介すけは笑いながら言った。

「それは無理だと思うなあ」

　その言葉を最後に――工く藤どう浩介を名乗っていた人間の、形は、崩ほう壊かいした。







　携帯電話の呼び出し音が鳴る。

　着信音はメールのそれと同じ『カルメン』だった。

「――逆さか木きさん？」

　紅蓮を探して病院内に脚あしを踏み入れていた梨り緒おは、折りたたみ式の携帯を開いて通話ボタンを押した。

『梨緒。お前、今、森もり沢さわ病びよう院いんにおるんか？』

　携帯に付いているＧＰＳ機能で検索したのだろう。

　いきなり逆木は梨緒の現在位置を口にしてきた。

『ひょっとして、ヤドリギと会うたか!?』

「――え？」

　意味が分からず――聞き返す梨り緒お。

「どういう意味ですか？　ヤドリギ？　ここにヤドリギが居るんですか？」

『気を付けや、そこにヤドリギがおる。多分やが――』

「一体どういう――」

『ヤドリギの名は坂さか巻まき浩こう介すけ。いや、そっちでは工く藤どう浩介と名乗ってるかもしれん。最近はそっちの名前を名乗る事が多いみたいや』

「――！」

　さすがの梨緒も目を丸くして立ち止まった。

『憑ひよう依いされた人間は、そこの病院の入院患かん者じやの、息子や』

「――知ってます」

　冷たく沈んだ声で梨緒はそう答える。

　同時に紅ぐ蓮れんの奇妙な行動の意味が朧おぼろ気げながら分かってきた。

『……既に接触しとったか？』

「細かい事は後で。その工藤浩介がヤドリギである可能性は高いんですか？」

『色々あって見逃しとった。〈索さく組ぐみ〉の失態やな。面目ない。追跡調査つーか先日のヤドリギ狩りで芋づる式に浮かび上がった相手や。未まだ状況証拠だけやが、限りなく黒に近い。それもとっくに第三段階越えとる筈はずや。厄やつ介かいやで』

「実は紅蓮を――」

『紅蓮。紅蓮がどうかしたか？』

「見失ってしまって。ひょっとしたら、その工藤浩介と一人で接触しているかも」

『なっ――!?』

　梨緒は足早に病院内を歩いて、受付に向かいながら――院内の見取り図を見る為だ――言った。

「私は紅蓮を探します。万が一に戦闘状態に入れば彼のバックアップを」

『分かった、うちらも〈破は組ぐみ〉と〈滅めつ組ぐみ〉を向かわせる――が』

　逆さか木きは少し言葉を濁にごした。

『時間がかかるかもしれん』

「どうして」

『〈索組〉の中でもミスを認めたがらない連中がおるねん。自分達たちがヤドリギを見逃していたなんて失態を認められへん連中が、反対しとるんや。未だ状況証拠だけやから、〈破組〉や〈滅組〉を動かすべきやない、もっと慎重であるべきや、てな』

「…………」

　梨緒は苛いら立だたしげに溜ため息をついた。

　ミカヅチも組織である以上――内部での立場や利害関係による対立は避さけられない。第三者の眼め』が届かない秘密組織である分、それらは一旦生じると、かなり解決は面倒だ。

『迫さこ水みずさんに頼んで〈破は組ぐみ〉だけでも訓練の名目でそっちにやる。とにかく紅ぐ蓮れんと時間稼かせいでくれ』

「了解しました」

　言って梨り緒おは携帯電話を折り畳むと、鞄かばんの中に放ほうり込んであったＦＰＧに触れた。







　工く藤どう浩こう介すけを名乗っていた男の形は瞬またたく間まに失われた。

　ヤドリギは第三段階になれば、ある程度は自分の肉体を操れる様になる。より戦闘向きの肉体にしたいと考えれば、自みずからの肉体を呪じゆ術じゆつと新陳代謝によって強化する事が出来る。『自存高密度呪術集積体』などとミカヅチで呼ばれる、それが所以ゆえんだ。

　みちりと音を立てて浩介の肉体が変化し始めた。

　両肩が盛り上がり――腕が太くなる。それは既に生物としての均きん衡こうを欠いた様な姿で、盛り上がった両肩は頭部を包み込む様にして成長し、頭部はその肉の中に埋没――やがて、輪りん郭かくからすれば『頭部の無い』『上半身が異様に肥大化した』体が生じていた。

　同時にこれを支える為か、股こ間かんからはやたらに太く長い尻尾しつぽが伸びていく。

　それは瞬く間に二メートルを越え、どう見ても安定の悪そうな上半身を、両りよう脚あしと共に支える形となった。

　間違い無くそれは異形。

　人間の形を断片的に残しているからこその、むしろその異様性が浮き彫ぼりになるかの様な、狂気じみた形だった。

　しかもこの形状に変化するまで、時間にすればおよそ五秒弱。まるでコンピュータ・グラフィックスのモーフィングでも見ているかの様な光景だった。

「さて……俺おれを殺すんだったな？」

　浩介は言った。

　声だけは浩介のままなのが何か悪い冗談の様だ。

「ああ。殺す」

　紅蓮は――薄く笑った。

　異形の怪物を前にして、しかし既に彼の内に恐怖は無い。

　むしろ――

「有り難い」

「――なに？」

「バケモノの姿になってくれて、さ」

　言いながら紅ぐ蓮れんはＦＰＧを撃った。

　銃声抑制器サプレツサーで抑え込まれた射撃音が立て続けに響き、紅蓮の手の中でＦＰＧが跳はね回る。

　距離三メートル弱。素人しろうとに毛の生えた程度の紅蓮の技量とはいえ、それでも人間大の標的を外す距離ではない。

　全弾が命中した。

「痛ぇ――」

　さすがに呪じゆ術じゆつ仕込みの45口径弾は効くのか、ぐらりとその巨体が傾く。

　しかし……

「いいのか？　ミカヅチ関係者なら知ってるよな？」

　ぼとぼととやたら粘っこい血を滴らせながら浩こう介すけだった怪物はにたりと笑った。

「この『器うつわ』を壊したら次の『器』に移るだけだよ？」

「…………」

　紅蓮は身を翻ひるがえして大型室外機の陰に飛び込む。

「おや。威勢が良いのは最初だけかな」

　からかう様に言いながらヤドリギは手近な所に在あった給水塔に手をついて、力む。

　みりみりと音を立てて全身の筋肉が膨れ上がり、十発近い命中弾は、いずれも内側から押し返され、傷口からこぼれ落ちると――屋上の床に落ちて跳ねた。

　やはり一発につき数秒――十発を撃ち込んでも一分か二分程度しかその動きを止められない。紅蓮が最初の銃撃で稼かせいだ時間は、すぐに無くなった。

「で――どうする？」

　歩いて紅蓮の潜む室外機に近付きながらヤドリギは問うた。

「封ふう滅めつ陣じんを張れる呪術師達たちを呼ぶのかな？」

「……臨のぞめる兵つわもの」

　応じたのは紅蓮の呪じゆ文もんだった。

「闘たたかう者・皆みな陣じんをはり・列をつくりて・前に在り」

「――？」

　怪け訝げんそうに脚あしを止めるヤドリギ。

　この怪物にもそれが呪文だという事は分かったのだろう。

　九く字じ護身法――道教を源とする「臨りん・兵ぴよう・闘とう・者しや・皆かい・陣じん・列れつ・在ざい・前ぜん」の九文字から成る呪文『九字』を用いた呪術だ。密教の『印契』や陰陽道の『四縦五横』が組み合わされて成立し、仏教から陰陽道、修しゆ験げん道どうまで――そしてそこから転じて忍者等が使うとされていた業わざだ。

　だが紅蓮の場合、それは彼の中に封じ込められている呪術機構の解放と起動を意味する。

　即すなわち――

「――む」

　浩こう介すけが唸うなる。

　恐らくヤドリギには感じ取れるのだろう、ヤドリギが人外のものに変形する際に生じる呪力放射にも似た何かを。

「一体何を」

　と浩介が呟つぶやいたその瞬間。



　――だん！



　室外機の陰から――これを飛び越して空中に舞い上がる姿が在あった。

　それもまた、異形。

　人の形を残しながらも、奇くしなる、明らかに人の形とは異なる存在。

　鬼を喰くう鬼、狩り闘たたかう為だけに存在理由を許された生ける呪じゆ術じゆつ兵器。

　即ち……修しゆ羅ら奇き兵へい。

「――!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　愕がく然ぜんと頭上を振り仰ぐヤドリギに向けて、放物線を描いて落下しつつ、紅ぐ蓮れんはＦＰＧを再び撃った。今度は距離が在ある上に不安定な空中だが、修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅ぐ蓮れんの筋力と感覚は尋じん常じようではない。四本の腕でがっちりと固定されたＦＰＧは、盤石の安定感で銃弾を送り出した。

「ぐがっ!?」

　顔面に銃弾を喰くらってよろめくヤドリギ。

　一番無防備とされる着地の瞬間を稼かせぎ、紅蓮はヤドリギのすぐ前に降り立った。

「君は――」

　後退しつつ――恐らく紅蓮と距離をとる為だろう――ヤドリギは言う。

「なんだ!?　ヤドリギだったのか!?　しかし――」

　無言で紅蓮は床を蹴けり、弾倉を交換しつつ浩こう介すけに追いすがる。

　長々と闘たたかっている場合ではない。無駄な言葉を交かわしている余裕もない。

　早々にこの化け物を片付けねばならない。

　紅蓮は立て続けに銃撃を繰り返しながら腰に下げたナイフを引き抜いた。

　先にも言った通り――浩介が人ならぬ異形に変化してくれた事は、むしろ、紅蓮としては助かった位だった。訓練中はどうしても忘れる事の出来なかった、人間への攻撃の躊ちゆう躇ちよ――それを無視出来る。

　これは人間ではないのだ。

　中身も。外見も。

　そう自分に言い聞かせる事が出来る。

「解体――してやる」

　紅蓮は自分に徹底させる様に言うと、ナイフをヤドリギに向けて突き出した。

　ずぶりと――肉を裂く感触と共にナイフはヤドリギの胸に突き刺さる。同時に柄に付いた引き金を引くと、ブレードに刻まれた呪じゆ術じゆつ紋が励れい起き、瞬間的ながら高圧電流を介して相手に呪術が送り込まれる。

「ぐげっ!?」

　ヤドリギが呻うめく。

　一方的に相手を攻撃しながら――しかし紅蓮は焦あせっていた。

　早くヤドリギを解体しなければ。

　確実に破壊し動きを止める。

　そうしなければ――

「げげげげえええええええええええええええええああああああああああああッ！」

　ヤドリギが――吼ほえた。

　びくんびくんと痙けい攣れんする腕を振り回す。

「ぐあっ!?」

　紅ぐ蓮れんはその一撃を食らって吹っ飛ばされていた。

　やはり丸太の様なその腕と、肩の盛り上がりは伊達ではないらしい。室外機の一つに激突し、大きくその表面を凹くぼませながら紅蓮は更に跳はねて、屋上のコンクリート床に投げ出された。

「う……ぐ……」

　まずい――と紅蓮は苦痛に呻うめきながら考える。

　ヤドリギに余裕を与えてはいけない。

　軋きしむ全身の痛みを強引に無視して紅蓮は立ち上がった。

「ぐ……ぐぅ……何者か――」

　ヤドリギは突き刺さったままのナイフを強引に自みずから掴つかんで引き抜くと、唸うなる様に言った。

「わからんが。何か他にも色々と能力を隠し持っているかもしれん。ヤドリギを殺す、というのもまんざら出で鱈たら目めでもないのか。ならば」

　肉の壁の真ん中に埋め込まれた顔がにたりと笑った。

「全力で潰つぶしに掛からねばな」

　次の瞬間――ヤドリギの姿が消えた。

「――！」

　超高速移動……ではない。

　修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅蓮は異常な動体視力を持つ。

　銃弾の弾道ですら朧おぼろ気げながら視認出来る程のその眼めで以もつて見ても、ヤドリギの移動する姿は見えなかった。まるで映像のコマ落としの様にその姿が忽こつ然ぜんと消えていたのだ。

　音速を超える程の移動速度なのか。いや、しかしもし実際にヤドリギ程の大質量が、銃弾にも優まさる速度で動いていたならば、衝撃波なり真空なりが生じて、もっと大きな音が聞こえる筈はずだ。

　そして――

「――!?」

　突如として空気が背後で揺らいだ。

　殆ほとんど本能的な危機感に煽あおられて紅蓮は前方に身を投げ出す。彼の後頭部を強烈な――破は城じよう槌ついにも似た強烈な打撃力が、かすって抜けたのは、次の瞬間だった。

「おお？」

　むしろ驚いたのはヤドリギの方であったらしい。

　ヤドリギはその腕を伸ばしきった――腕を振り抜いた姿勢で紅蓮の方を見つめていた。

「これを、かわすか」

　そう呟つぶやくヤドリギの拳には、まるで凶器の様な突起が幾つも備わっていた。爪つめというよりもそれはもう角だ。かつてモーニングスターと呼ばれる突起が幾つも付いた鉄球型の武器が在あったが――あれに近い。

　あんなもので殴られれば、顔面が穴だらけになる。いや、ヤドリギの膂りよ力りよくならば穴がどうのどころの話ではなく、頭部が丸ごと粉砕されかねない。散弾銃を喰くらう様なものだ。

「くっ…………」

　紅ぐ蓮れんはそのまま床を転がって別の室外機の陰に入り込む。

　まずい。やはり特殊能力を持っていた。そしてそれを使う余裕を与えてしまった。

　紅蓮が勝負を急いだのは、騒ぎになる前に――という意味も在ったが、相手に特殊能力を与える暇ひまを与えない為、だった。

「奇襲に最適な能力でね」

　悠然と歩いて紅蓮の潜む室外機に近付きながらヤドリギは言った。

「だがタネがばれても中々に使える。例えば――こんな」

　ヤドリギの声は――

「風ふうに」

　いきなりその位置を変えていた。

　咄とつ嗟さに紅蓮は四本の腕を揃そろえて掲かかげ――背後頭上から降ってくる一撃を受け止める。

「――ッ！」

　左右一対を二組――空手等で言う所の『十字受け』と呼ばれる、交こう叉ささせた腕で相手の一撃を受け止める方法だ。紅蓮の場合これを更にもう一組重ね、網の様にした四本の腕で、叩たたき付けられた衝撃を分散させる。

　だが――

「ぐおっ!?」

　骨が軋きしむ。いや。何ど処こか折れたかもしれない。

　四本の腕が痺しびれ、紅蓮はそのまま膝ひざをついていた。空中に出現したヤドリギが落下しつつ振り下ろした一撃は、修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅蓮をしてすら、痛みと衝撃で一瞬、その動きを止める程のものだった。これは――何度も喰らっていれば間違い無く紅蓮の体が保もたない。

　更に屋上の床を転がって距離をとりながら紅蓮は――

「――!?」

　その特殊能力を行使中のヤドリギを見た。

　二人の――ヤドリギを。

「な…………なんだ!?」

　全く同じ異形。

　まるで鏡に映したかの様なその姿がいつの間にか二人分に殖えている。

「「〈二重迅拡ダブルキヤスト〉」」

　そう唱しよう和わして告げた直後、紅蓮に殴りかかった方のヤドリギが――まるでぼやける様にして輪りん郭かくを崩し、色彩を薄れさせて消滅する。

　ヤドリギは再び一人になった。

「とりあえずそんな風に名付けた」

　今攻撃してきた方のヤドリギは残像、あるいは幻像の類たぐいか？　だが受けた衝撃は間違い無く本物だった。眼めに映るものは幻まぼろしであったとしても、この威力までが架空のものではない筈はずだったが――

「二重存在ドツペルゲンガーというのを知っているか？」

　ドイツ語で『二重の歩行者』を意味するその言葉は、自己像幻視などとも言われ、特定個人の生き写しの存在が目撃される事――つまりは『同一人物が重複して存在する事』を意味する。

　いわゆる霊的現象オカルトに属する代物だ。

　歴史的には芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけや、エイブラハム・リンカーンが自身の二重存在と遭そう遇ぐうしたとも言われる。自身の二重存在を目撃する事は、『寿命が尽つきる寸前の証』という民間伝承も存在し、実際『自身の二重存在を見た』とされる人間は、天てん寿じゆを全うしていない。

　しかし――

「俺おれは任意に、自分の二重存在を造り出す事が出来る」

　ヤドリギはとんでもない事を言い出した。

「ただし二重存在とはよく言ったものでね。実を言うと二重存在を造り出した時点でどっちも『本物』であってどっちも『偽にせ物もの』に過ぎない。どっちでもいいんだ」

　主と従。虚と実。

　その区別が――無い。

「だから二重存在を造り出してから元の方を消せば、瞬間移動した事になる訳だな」

　ヤドリギは平然とそんな事を言いながら紅ぐ蓮れんの周りを回る様にして歩いて行く。

　幾つも建ち並ぶ室外機や設備の間で見え隠れするその姿を視線で追いながら、紅蓮はようやく先の、ヤドリギの残像も残さぬ移動や、二人ヤドリギが居る様に見えた事実について理解していた。

　そして自分がどれだけやばい相手と闘たたかっているのかも。

　一時的――なのだろう多分――とはいえこのヤドリギは二人に増える。

　それも『増える分の一人』に関しては何ど処こにでも好きな所に生み出せる。それ故ゆえに相手の背後に『もう一人』を生み出して奇襲攻撃する事も、先の一人に注意を引きつけておいて、『もう一人』が攻撃する事も可能なのだ。

　こんな真ま似ねをされては、とてもまともには戦えない。

　いつ背後から、あるいは頭上から攻撃されるかも分からないからだ。

　いや……ヤドリギが言う様に『どちらも本物』だというのなら、能力もまた同じだろう。その理屈でいけばこのヤドリギは一人が二人、二人が四人、四人が八人――と無限増殖する事も可能なのではないか!?

　そんなバケモノにどうやって勝てば良い!?

「さて……絶望したか？」

　ヤドリギは満足げに尋たずねながら近付いてくる。

「ではその絶望を抱いて死ね」

　その声は――紅ぐ蓮れんの背後から聞こえた。

　二体の、まさしく鏡写しのヤドリギが紅蓮を挟み込む様にして近付いてくる。

　そして――







　けたたましい警報音が建物の中に鳴り響く。

〈破は組ぐみ〉の隊員達たちは訓練を中断し装備室へと走り出した。

　いつもの出動命令とは音が異なる。これは緊急出動のサイレンである。

　基本――〈索さく組ぐみ〉による事前調査とお膳ぜん立だて、即すなわち『罠わな』への大まかな誘導が行われてから〈破組〉の出動となるので、これはあまり例を見ない事だった。

「急げ野郎共、こういう時こそ日頃の訓練の成果が問われるぞ！」

　自身も装備を身に付けながら迫さこ水みずが叫ぶ。

　偽ぎ装そうトラックの駐車場に走り出た隊員達は、飛び込む様にしてその中に乗り込んでいき、わずか十秒余りでトラックの扉は閉じられた。

　既にエンジンを掛けていたトラックはそのまま走り出していく。

　その様子を……

「――ふむ」

　駐車場壁面に備え付けられたキャットウォークの上から眺ながめている者達が居た。

　一人は、御み杖つえ代しろ家けの家長代理たる雪ゆき緒お。

　そしてもう一人は、総髪で細面の男――惑わく羅ら葉ば家けの家長・惑羅葉兵ひよう衛えである。

　共に和服、しかも独特の存在感を放つこの二人が並んでいると、その辺りだけまるで別の空間の様にも見えてくるから、不思議といえば不思議である。

「部隊としての――集団としての動きにはやはり限界が在あるか」

　兵衛は言った。

〈破組〉の即応性は、世界各国の同様の特殊部隊と比しても決して劣おとるものではない。特に機密性を維持したままの活動という事も併せて考えれば、現状の〈破組〉は相当に優秀な存在と言える。

　しかし――それでも。

　秘密を守る事が難しい時代。情報の拡散が異様に早いこの時代。更にヤドリギの組織化が疑われる昨今。いくら優秀でもそれでは追いつかない――という考え方も在ある。

　求められるのはもっと身軽で。

　もっと隠おん密みつ性の高い実効戦力。

　即すなわち――

「やはり修しゆ羅ら奇き兵へいの量産は急務か」

「そのようですね」

　兵ひよう衛えの言葉に雪ゆき緒おは静かに頷うなずいた。







　空気を抉えぐり抜く拳が紅蓮に迫る。

　これをぎりぎりでかわし、彼は横に跳んだ。

　後ろには行けない。そこにはもう一人のヤドリギが居る。

「――！」

　そこでいきなり――鉄てつ槌ついの如く振り下ろされる拳打。

　四本の腕で頭部を庇かばい、これを受け止める紅ぐ蓮れんだが、全身の骨が軋きしみ、彼はその場に膝ひざをついた。

　単純な膂りよ力りよくという意味ではやはりこのヤドリギには敵かなわない。まともに殴り合いをすれば、恐らく数回のやり取りで骨を折られて紅蓮は地に這はうだろう。

「くそっ!?」

「無理だよ」

　凶器の拳をぐいぐいと押し込みながらヤドリギが笑った。

「二重存在ドツペルゲンガーは自由に生み出せる」

「…………」

　確かに紅蓮の後方に居た筈はずのヤドリギが居なくなっている。

　恐らく後方の二重存在を消して、改めて紅蓮が跳んだ先にこれを生み出したのだ。

「こんな風にな」

　次の瞬間、先に紅蓮が向かい合っていた方のヤドリギが消滅、紅蓮の背後に出現していた。頭を腕ごと押さえられている格好の紅蓮には回避する余裕が無い。ぶん――と音を立てて回まわし蹴げりが紅蓮の横腹に食い込んでいた。

「ぐおっ!?」

　思わず苦鳴が漏れた。

　堪たえきれずに床に転がる紅ぐ蓮れん。

　どちらが本体でもなくどちらが偽にせ物ものでもない。自由自在に出現と消滅を瞬間的に繰り返す以上、まともに闘たたかう事など出来る筈はずが無い。

「威勢が良かった割には呆あつ気けない。まあ傲ごう慢まんな事を言った罪つみだ――君を半殺しにしてから、琴こと音ねちゃんを喰くいに行こうかな。自分が彼女を守れなかった事を悔やむがいいよ」

「な……に……？」

「彼女が大事なんだろう？　だから彼女が退院するまで待ったんだよね？」

「…………」

　紅蓮は言葉も出ない。

　その通りだ。見透かされている――

（――まて）

　紅蓮は苦痛の最中にふと思う。

（どうしてこいつは――）

　今すぐに琴音を殺しに行かない？

　それこそ、分身を琴音の所に出現させればそれで済む筈なのに。

（杉すぎ崎さき由ゆ奈なは、『己の一部を擦り付けたものを引き寄せる』能力だった）

　裏を返せば何でもかんでも想おもった通りに『引き寄せ』が出来る訳ではないという事だ。

（こいつも……？）

　つまり――能力には条件というか制限というか、そういうものが在あるのではないか？

　そういえば先程、室外機の陰に隠れていた時。

　あの時、どうしてわざわざこいつは紅蓮の頭上に出現した？　真後ろに出現して殴りかかった方が、文字通りに地に足を付けた一撃で、より強力だった筈なのに。

（琴音の所に行けない理由？　距離か？　それとも）

　いや。それでは紅蓮の真上の空中に出現した理由にはならない。

　室外機の陰。

　真後ろに出現できなかった、その理由。

　琴音の所に今すぐ行けない、その理由。

　それは――

「とりあえず両りよう脚あしを引き抜いておくかな？　君がヤドリギだった場合、傷はすぐに治るが、引きちぎられた腕や脚を再構築するのは、それなりに手て間ま暇ひま掛かかる筈だしねえ」

　言いながら、二人のヤドリギの豪腕が、床に転がった紅蓮の体と右足をそれぞれ掴つかむ。

「ぐ……あ……！」

　肉を無む理り矢や理りに引き裂こうとする際の激痛に紅蓮が呻うめく。

「む――なんだ、結構頑丈――」

　そこまで言って。

　次の瞬間、ヤドリギ二体はつんのめる様にして倒れ込んだ。

「――!?」

　咄とつ嗟さに転がりながらヤドリギ二体の下から脱出する紅ぐ蓮れん。

　転がれるだけ転がって、そこで彼は室外機の一つを背にしながら起き上がった。

「む……！」

「うむ……む……！」

　ヤドリギが身を震わせている。

　起き上がろうとしているのだが、起き上がれない様だ。

　何な故ぜなら――

「……梨り緒お！」

　修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅蓮の耳は、抑え込まれた45口径の銃声を聴きき分けていた。

　銃声抑制器サプレツサーを付けた銃で、何ど処こからかヤドリギを狙そ撃げきしているのだ。恐らくは幾つも在ある給水塔や室外機の陰の一つだろう。レーザー照準器のものらしい赤い点が、ヤドリギの頭部に交互に揺れて、その度に、ヤドリギが身を震わせる。

　さすがに脳の修復には時間を喰くうらしい。

　その間、動きが止まらざるを得ないのだ。

「――！」

　紅蓮は室外機を回り込んでその陰に入り込む。

「くそっ……!?　何処だ!?」

　頭上を睨にらみながらヤドリギが吼ほえる。

「何処に居る!?」

　ヤドリギの片方が――二重存在ドツペルゲンガーが、消える。

　次の瞬間、二重存在は、紅蓮達たちの遥はるか頭上、十数メートルの位置に出現していた。

「そこか」

　屋上に残っていた方のヤドリギが消える。

　次の瞬間――

「――ッ！」

　跳はねる様にして給水塔の陰から、紅蓮と同じＦＰＧを手にした梨緒が飛び出していた。

　それを追うヤドリギの二重存在。

　同時に空中のヤドリギが消滅――梨緒の逃げる方向に出現していた。

「くっ――」

　梨緒は振り下ろされる二人分の拳を、床に身を投げ出す事で辛かろうじてかわした。

　だが当然、身を投げ出してしまえば、動きは遅れる。再び立ち上がって走る余裕は――無かった。

　ヤドリギ達たちの脚あしが、床に転がる彼女を踏み抜こうと上げられ――

「ざけんな！」

　紅ぐ蓮れんの叫びと共に放たれたＦＰＧの銃弾が、彼等に着弾した。

　梨り緒おが転んでいてくれた事がむしろ幸いした。細かい撃ち分けなど気にせず、紅蓮は引き金を引いたまま水平に銃口を振るだけで良かったからである。

　さすがに片足の状態で45口径弾を数発ずつ喰くらえば、平衡バランスが崩れる。たたらを踏む様にして後退するヤドリギの下から、梨緒は跳はねる様にして立ち上がり、逃れた。

「――紅蓮」

　紅蓮の所に走ってくる梨緒。

「勝手な事を――」

「その話は後だ」

　紅蓮はヤドリギ達を睨にらみ据えながら言った。

「奴やつを、倒す」

「しかし――」

　どうやって？　梨緒はそう問いたかったのだろう。

　変幻自在に出現と消滅を繰り返すヤドリギ。二人になったところでこれを確実に葬ほうむれる保証は何ど処こにも無い。

　だが――

「奴の能力の特徴っつーか。限界が分かった」

　紅蓮はＦＰＧを投げ捨てながら言った。既に弾たまは無い。梨緒は未まだ予備弾倉を持っているだろうが、それは射撃の腕からして彼女が持っていた方が有効に使えるだろう。

「奴は――見えている場所にしか二重存在ドツペルゲンガーを、分身を、生み出せない」

　だから物陰に居る敵に対して、その真後ろに二重存在を生み出せなかった。

　だから、何処に居るか分からない梨緒の位置を確認するために、屋上全体を見渡せる空中に二重存在を生み出したのだ。

　そして、だから――琴こと音ねの所に直接、二重存在を生み出せない。

　更に……

「二体以上は分身を生み出せない」

　恐らく制御出来るのが二体までなのだろう。

　まさしく『二』重存在だ。もし三体以上を生み出せるのならば、紅蓮の方にも分身を生んで向かわせていた筈はずだ。そもそも今までこのヤドリギは二体以上に増えていない。

「……なるほど」

　梨緒は頷うなずく。

「ではこちらも二手に分かれて攻撃を」

　一度に二箇所を見る事は出来ない。分身の眼めでそれぞれの方向を見たとしても、もう一方の自分を消さなければ新しい分身を生み出せない。

　ならば――

「分かった」

　紅ぐ蓮れんはナイフを手に飛び出した。

　真まっ直すぐにヤドリギ二体の所に突っ込んでいく。

　同時に梨り緒おは物陰に再び走り込む。

「おおおおおおおおおおおおおッ！」

　ナイフを掲かかげ、右側のヤドリギに斬きりかかる紅蓮。

　次の瞬間、左側のヤドリギが消滅、紅蓮の背後に出現するが――

「――ぬおっ!?」

　振り上げた拳を降ろす間も無く、つんのめる。

　真横から絶妙の瞬間、眉み間けんに喰くらった梨緒の銃撃で、体の平衡を失ったのだ。思わずよろめく後ろのヤドリギには構わず――紅蓮はナイフをヤドリギの首くび筋すじに向けて振るう。

　豪腕がこれを防御。だが紅蓮は咄とつ嗟さに刃が相手の肉にわずかながらも食い込んでいるのを確認、ナイフの呪じゆ術じゆつ装置の引き金を引いた。

「ぬっ……！」

　身を内側から灼やく呪術の奔流に、ヤドリギが身を震わせる。

　紅蓮は、ナイフを引き戻し、そして――

「眼が能力の要かなめなら……！」

　紅蓮は左手と左右の副腕もナイフの剣身ブレードに添えると、渾こん身しんの力でヤドリギの肥大した頭部へ真横からこれを突き込んだ。

　鋭利で長い剣身は皮ひ膚ふを破り筋肉を抜き骨を砕いて――真横からヤドリギの眼球二つを串くし刺ざしにしていた。

「再生なんて、させねえよ！」

　何度もナイフの引き金を引きながら紅蓮は叫んだ。

　ヤドリギは再生する。この程度の傷ならば行動に支障すら出ない。

　だが、凶器を食い込ませたままの状態で、特に眼の様な部位が再生出来る筈はずも無い。

　見えなければ分身は生めない筈――紅蓮はそう考えたのだ。

「梨緒、眼だ、眼を狙ねらえ！　こいつら、眼が見えない間は能力を使えない！」

　凶器を抜こうとするヤドリギに、尚も柄を握ってナイフを押し込みながら紅蓮は叫ぶ。

「――承知」

　押し殺された銃声が立て続けに響く。

　やはり正確無比――銃弾は二重存在ドツペルゲンガーの顔面に着弾、その眼球を破壊していた。

　視力を失い、よろめく二重存在の方に向けて、更に物陰から飛び出した梨り緒おが走った。ＦＰＧを連射しながら走る彼女は、最後の一発を撃ち終えたその瞬間には、ヤドリギのすぐ側そばに迫っていた。

「――ふッ！」

　呼気を迸ほとばしらせながら梨緒は銃を左手に持ち替え、右手でナイフを抜くと、これを――

「はッ！」

　きゅっと床にこすれたブーツが鳴く。

　回転しつつ――その勢いを乗せた横からの斬撃がヤドリギの首に食い込む。体重の軽い彼女は通常、斬撃も軽くならざるを得ないが……走り込みと回転の速度を攻撃に上乗せする事で威力を倍増させたのだ。

「ぐげっ――」

　喉のどを半ばまで切り裂かれたヤドリギが異様な声を漏らす。

　ばし！　と音を立てて梨緒のナイフも呪じゆ術じゆつを起動。

　立っていられなくなったヤドリギは地面に倒れるが、無論、これを放置する梨緒ではない。彼女は――

「――ッ！」

　食い込んだままのナイフの柄から手を離すと、防具に覆われた膝ひざを、その上に落とした。

　軽いとはいえ人間一人分の体重を掛けた一撃が、既に半ばまで切断されていたヤドリギの頸けい骨こつを完全に粉砕。ヤドリギの首は胴体から離れて転がっていった。

「ぬ――よ、く、も」

　紅ぐ蓮れんが抑え込んでいる方のヤドリギが呻うめく。

　同時に、梨緒が首を刈かったヤドリギの二重存在は、緩やかに輪りん郭かくを失って消滅していた。

「貴様――ら」

「お前は死ぬんだ」

　紅蓮は何度も何度もナイフの引き金を引きながら言った。

「再憑ひよう依いもさせない」

「ほざ……くな……ッ!!」

　豪腕が無む理り矢や理りに紅蓮の肩を掴つかむと、強引に自身から引ひき剥はがす。

　紅蓮は――敢あえてナイフから手を離した。ナイフを抜けばその瞬間にもヤドリギの眼めは再生を始めるからだ。

「ぐ……くっ……！」

　ヤドリギはナイフを引き抜こうとするが、弾倉交換をした梨緒の銃撃が、その手を、あるいは額を何度も撃ち抜いてゆく。

「クソ……おおおお!?」

　ヤドリギは両腕を無意味に振り回しながらよろめいて逃げ出す。

　何度も何度も室外機やら設備やらにぶつかりながら――あるいは基本的な屋上施設の位置関係は把握出来ていたのか、転がる様にして、階段の向こうに消えた。

「待て！」

　追いかける紅ぐ蓮れんと梨り緒お。

　だが紅蓮は修しゆ羅ら奇き兵へい態だ。しかも梨緒も銃を持っている。迂う闊かつに階下に降りると大騒ぎになりかねない。無論、ヤドリギが本性を晒さらして暴れている以上、注目度はそちらの方がどう考えても上――銃だの何だのはさして問題にもならないかもしれないが。

「くそ、梨緒、先に――」

「大丈夫です」

　躊ちゆう躇ちよする紅蓮に、梨緒は機先を制する様に言った。

「さすがに患かん者じやや関係者全員を避難させる訳にはいきませんでしたが。病院内の主要な廊下に人払いの呪符を貼はってあります。皆、それぞれの部屋からは出てきません。予あらかじめ術者によって呪じゆ術じゆつを込めてあるものですから、私でも使えます」

「…………抜け目ねえな」

　呻うめく様に言うと紅蓮は梨緒と共に階段を駆け下りた。

　廊下には確かに人の姿が絶えている。

　その中を走る異形の背中が見えた。

　今現在――廊下に居るのはヤドリギと、そして紅蓮達たちのみ。

　もっとも、あくまで梨緒の言う人払いの呪術とは『廊下に出たくない』『多少の物音や不自然さは気にしない』という気持ちにさせる程度のものだ。ヤドリギが何ど処こかの病室なりナースステーションなりに飛び込めば、人質をとられかねない事に変わりはない。

　紅蓮と梨緒がすべきはヤドリギを追い――その眼めに食い込んだナイフを引き抜かせる余裕、他の誰だれかを人質にとる余裕を与えない事だった。

　梨緒は散発的にヤドリギの背中に向けて銃弾を放つ。

　その度にヤドリギは身を震わせて速度が落ちるが――でも止まる事は無かった。

（――いける）

　紅蓮は確信する。

　奴やつを倒せる。後は紅蓮のヤドリギを封滅する能力さえ使えれば――

「――ッ！」

　梨緒が驚きの声を漏らす。

　ヤドリギが、病室の一つに飛び込んだからである。

「あそこは――」

　紅ぐ蓮れんはその病室に見覚えが在あった。

「まずい！」

　紅蓮は梨り緒おをおいて全力で床を蹴けり、病室の中に飛び込んだ。

　そこでは――

「――おまえ」

　紅蓮は呟つぶやく様に言った。

　そこは――あの病室だ。

　琴こと音ねが入院し、そして工く藤どう好よし恵えが居た病室。

　既に琴音は退院してそこに居ないが、しかし病状が未まだ改善されていない好恵は、そこに残っている。ベッドを囲むカーテンは閉め切られ、そこに好恵が未だ居るかどうかは影でしか確認出来ないが――

「浩こう介すけ？」

　少し驚いた様子で問う好恵の声に、紅蓮は凍こおり付いた。

　追いついてきた梨緒も、銃を構えながら――しかしその横顔には微かすかな動揺が浮かんでいた。ヤドリギのすぐ背後に好恵のベッドが在る。迂う闊かつにヤドリギを撃てば好恵を誤射しかねない上に、ヤドリギがその気になればその豪腕の届く距離である。

　しかし――

（こいつ眼めが見えないまま……）

　どうやって此こ処こまで辿たどり着いたのか。

　何度も何度も病院に通っている内に、おおよその位置や距離感を体が覚えていたのか。それとも紅蓮の修しゆ羅ら奇き兵へい態と同様、強化された聴覚や嗅きゆう覚かくでこの位置を探り当てたのか。あるいは全くの偶然か。

　いずれにせよ……

「ああ。母さん――」

　ヤドリギは言った――工藤浩介の声で。

「どうかしたのかい？」

　怪け訝げんそうに――いや心配そうに好恵が問う。

「どうかしたってのは？」

「いや……だってお前」

　好恵の声は若干の躊ちゆう躇ちよを含んでいた。

「血の、匂においが、するよ」

「…………」

　顔を横断する様にして両眼に喰くい込んだナイフに、掛かっていたヤドリギの手が止まる。

　恐らくナイフを抜けばすぐにでも再生・復元は始まるだろうが、多少の出血も生じる筈はずだ。そして眼めが見えない分だけ聴覚や嗅きゆう覚かくの発達した好よし恵えは、それを察知するだろう。

「また喧けん嘩かとか、してきたのかい？　もう、しないって――」

　好恵の声には怯おびえの響きが在ある。あるいは『改心した』息子が、元のチンピラの様な生活に戻ったのではないかと不安に思っているのだろう。

「ああ、いや――」

　ヤドリギは、ふらつきながらも首を振って立ち上がる。

「ちょっと転んだのさ。それだけだよ。派手に血が出たけれど、大した怪け我がじゃない」

「そうかい？　此こ処こは病院なんだから、お医者さんに見て貰もらった方がいいよ？」

「ああ。そうだな。そうだ」

　ヤドリギは――恐らく声を頼りに――豪腕を振り上げる。

　あの怪物じみた腕力ならば、ベッドごと好恵を一撃で二つにする事だって出来るだろう。

「…………」

　にいっ――とヤドリギがその口に笑みを浮かべる。

　邪魔するな。さもなければこの女を殺す。

　そういう意味だろう。

　ヤドリギは左手を顔面に喰くい込んだままのナイフに掛けると、これを――抜いた。

　血が流れ、その一方で急速に再生されていくその眼球。

「浩こう介すけ？　また血の臭においが強――いや、それに誰だれか、そこに、居るの？」

「母さん。余計な事は気にしなくて良いんだ。もうね。だから――おやすみ」

　豪腕が――振り下ろされる。

「――ッ!!」

　紅ぐ蓮れんは床を蹴けってヤドリギに飛び掛かっていた。

　殆ほとんど反射的な――咄とつ嗟さの行動だ。

　だからこそ心の何ど処こかで……焦しよう燥そう感によって間延びした時間感覚の中で、紅蓮は理解していた。間に合わない。ただ振り下ろすだけの腕の方が早い。当たり前だ。

　ヤドリギの拳が好恵の胸に――

（――!?）

　あるいはそれは、焦燥感が生んだ幻まぼろしであったかもしれない。

　凶器の如き突起を備えたヤドリギの右拳は、しかし、好恵の胸を貫つらぬく直前で急速にその速度を落とした――その様に紅蓮には見えたのだ。

　まるで、躊ちゆう躇ちよするかの様に。

　実際には紅蓮の時間感覚が狂っていただけかもしれない。

　しかしそうでもなければ、彼が間に合った事の説明がつかなかった。

　ヤドリギの拳が空中を横に流れる。

　ヤドリギは好よし恵えに触れる事無く――体当たりした修しゆ羅ら奇き兵へいの脚力によって真横に吹っ飛ばされ、紅ぐ蓮れんと縺もつれ合う様にして、好恵の上を飛び越え、窓に突っ込んでいた。

　窓まど硝子がらすの割れる音と共に空中に舞う紅蓮とヤドリギ。

　三階から落下しながら紅蓮は無我夢中でヤドリギの顔面を殴る。銃は無く、ナイフはヤドリギの手の中だ。だが徒手空拳といえど修羅奇兵のそれは立派に凶器である。一撃毎にヤドリギの顔は変形し、眼がん窩かで再生しかけていた眼球が潰つぶれて粘液を噴ふいた。

　そして――

「――がああああッ！」

　吼ほえながら痙けい攣れんするヤドリギ。

　次の瞬間、ヤドリギは受け身もとれぬまま、紅蓮の体重を上乗せした勢いで、頭から地面に激突していた。

　ぐしゃり……と身の毛もよだつ様な音と感触が紅蓮の体に這はい上がる。

　ヤドリギの体を緩衝材代わりに飛び降りた紅蓮は、何ら被害を受ける事無く、その頭部と上半身の一部が大きく潰れたその異形から跳び離れる。

　二人が落ちたのは病院の裏だ。

　塀と建物の間は二メートルも無い、そんな狭きよう隘あいな場所で、まるで何ど処こかの舞台裏の様に雑然とゴミや使われなくなった機材や椅い子すが積み上げられている。

　そんな場所で、ヤドリギは――

「…………」

　既に頭ず蓋がい骨こつが粉砕されきっているのか、ズタボロの革袋の様になった頭部を胴体から垂らしながら、むくりと起き上がって。

「…………」

　紅蓮の方に一歩、歩き出し。

　そこで――倒れた。

「――深しん紅く」

「呼んだ？」

　楽しげに言いながら、するりと妹の幻影が視界の端はしに滑すべり込んでくる。

「出るぞ」

「そうね」

　再生限度を超えたのか、もっと別な理由が在あるのか。いずれにせよ破壊されきった工く藤どう浩こう介すけの体から、黒いものが逃げる様にして這いだしてくるのが見えた。

　厚みの無い、影の蛇。

　それはそんな代物だった。

　黒い異形はうねくりながら動きを止めたヤドリギの死体から這いだし――そして。

「臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん――」

　紅ぐ蓮れんの四本の腕がこれを――実体が無く掴つかめない筈はずの高密度呪じゆ詛そを掴み上げると、包み込む様にして掌てのひらの内に捉とらえる。

「――破！」

　ぱん！　と幻聴が聞こえた様に紅蓮は思った。

　ヤドリギの本体たる高密度呪じゆ術じゆつ体が弾はじけて、消える。

「ごちそうさま」

　紅蓮の視界の隅で、ぺろりと赤い舌で唇くちびるを舐なめながら、深しん紅くがそう言った。







「――なるほど」

　望遠レンズ越しに捉えられた映像がプロジェクターによって映し出されている。

　壁に描き出されているのは、病院の屋上において、闘たたかう修しゆ羅ら奇き兵へい態の紅蓮と、そして工く藤どう浩こう介すけを名乗っていたヤドリギの姿だった。障害物の多い場所なので、それぞれの姿は見え隠れが激しいが、おおよその状況は見て取れる。

「結果として」

　スクリーン上の映像を描き出す為に部屋の中そのものは暗く保たもたれている。何ど処こに誰だれが何人居るのか――そもそもこの部屋がどれだけ広いのかもよく分からない。

「坂さか巻まき浩介は狩られました」

「…………」

　ざわめきが漏れる。

「前回報告に在あった杉すぎ崎さき由ゆ奈なの件と比べてもこれは――」

「奴やつは成り立てでもなかっただろう」

「むしろそれなりに能力を使いこなしていた筈だが」

　闇の中で囁ささやく様な声が交かわされる。

　それらを制する様にやや大きめの声が言った。

「今回――敢あえて介入せず、坂巻浩介をいわば生いけ贄にえにする事で問題のミカヅチが造り出した『新兵器』の性能を測った訳ですが。御覧の通りです」

「本体は――魂こん魄ぱくはどうなった？」

「その『新兵器』に喰くわれました」

「…………」

　再びざわめきが潮しお騒さいの様に広がっていく。

　そして――

「ミカヅチがヤドリギ暗殺用の武器を手に入れた事は間違いがない。もしこれが量産されればかなりまずい事になる」

　誰だれかがそう言った。

「だがミカヅチごとき、我々にはもう手を出せないのでは？」

　別の誰かの声には嘲あざけりさえ含まれていた。

　大した事は出来ないだろう――そうたかをくくっているのだ。

　しかし……

「たとえ総理大臣だろうと、経団連会長だろうとミカヅチはヤドリギと判わかれば殺すぞ。その為だけに千年もの間存在してきた組織を甘く見るな」

　更に別の声が吐き捨てる様に言った。

「その紅ぐ蓮れんという小僧を殺すか、あるいはミカヅチ自体を封殺するか」

「両方が必要かもしれませんな。そろそろ、ミカヅチは潰つぶれてもいい頃だ」

　司会役らしい何者かが、笑み含みの声でそう結論づけた。



    

  
    
      
終章





　老婦人は独り雨の雫しずくが付いた窓を向いていた。

　勿もち論ろん、その瞳ひとみは何も映してはいまい。ただそちらに顔が向いているというだけで、実際に彼女が何かを見ているという訳ではない。

　梨り緒おと共に工く藤どう好よし恵えの病室を訪れた紅ぐ蓮れんは、その静かな横顔に、えもいわれぬ罪悪感を感じる事になった。

「あの……」

「――あら」

　好恵は――やはり紅蓮達たちの方をきちんとは向かないが――笑みを浮かべて言った。

「その声は紅蓮くん？」

「はい。梨緒も一緒です」

「琴こと音ねちゃんは？」

「彼女はまた別に来ると思います」

「そう――」

　何か思う所が在あるようだったが、それを殊更ことさらに表情にも言葉にも出さず、ただ、好よし恵えは頷うなずいた。

「わざわざ私を訪ねてきてくれたの？」

「はい。お邪魔かもしれないとは思ったんですが」

「そんな事無いわよ。大歓迎。こんなお婆ばあちゃんの所に見舞いに来てもつまらないとは思うけど」

「いえ――」

「ここしばらく息子が来てくれないのよ」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは言葉に詰まった。

　無論、好恵は息子が死んでいる事を――本来の息子はそれこそずっと以前に死んでおり、更には息子を演じていた怪物も、既に死んで存在しない事を、知らない。

　あの紅蓮とヤドリギが死闘をした日。

　ヤドリギを完全に殺したその直後、ミカヅチの〈破は組ぐみ〉と〈滅めつ組ぐみ〉、〈繕ぜん組ぐみ〉が病院に到着し、結果的に〈破組〉と〈滅組〉が現場封鎖、〈繕組〉が関係者の記憶を調整し、破損部その他を修繕して事件の痕こん跡せきを消した。

　およそ三時間余りで死闘は勿もち論ろん――そこにあの工く藤どう浩こう介すけを名乗っていたヤドリギが居た痕跡も完全に消されてしまった。工藤浩介は、琴こと音ねの退院を見送った後、母親の見舞いを切り上げて帰った事になっている。

「連絡もとれなくて……どうしたのかしらね……」

「……仕事が……忙しいんじゃないですか？」

　紅蓮は辛かろうじてそんな言葉を絞り出す。

「そうね……また連絡くれるわよね。あんなに毎日通ってきてくれていたのだから……」

　紅蓮にというより、自分を納得させる為に言うかの様な口調だった。

「――便たよりがないのは」

　不意に梨り緒おが口を開いた。

　驚いて彼女の方を振り返る紅蓮。だが梨緒は構わず続けた。

「元気な証拠と言いますし。仕事が忙しいのは良い事かと思います」

「そうね――そうよね」

　好恵は少しだけ笑みを深めて頷く。

「ありがとうね、紅蓮君、梨緒ちゃん」

「いえ――」

　それから紅蓮と梨緒は半時間ばかり好恵と他た愛あいない会話をして――病室を後にした。







　自分でもどうしてこんな事をしているのか分からない。

　琴こと音ねは馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思った。

　日曜の――朝。

　もう『必要ない』と言われた。

　それはつまりもう『来るな』という事ではなかったか。

　なのに琴音は気が付けば紅ぐ蓮れんのマンションのすぐ下に来ていた。勿もち論ろん、紅蓮は今日も梨り緒おと出掛けているのだろう、紅蓮の部屋の電気は点ついていない。朝だが雨が降っている為に辺りは夕暮れ時の様に暗く、他の部屋は電気を点けている様だった。

「――何をしてるんだろう。私」

　紅蓮のマンションはやや古いのでオートロックなどというものが付いていない。その気になれば紅蓮の部屋まで行く事が出来るし、玄関ホールには集合型の郵便受けが在あるので、勝手に他人の郵便物を持ち去る事だって可能だ。

「…………」

　琴音は――玄関ホールに入ると、紅蓮の部屋の郵便受けを見つめた。



    

  
    
      



    

  
    
      　さすがに郵便受けそれぞれには鍵かぎが掛けられているものが多い。紅ぐ蓮れんの場合も一応、簡単なダイアル錠じようが取り付けられていた。

『神かん薙なぎ紅蓮』

　かつてそこにただそう描かれていただけの小さなネームプレートに。

『御み杖つえ代しろ梨り緒お』

　そんな名前が後付けで添えられている。

「…………」

　やはり、どうしてそんな事をしたのかは分からない。

「――私」

　半ば発作的に剥はがしてしまった『御杖代梨緒』の紙片を手の中で琴こと音ねは見つめる。

　元に戻す事は出来ずとも、郵便受けの中に改めて入れておく事は出来ただろう。

　だが琴音はそうしなかった。

「……本当に、何をしてるんだろう」

　呟つぶやきながら――琴音はその紙片を握にぎり潰つぶした。







　病院からの帰り道――唐突に雨が降り始めた。

　そう激しいものではない。霧きり雨さめの類たぐいだ。

　傘を持たない紅蓮と梨緒は、緩やかに髪や服が湿っていく感覚を覚えながら、無言で道を歩き続けていた。

　紅蓮が好よし恵えに対して出来る事はそう多くない。少なくともこうしてたまに見舞いに出掛けて彼女の無ぶ聊りようを慰なぐさめる程度しか――やれる事は無い。

　紅蓮も梨緒も、共にもう半時間近く口を開いていない。

　横たわる静寂を補おぎなう様に、雨音と、そして通りを行きすぎる自動車の音だけが二人の周りで途切れる事無く続いていた。

（考えて見れば）

　紅蓮は溜ため息をつく。

（杉すぎ崎さきの時は――家族が全員殺されてたからな）

　遺のこされた者の事など最初から考える必要も無かった。

　だが今回は違う。好恵は自分の息子が死んだ事も知らぬまま、生きていくのだろう。

　彼女は自分の息子がもう居ないのだといつ知る事になるのか。

　その時の事を思うと紅蓮は気が重い。

（いっそ――）

　浩こう介すけがヤドリギに憑つかれなどしなければ。

　彼女はむしろ――息子を失う事に対して哀かなしまずに済んだかも知れない。

　いや。それでも彼女は息子を失う事を哀しんだだろうか。自分から光を奪い、病院のベッドに縛り付ける様な怪け我がをさせたであろう――そんな鬼き畜ちくの様な息子でも。

　好よし恵えにとって幸せだったのはどちらだろうか。

　ヤドリギに憑かれないまま、それでもずっと息子が生きていた場合か。

　それともヤドリギに憑かれ一時的にでも息子が孝行者になった場合か。

　紅ぐ蓮れんには分からない。

　親と子の絆きずな。家族の形。

　ごく当たり前の様でいて、紅蓮には、それは、未知の概念だった。

「――工く藤どうさんは」

　紅蓮は呟つぶやく様に言った。

「息子が偽にせ物ものになって……幸せだったのかな」

「紅蓮――」

　梨り緒おは気き遣づかわしげに紅蓮の横顔を覗のぞき込んでくる。

「家族って……何なんだろうな」

「…………」

　梨緒は何か言おうとして、しかし思いとどまった様子で口を噤つぐんだ。

　彼女もまた、自分が、世間一般の家族関係というものを知らないという自覚が在あるのだろう。紅蓮にも梨緒にも、『こうあるべき』という家族の形が見えない。見えないから，想像するしかないが――しかし、それはやはり、第三者の勝手な予想に過ぎなくて。

　だから……

「梨緒。さっき、工藤さんを――その、慰なぐさめてくれたよな」

　足下を見つめて歩きながら紅蓮は言った。

「……？」

「『便たよりがないのは元気な証拠』って」

「……あれは、一般論です」

「そりゃそうだけどな」

　ひょっとしたら、梨緒は照れているのか、とも思ったが、ちらりと見た彼女の貌かおはいつも通りに怜れい悧りで曖あい昧まいな無表情のままだ。

「紅蓮」

　梨緒は真まっ直すぐ前を見つめながら言った。

「貴方あなたが気に病やむ事ではありません。我々は万能でもなければ絶対でもない。過ちも犯すし力及ばぬ事もあります。そもそも――我々と出会う前に工藤浩介は死んでいた」

「それは、そうだけど……な」

「貴方あなたはむしろ、工く藤どう好よし恵えの息子の仇かたきを討った、と見る事も出来ます」

「それも、その通りなんだろうけどな」

　紅ぐ蓮れんは薄い苦笑を浮かべる。

「我々の仕事は基本的に常に手遅れです」

　身も蓋ふたも無い言い方だった。

「選んでこの仕事に就ついた訳でもなく、覚悟も叩たたき込まれてこなかった貴方には酷かもしれませんが、気に病やんでいればきりがない。むしろどうにか出来た筈はずだと思うのは――」

　梨り緒おは、一瞬躊ちゆう躇ちよする様に言葉を切った。

「傲ごう慢まんです」

「…………」

　紅蓮は無言で歩く。

　梨緒の言う通りなのだというのは何となく分かる。それを感情的に受け入れる事が出来る様になる為には、それなりに、時間がかかるだろうけれど。

「……梨緒」

　紅蓮はぽつりと言った。

「お前――実は、善いい奴やつなのかもな。ありがとう」

「…………な」

　梨緒の姿が紅蓮の横から消える。

　数歩進んでから、紅蓮が怪け訝げんの表情で振り返ると、そこには、いつもの鉄面皮を微妙に困惑じみた表情で歪ゆがませている梨緒の姿が在あった。

「なんですか……いきなり」

「なにって。礼を言っただけだろ」

　あるいは、何をやらせても優秀で――けれど、それでも一番必要だった能力の才を持って生まれる事の出来なかった梨緒は、他人に面と向かって褒められた事や、感謝された事が無かったのかもしれない。

　ふと何の脈絡もなく紅蓮はそんな風に思った。

「……それは、そうですけど」

　梨緒は少し俯うつむいて言うと、足早に紅蓮に追いついて、並んだ。

　再び歩き出す紅蓮と梨緒。

「これからも続くんだよな」

「続きます。たとえ紅蓮、貴方が我々ミカヅチと縁を切れたとしても、それでもヤドリギが居なくなる訳ではありません。貴方の知らない所で続いていくだけです」

「――だよな」

　紅ぐ蓮れんは溜ため息をつく。

「いつか、俺おれも、眉まゆ一つ動かす事無く、戦える様に――戦う様に、なるのか？」

　それが良い事か。悪い事なのか。

　それすらも紅蓮にはよく分からない。

「…………」

　梨り緒おは無言。

　あるいは彼女にもまた分からないのかも知れない。

「知らなければ良かった事って。本当に在あるんだな」

　呟つぶやきながら紅蓮は雨空を見上げる。

　空は――ただどんよりと曇くもったまま、いつ晴れるとも知れなかった。



（つづく）



    

  
    
      
あとがき



　どうも、軽小説屋の榊さかきです。



　ミカヅチ三巻をお届け致しまする。



　二巻で予告しておりました『マジに変身ヒーローものやるならこれはやっときたい』的なネタ第一弾でございます。ちなみに第二弾のネタの仕込みもしてますが。既に本編をお読みになった方はお気づきでしょう、アレです。



　まあそれはさておき。



　今回の主役はマグプルＦＰＧです（おい!?）。

　紅ぐ蓮れん達たちの使う新兵器つーかなんつうか、まあそういう銃器なのですが。

　いかにも映画的な小道具ですが、これは実在しておりまして、初めて見たときは（確か神かみ野のオキナさんに教えて貰もらったyoutubeの動画が最初）「え？　なに、新しい映画の小道具プロツプ？」と思ったぐらいに嘘うそ臭くさい代物です。

　なんせ、Ｂ５～Ａ５サイズのプラスチック製スーツケース、としか思えない代物が一発で短機関銃に変形！　どこの秘密諜ちよう報ほう部員の武器だよ!?　と思いましたが、実際、重要人物の護衛役とかが使う事を前提に開発された代物だそうで。

　スーツケースの中に短機関銃を仕込んでＶＩＰを護衛する、というのは以前からよく知られた話ですが、これはある意味で逆の発想。短機関銃をスーツケースにするとは……何だか現実が変な方向でフィクションめいてきていて、大変面白いです（笑）。

　とりあえずマグプル本社がトレーニング用に、日本製エアガン組み込んで使えるレプリカを出しておりまして、私の手元にも同じものがあるのですが。やっぱこう、変形って燃えますな。純粋に。

　ちなみに動画では「これは名前の通りポケットにも入るんだぜ！」と折り畳んだＦＰＧをジーンズのポケットに解説役のオッサンがねじ込んでましたが。「ポケットサイズ」を売り物にする商品にありがちな、いかにも「やってやれない事はないけど、でも」的な無む理り矢や理りさが漂ただよっていて、これまた大変よろしい（笑）。



　まあそれもさておき。



　今回のテーマは『家族』な訳ですが。

　あろう事か、『家族』をネタにすると言うのに、本作のメインキャラでまともな家族関係の中に育った奴やつが一人も出てきません（笑）。琴こと音ねの所も、一般家庭の様に見えて、いびつはいびつだし。

　そもそも家族って何だろうとか考えると、色々、奥深い所に踏み込んで戻ってこられない様な気もしたり。

　ありきたりのネタの方が、改めて正面から向き合うと難しい、という好例なのでした。



　さて。

　前述の通り次はまあ、この手の変身ヒーローものには定番のアレの登場でございます。

　細かい事は私も未まだ詰めておりません。どうなる事やら。



　読者の皆様には、よろしければ次巻もお付き合いいただけると幸いです。

　ではでは。



２０１１／１／24　榊さかき一いち郎ろう
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